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京都支社京都市下京区中堂寺粟園町1fi 075(312)3961 

奈 良 支 社 奈 良 市 学 園 北 2-4-1 fi 0742(44)1111 

和 歌 山 支 社 和 歌 山 市 本 町 1-5 fi 0734(31) 2481 

兵 庫 西 支 社 姫 路 市 神 屋 町 4-8 fi 0792(85) 2221 

豊 岡 支 社 豊 岡 市 三 板 町 6- 57 fi 0796( 23) 2221 

湖 南 支 社 草 海 市 追 分 町 牟 荒 姻680- 1  fi 0775( 62) 5311 

穆 根 支 社 彦 根 市 大 東 町 12-11 fi 0749(22)3131 

( よーし、わが家も考えてみようと思ったら、)

lガス温水床暖房に関する資科請求・お問合せは、お近くの大阪ガス畠支社までl

大 阪 支 社 大 阪 市 西 区 千 代 崎3-2-95 fi  06(586)3200 

南 部 支 社 堺 市 住 吉 橘 町 2・2・19 fi 0722(38)1131 

北 郡 支 社 高 槻 市 磁 の 里 町 39-6 合 0726(71) 0361

東 郎 支 社 東 大 阪 市 稲 葉 2-3-17 fi 0729(62)  1131 

兵 庫 支 社 神 戸 市 中 央 区 東 川 崎 町1-8・2fi 078(360)3100
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‘ 世界建築博覧会フレイベント トリエン

ナーレ奈良1992一日本建築協会後援一

1998年に市市11100周年を迎える奈良市は、これを記念して、「歴史

と未来の共生」をテーマに「世界建築博覧会」を企阿しています。

この博覧会は、奈良市が従来から実施している歴史的町並みの残

る「ならまち」の保存繁備事業によるまちづくりと、 r J  R 奈 良 駅 周

辺 地 区」における新都市拠点整備事業によるまちづくりそのものを

見せようというものであり、まちづく りそのものが博覧会であり、

街 全 体 が 博 覧 会 会 場 と な り ま す。

その第 1 回 目 の プ レ イ ベ ン トとして 「トリエンナー レ奈良 1992J

が 開 催 さ れ ま す 。 こ の 中 心 イ ベ ン トとして「現代建築家展 J r 現 代 建

築 シ ン ポ ジ ウ ム ・講 演 会」 などが予定されています。

.r 現 代 建 築家展」

現代建築を代表する国内外の建築家の作品 (模 型 ・ドローイング

等) の展示。また、 r lj j : 界建築↑専覧会」の 第一会 場 ( J R 奈 良 駅 周 辺

地 区) に建設予定の r (仮 称) 奈 良 市 民 ホ ー ル」の 国 際 設 計 コ ン ペ 参

加 作 品 も 併 せ て 展 示。

期 間 1992年 5 月 16 R出 - 6 月 14 日(口) 9. 00 - 17 . 00

5 月 18 ｆｉ を除〈月 ｬｉ ￬ｾ 日 休館

会 場 奈 良 県 立 美 術 館 ( 奈良市登大路11汀10- 6 )  

入 場 料 600円

- 出 展 予 定 建 築家敏悦: 略

安 藤 忠 雄 石 井 初 紘 石 山 修 武/ 磯 崎 新 伊 東 豊 雄 川崎 清/ 黒 川

紀主主/ 高 松 仲/ 竹 山製 長 谷川逸 子/ 原広司 山本 町 顕

ジャン ・ヌーヴェル (フ ランス ) クリスチャン ・ド ・ポルザンノマル

ク( フランス ) リチ ヤード ・ロジ ャース ( イギリス ) ジェームス ・

ス タ ー リ ン グ ( イギリス ) ピーター ・クック( イギリス ) ノーマ ン・

フォスター ( イギリス ) / アルト‘ ・ロ ソシ( イタ リア) ヨセフ ・p .

クライフユース ( ドイツ ) ハンス ・ホライン ( オース トリア ) / へ ル

マ ン ・ヘ ル ツ ベ ル ガ ー ( オラ ンダ) ベ ル ナ ー ル - チュミ ( スイス )

オ リ オ ー ル ・ボヒガス ( スペイン ) イムレ ・7 コベ ッツ ( ハ ン ガ リ ー )

ウ"' 7 クタング ・ダビタイア ( 旧ソ連 - グルジア 共和国 ) リチ ヤー

ド ・マイヤー ( アメリカ ) トム ・メイン ( アメリカ ) ピ ター ・ア

イゼンマン ( アメリカ ) ケネス ・ヤング (" 7 レーシア ) チャールズ ・

コリア ( インド )

.r 現代建築シンポジウム・ 講演会」

「現代建築家展」に 出展 し た 建 築 家 ・評 論 家 の 参 加 を 得 て 、 建 築

や都市景観、まちづくりについて討議を行う。

期 間 1992年 5 月 17 日( 日) - 5 月 19 日( 刈 一一 時 間 未 定 一 一

会 場 奈良市史跡文化センター ( 奈良市三条 大 路 1 - 5  - 37)  

入 場 無 料 ( 申し込み制)

間 合 先 制 世 界 建 築 博 覧 会 協 会 事 務 局 ( =r 630 奈 良 市 二 条 大 路 南

1  - 1  - 1 奈良市役所内 T E L  0742- 34- 1111)  

申込方法、締切等の詳細は上記へ問い合わせられたい。

・その他のイベント

・ならまち歴史展

期 間 1992年 4 月 25 日仕) - 5 月 24 B( 日)

場 所 奈良市ならまちセンタ一 入場無料

・ならまち歴史講演会

期 日 1992年 5 月 14 日附 P M1 . 00-

場 所 奈良市史跡文化センタ一 入場無料 ( 申し込み制)

講 師 犬 養 孝 氏 、 土 井 賞 氏

住聾 と社会/ 19位年 3 ))¥; .  1  
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世記宋ぶたたび- 中欧の建築を訪協

今世紀もー桁の年を残すのみとなった2例止紀末のい

ま、ヨーロ ッノ、では社会主義国家体ilill のhijr)i カ吋11; kぎ、

政治(I(J にi山と Il 5} IJ されていた東欧諸国は、 ドイツ、オ

ーストリアを含めた以前の呼び名、ミ y テルオイロ

ハ ( rl 'i ij，J として匙ろうとしています 。

歴史的住築文化の ｪ￯￬ｲｾ を数限りなく持ち、第 二 次世

界大戦前にはモダニス'ム建築運動の中核の一つを なし

ていた' i ' i 攻。 このたび、今までの社会体制下では訪れ

る機会の少なかったこれら| 日東欧諸| 上| への主1 l U' i の旅を

企Il lI jいたしました。

このIi 正では19111紀末ユーゲントシ ュテイ/ レから、モ

ダニズムを総て、ふたたび世紀末段イ1: のlt<. iJi 処築まで

を主な比' 下対象とし、民族色濃いハンガリ ーの処築、

ノ、イブリ ソトマドJ なチェコキュービズムにも触れ、 4号外

季大阪発 7月10 日夕亥IJ

として 、191止紀前半ベルリンの大建築家ンンケルの作

品、その他、 ドレスデン等々の歴史都市を訪れる予定

です。

建築 ｬ こ Ｑ ＧＱＧう Ｑ ＱＮ ｾＱ ｕ ゾ Ｑ Ｚ ， .tω或性、社会主、それらを突き

抜けて; l ; 1[< 作家のj[ 占WI 。建築は見る人それぞれの捉え

方、切り 11 によって、作々異なった係-1' 11でこたえてく

tl るでしょう 。

5 年前、 当協会てで凶は r口〆Jふiふ、J .た4 つの世紀末グの)j建注f築Eをi訪i司訪!むUね

て』と是趨証し、ウイ ンを起

た。今恒凶lは、ウィーンを最終ゴールとする I)ijflll の統制、

調 旅 (ふたたび) で もあリます。

ともあれ、いくつかの ｉｉ［ｈ￫ の府を Ｍ 屯ね、 ｬＨ ｽｪＩ［色のｾ，ｾ

いw. と、ハイブリ y 卜のスハイスをきかせた住築サン

ドウィ y チの旅を {I 分に l味わおうではありませんか。

y 吟J

‘ ¥ブラティスラヴア

争 ヘルリン、ポツタム Ｗ 月 ＱＱ 日 ｾＱＳ 日 争デッサウ、ヴI イツテンベルク、卜I レスデン 7月14日

パウハウス マイスタ ジ ドルンク( グロヒゥス) 、ヴイツテンベルク ・'1' 111 封[，

r! i のOr.ll; 、ルタ の' ぶ 、ドレステ ン ・ゾウィンカ - ' 1';'; 椴( ヘ ソへ 1t. 7 シ) 、オヘラ

ハウス ( ゼノハー)

-

AEGター ビン工場 フィ Jい、ーモニー

テーゲル地区! 日A

アルテスムゼウム アイ/ ' / ユタイン2苦

A E Cタービン U 品( ベーレンス) 、 Y ェーレンドルフ ジードノレンク( タウト、へ

リンク ) 、ホー エンツォーレ ノレン 広場の教会( へーゲル) 、ユニテ ( コノレピ ュジエ) 、

フィノレノ、ーモニー/ J+[立 l主li lF館( ンヤロウ ン) 、I13A ( クラ イフス他) 、IJi IJ i . 美術館 (ミ

ース) 、アルテスムゼウム/ ンャウンユヒールハウス/ ンヤルロ ッテン ホフ山殿(ン

ンケル) 、アインンユタイン俗( メンデルゾーン) 、ベルナウ労組211校 ( マイヤー )

2  主主拒と社会/ 1992' 1ト3) ( '，; 



圏 雲 霊 墨 霊 置

実 施 要 項

旅行 WIIHI 1992年 7)J 1  0日間 - 26 日(11) <17  R  1:: 1>  

ii:: ｬ ｾ＠ 35人 ( Ij l 込 者 多数 の 場 介 は iIl l選 )

参 加 代 斥l 会 H 570 ，000円 ( 卜J - j 休会員は 1 H  l?' ，を会民 扱 い )

一般 600 、OOOP]

※ ｾ ｾ Ｇγ Ｍ ・ 交 Ｎ￬ｩＮＡｩ .  1MI  'l'i な ど を 合 む。

※ 定 以 に il: l. j 1- こない il .'f は 変 更 す る 場 合 が あ り ま す 。

金 jl lli (社) FI ［ｪ ｾ主 ｬＡ 築協会 Ｇ ｆ 業会 以 会新ぃ会 ｷ の Ａｴい小 委以会

米 )1二 覚 、杉 本 J'f 一 、 ifa'J!i'栄手IJ 、 山 fllt U'; l，

特別幹 ーJV 問団j J 之 ( 東畑建築 事務 所 )

申し込み・問い合わせ

. (社) 日本建築協会 'J';業 課

〒 ＵＳＰ 大 阪 市北 区 Ｃ ＱＩ Ｚ ｬ ｬｉ Ｑ Ｍ Ｑ 大 阪 ｾＩｾ ｉｪ ￭￯ 第 Ｓ ビル Ｒ Ｑ 附

TEL  06- 348- 0633 FAX 06 348 0634 

・附 H 小; 交辿 公 社内外; 旅行難波文 J，!i )i l 当/ 小1l.¥:， JJ 附 1¥

干542 大阪市 中央区灘j皮2- 3- 7 リ ク ル ー ト 難 波 ビ ル 81; 皆

TEし 06“ 213- 1192 FAX 06- 213  1160 

旅行 業務115<{&主H: /'i / 諏訪 J心.!J '{;

申 し 込 み 締 切 5  )  115  H凶

※ R .j' '' l ・)，.!. "j ' :先は 、交通 ・訪問先 'J';↑'，1;等によ り、一再11変史することがありますので、 Fめこ'了/ 師( l います

争 フラハ Ｗ 月 ＱＵ 日 ｾＱＷ 日

市 民 会 館

'1' 央駅( ファン タ) 、di1( 会館 ( ポリ ー

フカ) 、 ヤロ ンユ ・ヴ ィ ラ / ネクラ ノヴ

ァ泊リ の 共同 fi o•. ｴＨホ ホ ｊ レＩ 、 Ｎｉｊｾ［ ぃ ｺｬｱ 母

の家 ( ゴチ ャ- } レ) 、 イエ ズス 教会/ 7

ラハ城 嵯 l胡改修 ( 7 レチ ェニ ク) 、パノ〈

地区 モダニ ズム fj 宅{伴、 プ ラハ城他

ij 正史的住造物

黒い 聖母町家

争 ブダベスト、ケチュケメート Ｗ 月 ＲＰ 日 ｾＲＲ 日

向車(( エ y フェノレ) 、111郵便 Iti 令 J，，) / 装

飾美術館/ ケ チュケメ ー トdi Ji ・1'i ( レ

ヒネノレ) 、ホ テ J レ・ゲ レール ト ( へゲデ

ユス) 、リスト 112楽 院( コ/ レブ) 、テ'ユ

ラ- lhの小学校 ( ノ〈ウ ムガノレテン) 、カ

ノレウィ ニス ト教会( アーノレカイ) 、メト

ー，ー

争ブ ルノ 、ブ Ｎ ラティスラヴア Ｗ 月 ＱＸ 日 ｾＱＹ 日

イエズス教会

トゥーゲン ト，、 y ト邸

トゥー ゲ ン ト

ノ、 y トJtl l ( ミ

ー ス) 、ホテル

アヴイ オン /

ヴ ェス ナ女子

総 J!;' 下校と寮

( 7 ＮｾクスＩ 、

引エルジェ ー

ベ ト 教 会 ギ

ムナ ジウム ( レ

ヒネl レ)

争 ウィーン Ｗ 月 ＲＳ 日 ｾＲＵ 日

到If史Jti イi:: 1，，) / ンユ ダイ ンホフ教 会/ カ

- } レス7 ラ γ y 車1(( ワ グナー) 、ゼツ ェッ

シ ョン 自'1: ( オルブリ ッヒ) . ヴィラ ・ス

キワ 7 リ7 ブエジ( ホ 7 ' 7 ン) 、レ ・γ テ

ィ シュ リン ケェーラー カ ソセの小

学 校/ ，、ースハウス( ホ ライン) 、フン

テ' ル トワ y サーハウ ス、ファ ポリ ーテ

ン術の銀行( ドメニク ) 、出 l の附 築( コ

ー プ ヒンメルプ ラウ)

郵 便 貯 金 局

i.. " t.. 

Y ニz タイン ホフ教会

聖エJ レジヱ ーヘ ト教会

争ウィーン発 7月25 日午後 争大阪着 7月26 日夕衷IJ
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一一一一 日 本 建 築 協 会 会 告

4 ニュービルディング関西 ' 92 開催

一日本建築協会協賛ー

高度化、多様化するニーズに対応する建物に関した最新の技術、

機 器 ・シ ス テ ム の 普 及 や 企 業 活 動 に 直 結 し た ビ ジ ネ ス ス ペ ー ス の あ

り 方 を テ ー マ に 、 ソ フ ト と ハ ー ド の 融 介 を 目 指 し 、 企 業 経 営 者 、 建

築 関 係 者 等 と の 技 術 ・情 報 交 流 を 通 し て 企 業 の 発 展 を 図 る こ と を Il

的とした標記催しが聞かれます。主催は( 他日本能率協会。

会 期 1992年 5 月 21 日( 柑- 5 月23 日L上)

会 場 マ イ ド ー ム お お さ か (大 阪 市 中 央 区)

構 成 ① 展 示 会

ビノレ・オフィスのインテリジェント化、アメニティ fじのた

めの，箆築関連技術、システム・機器、ソフトウエアの展示。

②特別企画「人間生活工学フェア」

人 間 生 活 工 学 か ら み た 快 適 環 境 づ く り 並 び に 製 品 開 発 め た

め の 装 置 ・システムの展示。

③ シ ン ポ ジ ウ ム

ビ ジ ネ ス ス ペ ー ス と し て の ビ ル ・オ フ ィ ス の あ り 方 、 課 題

を テ ー マ に 、 学 識 経 験 者 並 び に 産 業 人 に よ る 発 表 ・交流。

@ 見 学 会

最 新 の ビ ル ・オフィスの見学と関係者との情報交換。

入 場 料 1.000円

間 合 先 ニューヒルデイング関凶， 92事務局( 社団法人日本能率協会

内 T EL 06- 261- 7151)  

社仮
け

止芸

量

発

卸

業

富

国

間

喝

陸

傾

向

術

除

問

技

誌

築

同

町

建

‘ 「建築工事共通仕様書」

一日本建築協会でも頒布一

社 団 法 人 新 日 本 建築 家 協 会 厳 修 、 大 阪 府 建 築 家 協 同 組 合 発 行 の 下

記仕様書、ノートを頒布しています。

従来、当協会で頒布している「四会連合協定 ・仁事 ifi 負契約約款」

と併せて、皆さまのご利用をお待ちしています。

品 名 価 格 (含 消 費 税)

1991年 度 版 建 築 工 事 共 通 仕 様 書

1991年 度 版 建 築 設 備 工 事 共 通 仕 様 書

第 15版 現 場 民 理 ノ ー ト (建 築 編)

第 15版 現 場 監 理 ノー ト (設 備 編)

第 3 版 設 計 チ ェ ッ クノー ト

2.900同

3. 300同

2. 600同

2. 600同

515円

なお、 1991年 度 版 特 記 仕 様 書 ガ イ ド ブ ッ ク、制定書式501号 ( 見

積 表 書 ) 、502号 (工 事 別 内 訳) 、503号 ( 内訳その 1 ) 、504号 ( 内訳

その 2 ) 、505号 ( コ ン ク リ ー ト 型 枠 集 計 上 506号 (鉄 筋 集 計) 、507

号 (鉄 骨 集 計上 508号 (横 ケ イ 紙 そ の 1 ) 、509 号 ( 償 ケ イ 紙 そ の

2  ) 、601号 ( 5 mm方眼 - 枠線なし ) 、602号 ( 5 mm方 眼 ・ 枠 線 入 1) )  

についても、ご入用の昔日J支お取りつぎいたしますので、ご利用下さ

い。 (事 務 局 ・総 務 諜)

N O  書 籍 名 税 込 価 格

茶 室 の 話 ( 岡 田孝男若) ￥1. 339-

8  建具の知識と意匠( 山片三郎皆) ￥1. 339-

9  エレベータ・エスカレータ( 木村利雄若) ￥1. 339-

13 医院 ・診療所の計画と設計( 池田有隣 ・船越嘩由者) ￥1.339-

15 PC建築の話( 下伊豆隆三者) ￥1.236-

16 石 垣 と 石 積 壁 ( 窪 田 祐昔) ￥1. 339 

17 基 礎 と 地 盤 の 手 ほ ど き ( 中堀和英著) ￥1.339-

20 タイルの話 ( 田中 弘若) ￥1. 339-

24 鉄 骨 格 造の話( 金 多潔 ・甲 津 功 夫 ・西津英和者) ￥1.339-

27 建築積算業務( 生島道春着) ￥1. 442 

28 建築金物の知識( 立野一郎若) ￥1. 339-

29 瓦と屋根構造( 佐藤滋朗者) ￥1. 442-

32 建築塗装の手引き( 児島修二昔) ￥1. 442-

33 建築式典の実際( 若林嘉津雄世) ￥1. 339-

38 住 宅 の 照 明 ( 大 島 博則ま) ￥1. 442-

日本建築協会創立 70周年記急車重

選 書 特 装 版発 行 学 芸 山 J坂担

N O  書 籍 名 税 込 価 格

l  構造コストと経済設計( 須賀好富昔) ￥3. 605-

2  建 築 設 備 の 健 康 診 断 ( 牧 野 茂 若 ) ￥3. 914-

3  新 ・ 建 築 と 設 備 の 接 点 ( 宮脇 毅 ・ 南 部 武 若 ) ￥3. 605-

4  外壁織法チェックリスト( 飯塚五郎蔵苦) ￥3. 399-

5  建築デザインのための構造計函( 須賀好富若) ￥2. 884-

6  場 所 打 ち 杭 の 設 計 と 施 工 ( 阪 口 理 的 ￥3. 296-

〈 ブ 口 の ノ ウ ハ ウ 〉 シ リ ー ズ 、発行学芸出版社

N O  書 籍 名 税 込 価 格

1  T QCから見た建設業( 荒木睦彦曹) ￥1，648-

2  担体工事監理のチェックポイント 100 ( 須賀好富者) ￥2. 060-

3  パソコン会計術( 西部明郎昔) ￥1. 854-

4  建築の値打ちの高め方( 小林清周廿)

5  空調設備のトラプル50 ( 建築設備ト ラブル研究会計

6  衛生設備のトラブル50 ( 建築設備 トラブル研究会計

7  火災安全学入門( 岡田光正著)

8  現 場 マ ン の ア イ デ ア 発 想 ( 合 原一夫著)

9  建築基準法の実際( 矢吹茂郎著)

10 工務庖の税金対策100ポイン卜( 建設税務所研究会計

11 工業化住宅・考( 松村秀一著)

12 鉄骨工事の現場学( 石田満商事)

13 建築紛争の実際( 岡本辰義箸)

￥l .  751-

￥2. 060-

￥2，060-

￥1. 700-

￥1，854-

￥1，854-

￥1. 854-

￥2 ，060-

￥2，060-

￥1，854-

14 仕上工事監理のチェックポイン卜( 監理業務研究会計 ￥2，060-

15 ゼロ 災 へ の 道 ( 表 一郎著) ￥1，648-

16 木 造 住 宅 の し く み ( 浅 野 平 八 ・東 敏博著) ￥2，060-

17 コンクリ ト工事のチェ ックポイン 卜100 (加賀秀治的 ￥2，060-

18 インテリアコ ーデイネートの100ポイント( 町田ひろ子E暗) ￥1，648-

19 建築基準法を読みこなすコツ( 高木任之宥) ￥2. 060-

20 ニ ュ ー 組 積 建 築 のすすめ( 福嶋孝之帯) ￥2. 060-

日本建築協会事務局でお求めの場合、建築技術選警と〉プロのノウ ハ

ウシリーズが100円割引き、 i翠替特装! 仮が200円割引きでおのおの頒布

しておりますのでせいぜいご利用下さい。
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「建築と社会J 3 月号表紙

デザイン・白子正人

( グラ7，7デザ イムー )

日"" イポグラ7 ，協会全 lt

下 から比仁げた、パJ レコニ一部

分的造 形leは. 維オ叶本町表現と

の ζ と. 3 月号のモチーフは.

プ リンセス有 1んである.

そしてカラーリ ングは、 7 ラン

えの11'; 統色チ ャートより、 Lilas

リラの色である. リラは、近東

ｾ ｲＮ問 Ｈ ト ルコ ンリア ・サウ ジ

アラ ビア) ｉ ｩ［｜ 底 的 治 ｾ Ｑ ｴｬｩ 木 。 Ｗ

ランス郊外の家の!llmなどに 、

よく 1!!! われているとのこと、い

かにも春らしい色である.

. 特集予告

4 月号 / 建 築 家 の た め の 段

備 知 徹 川 -

5 月 号/ 地 疎 環 境 時 代 の 建

築

6 月号/ 住 宅 ・都 市 整 備 公

団特集

会 長 佐野，1

刷会畳 11':- 潔 丑i袋公11)1

市川 正 ・鴻池藤

編集委員会 ( 平成 3 年度)

. . 集理事

JI ' I'_  1.:1 

世 I1 弘次

Ｏｬ ＱＮＨ ｾ 繁 二

Ｇ Ｑ 、ＮＨｾ !1[ 

lI i!l '(';';'i 

竹 中 鈍

涼ｾ [ 賓

怯十t u世二

t再f市道;1;血l

/' .' 111 繁

. 樋集委員畳

;111神道， 1; 山l

・編集顧問

見i ｾ光

. 絹集委員

合計画畢骨料金

会 ，rtlllij 系

I悔匝+付f 過; (，品'，I，j

i川"吋I端端; 禿l爪fι t  

小}楠iI市Ii 久 f

証鈴4本〈 克E車

川中 lι庄人

'中lド'11' i行円 J  

Ｔ恰ｾ，川 ＱＱ ii敏:1;.I E

l山l'川，/(正 弘 f

械|附同 』良H，紀:  

J山{ 付英H仙

'  

合 ｫ叫他 ｬ主 ｩｾ 策距札 ， ＱＱ ド山州h叫'1系

イl 山 ill リj

峨村干Ａｾ 二 子
l 杉 秀 陥

U:"，IJ 敏 史

M f ι ，; 1  

ｏ ｾｴ 村澗
出 川 町l彦

滋日雌イミ，ニリ1

坂 本 史uii

ｍ 金 ｉｾ リ ｩ

山本 l五

J i羽 進ml

会イノテ 97・ぜt i.

Jζ 保 n' {-

大崎奨 III 且

ｾｉｉ 雌 Ｉｊ

1'1方 不'1宰

業 神谷 同'1

ｏ ｾｴ ［ ｩｬｩ かはる

駒 111 1'f1) }  

'1'村 孝之

両 川 純一

編11I IH利

合構造骨科書

池 山 秀 行

illt急 進

太 川 卓 彦

ｾ￩ｽ ｬ＠ ま修

刊liI ! 降 よ

O fJ 'ifi 正線

合施工材軒骨H書

訂 正 利 治

Iml l  'X 

'ト 惟八 噴 紘

ぷJ ド止: 典

加秘 l茸

O村 1-_ f，( ，庄

* 法令骨科書

稲 鍛 典fJ;_

f' i 川 純一

I' IWI 攻

O 佐藤 勝

，:-:i j.l /，皮ぷ

'1' ，( .  弘主

. 作品作且小量員全

淀川 k X! 

i事 雌 公 介

尼 崎 久 純

l叫ぶ 除

後 ｾ ｴｦ 事修

111 '1' 均

ｾＧ ［ ｮｬｬ＠ l'. 淀

川j 也 4 彦

IIij 川 治彦

松 111 ;y，弘

怯 H 衛

O 山 ト 仲 雄

ｊ Ｉ＼ 川 Ｈ， ｾｪ 彦

. 全自企画小豊島幸

fl' 雌 郎郎

稲 本 裕 f

尼 崎 俊 文

J.:. iJ( ｾｾ ， ｉ 弘

北 村 品ー

グレ ヲグ ホール

小限前鉄!ft

小 林 平一

淡 f&' ftllll 紀子

佐野 洋

O，:' :j lJ l 光!It

※ 出 陪 胞 子

Ij [  1-1 1111 ｾｲ Ｇ＠

3廿湖 rl ，.f 1]  

山 揚 章子

. 広告企画小刻 書

議 3也 湖 俊 ザ}

t J l  普ー

衣 川 徳 併

稲 抽 繁 夫 O 佐 野 立 志

0 1句 協 。 山 東 晃

ｾ抗議蔵 ｆ 付 ，Ii 

野村外務夫 I草川 常介

助 場 研 介 1 峰 山 平吉

* 股備骨科書 ， 山 F 修肯l

O 印 副 華n U t 幹 事 務 印 向 代 行

印 刷 平 成 4 i f' 3 月 20 日

発 行 平 成 4 年 3 月 25 日

発行 人 社 団 法 人 日 本 遺 築 協 会

発行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会
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プリンセス有馬

設 計 監 理 昭 和 設 計

施 工 前 田 建 設 工 業 大 阪 支 庖

電 気 住 友 電設神 戸 支庖

機 械 新 菱 冷 熱 工 業 大 阪 支 社



プリンセス有馬は、ジャンポクラブで知られる大

倉建設を施主として計画された、会只 i初J ( 共有i制1)

のリゾート ・ホテルである 。

「阪神の奥座敷」として、古い歴史をもっ有馬温

泉は、大阪 ・神戸からの利便性や、抜群の知名度

にもかかわらず、六甲の深い山々に抱かれた、そ

の地形的な限界性が、安易な開発やスプ ロール化

を妨げ、やみくもな拡張や増殖でなく、高級化へ

の道を歩んでいる 。そんな伝統ある旅館街を、 11艮

下におさめる、小高い丘の斜面に敷地を得たこ の

計画の、コンセプトイメージは、深い山 ( = 自然)

を背京一に、日常 ( =街) を遠望するという、都市

近労1) 1 ' 1 リゾートの姿勢そのものであ った。

背にした丘陵の山々の速なりを、幾重にも重ねた

ヴオールトの屋根へと引用し 、並んだ j皮型のバル

コニ ーは 、雑木の林の表現である 。外装は45二丁

掛のモザイクタイルに、斜めスク ラ ッチ状に波形

面状をつけたものを制作したが、波頭の昔日分に陽

光がキラキラと反射し、業が風をうけて、さわさ

わとそよぐ様を連想させる 。

有馬= 温泉旅館 = 和風という固定的な印象の内に

あ って、会員制という特化したイメージの、差

別化 をはかる ため、イ ン テリアは意殺して、 洋 ｊ ｩｬｬｾ

のものとし た。 テー? を、西欧に吸収された日本

Jill¥と定めて、格子や四 y 目 ・市松とい ったモチー

フを用いつつ、ディテールはシ ンプルて¥形式に

とらわれないものをめざした 。色彩は 、伝統色だ

が、印象の強い使い方をしている 。建物全体を自

由で多様な空間の集合体とすることで、ゲスト の

気分のお揚をはか り、日常か ら距般のあるところ

に魂を襟わせ、心身をリフレ ッシュするという、

r リゾート空間』のあり方を、形として表現した

いと考トえた。

( 池 本 裕/ 昭和設計)

エ ン トラ ンス廻り夜) ; (



2陪レストラン

3 階有l風大浴場( 他に洋風がある)

平面図 1  :  15∞ 

所 在 地 神 戸 市 北 区 有 馬 町 射 場 1338

敷地面積 6，112. 38
m

' ( うち調整区域2，120m
' )  

建築面積 2，083. 0五附

延床面積 9，048. 63m'  

構造規模 S R C、B2 F 、6 F

工 期 1989年11 月- 1991年 9 月

最 寄 駅 神 戸 電 鉄有馬温泉駅

1量 影 松 村 芳 治





神田ビル

設計施工 銭 高 組

基1ft 部分フ ァサード

10 控集 と社会/ 1992年 3 11 ｾ［＠



建設地は 「なにわ筋」と大阪のほぼ中心を東西に

横断する 「中央大通り j( 頭上は阪神高速道路東大

阪線) との交差点に位置している 。

近年、にわかに大型オフィスヒ' ルが建ち並ぶ新ヒ'

ジネスゾー ンの 中にあ って、東西に 伸 びる高速道

路から の見え方と共に 、角地 という 好立地な がら

高速道路により上部の視線がカ ッ トされるため、

足元廻りのデザインでいかにアイデンティティー

を出せるかが謀題であ った。

高層部のデザインについては白色タイル打込 P C

版に グレーの横述窓と排煙パ ネルの組合せで水平

方向に伸びる軽快なリズム感と、四附は* 而がガ

ラスカーテ ンウオ ール、西商 iま空調室外機スペー

ス、避難タラ ップの 目隠しルーパーによ る垂直性

でコーナー をデザインし、「端正」な表情になるよ

う留意した 。

基包音11分のファサードは柱頭に特徴を持たせた御

影石による亨IJ ，f主と 凹凸のあるサ y シュにより陰影

を落とすことで彫の深い表情と重厚さを表現した 。

また、角地に設けたサンクンガーデン 、エ ントラ

ンス廻 1) のピロティー等が公関空地と 一体とな っ

て開放感のある景観を創り出すよう意図した 。

(.tr1i本正和/ 銭高組 )

所 在 地 大 阪 市 西 区 西 本 町 2 番21号

敷 地 面 積 1，206. 09m'  

建 築 面 積 758 .43m'  

延床面積 1  1  ， 1  83 .  46 m' 

情 造 規模 S 、B 1  F ， 14F 

工 期 1990年 3 月- 1991 年 10月

最 寄 駅 地下鉄 四ツ橋線本町駅・ 中央線 阿 波 座 駅

撮 影 PHOTOS U  

11 



抽象と具象

総合的な絵を僕はかきたいと思う 。

快い 絵と は、そのうしろにすべての要素を含んでいる 。一枚 の 絵

の 中に、 喜 びゃ楽しさ、活動性や反省的な こ とがら 、 感 性 とさらに

は悲 しさや決意、 思 想 性 ま で も込めたいと，思う 。一 つのタッ チ、 一

本のス トロー ク、線の強弱、色彩の 対比、構成 と融合、余白のJぶさ、

絵具の l享み 、絵 具 の 透明度、筆の選択、 i直線と 曲線、基底材とのな

じみ具合、手の速 度 、 色の重なり 、 とめる位置、おおいかくす面積、

表商のつや、あるいは マ ッ トな色面、構図 の バ ラ ンス 、ア ンバラン

ス、重 力 との対話 、プ ロセ スの豊かさと緊張、あるいは失敗をメリ

ッ トに転化 できる工夫と勇気 - ・・これ らすべての描 くという現象

の 中に、 一 点、の絵画が生成するあらゆる要素の 中に僕の感性と思想

プラド美術館や、ル ーブル美術館など、 ヨーロ ッパの 大 美術 館 に

は、西洋絵画が一堂に集められて い る。 ギリシ ャ、 ローマに 始まり、

中世 、ルネサンスを 経、 近 代 へ。 その問我々にとっては奇異な位 い

鎚 艇 とキ リス卜 磯刑図が続〈 。 その聞に、 風 景 、静物画が見られる

程度である 。 ルネサンスにしても、キリスト教宗教函より 、免がれ

てはいない 。

近代に入り、印象派により、ょうやく、曇天より解放され、人々

の表情が、見えてくる 。 そして、 20世 紀 に入り、起爆がおこり、宗教

や従来の絵画表現を破る、芸術的発想ゃ表現が生れる 。

その表現の一つに、抽象化、抽象絵画 が あげられる 。 ょ うやく、

.. .... P HOTO:  M. K AR AMAT S U 

の総合が反H央されるような作品でありた L 、。何 らかの象徴や 意1*性

にたよ るこ となく、あくまで‘ 絵画的 な要素の連続の 中にそのことを

表現したい 。

それはまた、画而をフィールドとした行為と反省の結品としてあ

り、あるいは見知 らぬ空間への ドキドキ するような旅のようでもあ

る。 一枚 の絵にと りかかるということは、それが大作であれ小 さな

ものであれ、たとえシンプルな線描 であれ、始めて 出合う 世界 への

期待感と、そ の途 中 における苦労と、そしてプ ロセス を結品化 する

んだという決定、を含んでいる 。

このようにすてきな場と、日々向いあえる 職 業に僕は感謝し たい。

作家・中島一平

マリア {象や王様を描かなくてよくなった 。 よく見ると、古来より有

名な画家は 、 まず、 絵がう ま く、王 やキリス卜を端正に描いている 。

そして、そ の上 に 不 思議な 作品も 残し て いる 。 その不 思議 な作品こ

そ、近代に 続 が る影響 を与えたものである 。例えば、ゴヤ の 、黒の

絵、 エル・グレコ の‘ 羊 飼いの礼拝砂など、その時代の 、うま い絵

を、越えた、狂気迫るものがあるし、大胆な抽象化が存在する 。人

の顔の様なものはあっても、その周辺は、問、である 。 それは心の

、問、 であり、黒の世界である 。 現実の写実では表現しきれない世

界である 。

抽象を述べる時、 カンデイン スキーより 始めるか、装飾古墳に求め

企 画 協 賛 大井建興(欄 大阪市北区堂 山町ト2(豊田ビル ) 06- 312- 6831 キムラ 硝 子 建 材附 大阪市中央区内平野町3-2- 11  06- 94ト4181
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MOL L US K  

1業は絵を 怖 く|侍、余り 1111象、 具象とい った こ とは立識しま せん。

例えば空想の形を画而 に描 くl時も、 H民の日il に置かれた コ y プ を摘〈

| 昨にも、そ の対称 とする 物か ら感じ た、特性、 共通性、本質とい っ

たも のを 色、形、空 /111、質感、 等の絵 を形造る要素に置き変えて表

現します。

ここに取り上げた 10年 くらい 前 の 壁 画 作 品は 、 NA T UR E O F  

NAT UR E ( 自然の法Jt IJ) シ リー ズのA S C E NSIO N (昇天) と題した作

品です。天に昇るようなイメ ー ジを、アルミという金属素材を使 っ

て、 円、 三角の組み合わせで表現しました。画面に立ち昇るような

リズム感と 華やいだ色の輝きを与えるため、金属の JIIL を、あえて 1l!J.

く塗った色彩のタッチの 聞から見せるようにしました。 これらは自

分の心の中にある 昇天という イメージ空間を、いかにすれば表現で

きるかという作業でした。

{業の場合、作品をシ リー ズの形で詰11 って行きます。N AT UR E O F  

るか、考えれば、少しずつ、ニュアンスの異なる抽象化は存在してき

た。唯その形象の持つ意味より、完全に解き放たれる為の努力が始

まったのは、 20世紀を待たねばならない 。

それ以前の作品には、意味が、説明が存在しえた 。「レンプラン卜

の 『夜警』のどの人物は誰れである」という式にである 。

頭で理解する部分が全くなくなった抽象絵画、つまり心の感性と、

精神的哲学のみで成立する抽象絵画の誕生であ る。研ぎすまされた

感性と、表現への強い意志、豊かな心が、ア ーチスト と抽象画を成

立させる基本である 。

中島氏も 、栗岡氏も、色と形の魔術師である 。暖かく、熱い抽象、

AS CE NS I ON 企 P HOT O: M.MI Z UT ANI

A T UR Eの後、 F L OWE R(花シリーズ) を経て、今MOL L US K(軟

f本動物) というシ リー ズに移行しています。 これを見た 人は、魚、

人、 * 物と、いろんな形を想像するかもしれ ません。伐にと っては

f本内にあ る生命体を スケッ チし ていたら、こんな形にな っていまし

fこ。

どのシリ ーズ作品も - 1' 1 : して自然から感じたフォルムを、 主観に

則 して形にし、それらを組み合わせ、色を塗 って自分の宅 1111 を直l而

」二に創り出すという行為でした。

その時の色、 形は自己を伝達する 言葉です。生まれ育 って現在に

至る 経緯が、体質として色や形を選択させます。

そんな 色、形を 含めた自分の 言葉を 使 って、今までi業が見たり、

f本験したこと のな い空間世界を画面上に見せること 。 あえて 言 えば

それが僕の1111象l直lで、す。

作家・栗岡孝於

王里性的に極限まで切り捨ててゆくミニマリズムに対して、あふれる

樟な感性により、美しく、変化に富み、有機的な形態 と色彩を展開さ

せる 。

とはいえ、作画法には特色がある 。 中島氏は、ある種のオートマ

テ イズムを取入れて、偶然性の豊かさを求め、粟岡氏は、題名より

わかる通り、自然形態の有機的シヱイプが筆を動力、 すパ ックにある 。

私は、新しい作品をみる事を、ギャラリー主冥利につきると、い

つも思う 。作品の生れるたびに、新しい楽しい世界に引き込まれ 、

これ等の作品に出合えた事の幸せに酔 ってしまう 。

世帯A D&A ・竹村楊子

三和シャ ッター工業側 大阪市淀川区宮原4- 4- 50( 真和ビル ) 06- 396- 6871 不ニサ ッシ附 大阪市中央区本町3- 4- 10(本町野村ビル ) 06- 262- 2541 
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評書

『 建 築 の 形 態 言 語 」 一一デサモイン・計算・認知について

ぼくは常々、建築を造る行為は、必ず論理的で

なければならないと思っている。さらに、機能と

建物の形態の聞に一対ーの対応のないことが明ら

かになった今、形態の構成に関する論理的なアプ

ローチが必要で与あると考える。本t ! } は、以上の二

つの問題点に取り組んでおり 、建築の設計を目指

す人に、是非読んでほしい本である。

本警の全体の構成を知るには、巻頭にある r訳

者の言葉』 を引用させてもらうのが、最も分かり

やすいと恩われる。「ここには、建築も文章もメ

テ' ィアこそ異なれ同じ記号の一種であるという視

点から 、建築の構成原理も 、文章の構成原理にな

ぞらえて理解してみようという発想がある。形態

と機能 という建築の持つ二側面に対して、デザイ

ン体系 と批評言語というこ形式を適宜使い分けな

がらモデル化 していくのが基本姿勢である。した

がって 、建築デザインの側面には 、手で描くより

も言葉によって表現され組み込まれなければなら

ない重要な部分があることを再確認しておくべき

だ。本警は、認知科学的なパ y クグランドに立 っ

て建築デザインを掘り起 こした 、恐らく最初の本

である。そして、本警のサブタイ トルであるデザ

イン ・計算 ・認知の三者の意味は、建築 ・認知科

学の両分野と、聞でそれを橋渡しするコンビ ュー

ター ・サイエンスの三つに由来するものである。

本書には 、デザインを理論化可能な知的フ。ロセス

として追及する態度が表明されている。」

この本は、 1 0 章で構成されており、第 1 章~第

7 章は、形態文法について書かれており 、論理学

による表記を説明しながら、建築形態を取り扱 っ

ている。

第 1 章建物の記述. 第 2 章建築形態. 第 3 章

デザイン体系. 第 4 主主批評言語. 第 5 掌デザ

インにおける推論. 第 6 章タイプとヴォキャプ

ラリー. 第 7章デザイン演習. 第 8 主主は、パ

ラディオ風ヴィラの平面の文法について詳細に述

べられている。第 91立、第 1 0章は、形態論から

(記号論的側面を含んだ広義の) 機能論へと発展

する部分となる。

以下、もう 少 し詳細に各章をみてみると、 第 2

章 建築形態では、建物 の形態的特性に注目し、

以下第 8 章まで、形態論的観点からのみデザイン

をとらえることを表明 している。「古代ギリシャ人

達は 、カオス( 混沌) とコスモス (秩序) という

対概念を基本に使った。彼らは、科学においても

世界観、つまり宇宙の形態に潜む秩序を発見しよ

うと努めた。芸術にお い ても形態の構成に関する

規則性や原理に対して際立った関心を持 っている。

この流れは、究極的には形態論者約な批評という

一つの伝統を築〈土台となった。

1  9 世紀から 2 0世紀にかけての美学理論家達

14 控 集 と社会/ 1992' f- 3  )  1  '，;  

は、形態的な価値に対して、 一方で材質的な価値

を区別し、他方では連ｾＡによる価値を区別した。

この種の形態論者の批評の根底にある態度には、

材質的な価値や連想による価値に対し、逆に形態

的な価値こそ芸術作品において最も重要なもので

あるという{ 言念カずうかカf える。

形態論者の批評は、リズム、 比例、対称性など、

建物の形態的特性にまず注目する。

十!???? |

この後に統 〈章の幾っかでは、デザインは、主

にこのような形態構成という観点からのみとらえ

る。デザインは、美を造りだすために形態的特性

を笑現するもの、としてのみ扱われる。

その後で議論を拡張し、デザインが実用性や表

現という目的に照らしてみても適切でふさわしい

かという観点を含めて論ずる。 」

また、 第五章 デザインにおける推論では 、建

築家として必要な素養について、次のように普か

れている。「建築の批評に用いるうえで適切な知識

ベースとなるような公攻、事笑および規則は、広

範にわたる。これらには、幾何学や古典物理学、

経済学、 社会科学、諸々の文化的背設などが含ま

れていなければならない。したが って、建築家を

一人育てるためには、単にデザイン体系を操作す

る能力を育むだけではなく、十分広い知識ベース

を養 って自分の提案したデザインが何を帰結する

かを適切にとらえられるような素養を持たせなけ

ればならない。

デザインとは、あるデザイン体系における形態

的可能性の探究と、ある知識ベースにおける批評

的f世論とを同 H寺に展開して行き、最後にその両者

が調停に達するようにしようというものだ。 」

塚 口 明 洋

また 、第 9章 機 能では、機能に関するアリス

トテレスの「家の本質は 『風と雨と熱による破壊

を防ぐンエルター』 という公式でも って規定する

事ができる 。」とする理論から、物質体系、社会体

系での機能について、ヴィトルヴィウスの 『建築

十書』、アルベルティの 『建築十番』他を引用しな

がら詳細に警かれている。ヴィトルヴィウスの書

いた住宅の所有者の地位に応じた様々なプログラ

ムは 、非常に具体的な内容で、 一読の価値がある。

次に 「建築のフ。 ログラム」から、建物やその他の

部分が「記号論的に果たす役割」へと話が進む。

「近代主義の理論家や批評家遥は、建物のフ. ログ

ラムや建物の物質体系としての働きに的を絞 って

議論する事が多か ったのであるが、近年にな って、

これらとは違う第三の機能的側面に新たな関心が

寄せられるようにな ってきた。 『建物が芸術であり

えるのは、それが何らかの方法で、象徴、意味、

参1! 君、記号化の働 きを持っときのみに限る。 J N .  

グッ ド7 ン。」

第十章 機能的動機をもっデザイン では、機能

とデザインの関係 について 、以下のように述べて

いる。「一つのプログラムが与えられた時、それを

解決するための建築言語は、通常、幾通りも異な

るものが存在する。したがって、建築家には形態

的特性や記号論的特性の異なる様々な解答を追求

する自由が与えられている。

建築のデザイン ・プロセスの中心には、 どの対

応を選択するとどのような帰結がでてくるか、と

いう批評的洞察が常に存在する。重要な建築作品

に知的でかつ感動的な力を生じさせるのは、まさ

にデザインにおけるこの洞察的側面なのである。

{ 吏いうるウ争ォキャブラリーのエレメントの形、

材料、およびその使い方について建築家が持 って

いる知識は、その建築家なりの特徴を持 った建築

言語を構築する。これが、その人のスタイルと呼

ばれるものだ。」

この本では、現代論理学の考え方を適用 したり、

人工知能や認知科学を 引 き合いに 出 しているので、

記述内容に、ややとまどう部分もあるが、本の構

成がし っかりしていることから、推理小説を読む

ように 問題点が明確にな ってくるおもしろさがあ

る。この極の本が少ない 中て¥武重な役割をにな

うことだろう。

(っかぐ ち あきひ ろ/ 塚口明洋建築研究室)

建築の形態言語

一一一デ ザ イ ン 計 算 認 知 に つ い τ

ウィリアム・ミ y チ ェ ル 著

長 倉威彦 訳

鹿 島 出 版 会 1991 年9月5日刊 日5 W半1) 264頁 6，386円



ブックステーション

京都 ・南座の記録

ーーやわらかい劇場論一一

「京都・南座の記録」出版委員会編

昨年大改修を終えてオープ ン した京高11 . 南 座

は、その起 ｩＢｾｾ を Ｑ ＶＰＰ 年代の Ｑ ＱＹ 条河原町の仮設

小 屋にさかのぼる 。歌舞伎という伝統25能の

発達とともに、江戸 ・明 治 大 正 ・昭手[μ 7) 300年

余を、その姿を変えつつ歴史を刻んできた 。

それは、 1j 1. なる ハコモノ " ではなく、京行11

という 11円やそこに住む人々、役者 ・袋方 ・観

客 た ち が一緒に な ってっくりあげてきた 一 つ

の文化である 。 本書はこのような税 ｉｾＮ に北 づ

き、伝統芸能や芝居見物の廃史、劇場の変i袋、

南座についての出演者や裏方の回 氾! など、微

な々1I I IJ 而から南座とそれをめぐる文化 をまと

めた i'i: mな記録である 。 ( Y )

建築家たちのウヨクトリア朝

ゴシック復興の世紀

鈴 木 博 之 著

19 世紀、ヴィクトリア制 11与代のイギリスは、

太陽の没する こ とのない帝 [] i[ としてか つてな

い繁栄を誇っていたが、近代社会の成立によ

る大きな矛前もはらんでいた 。|五| 家の! 政討を

示すｼ玉 ｛ｬ ＨＨ ｉ ｾＩ 係式としてゴシ ッ ク係式が復興す

る- } ' j て¥収入による手工去を生活芸術i とし

て舵立していこうとするアーツ ・アンド . 1

ラフツのような運動も起こ った。 このような

時代に ，建築家たちが何を耳II 氾! とし、どの般に

時代をのり越えようとしたかを、ウィリアム・

モリスなど 15人の建築家 ・テザイナーの姿を

ｪ ｩＡ￭してたど って いく 。 ｾｾＱ かな経済力を Ｗ Ｇ￭Ｇ Ｚ＾ ［ｬ ｬ こ

目11市や人々の生活が変谷していく械は、現代

六耀社 1990. 12 . 10刊

A4変半IJ 168頁 7，800円

の 日本にも通じるものがあ って、巧ーえさせら 平凡社 1991 . 11. 20刊

れる - 11甘である 。 ( Y ) A5判 328頁 2，980円

現代建築ポスト・モダン

松 葉 一 清 著

係々 な線中1 . 1 を見せている 1990年 代の日本の税

代建築について 、その傾向と建築作品そのも

のの捉え }j や新しい発見を記した古物。作品

WIJ としては 、丹下 健三の東京自11庁新庁合から、

機的新の 「北九州国際会議場」 ま で、建築界

で話題になった作品をずらりとそろえての新

解釈が倣認されている 。 言 わんとしているこ

とは優しいのだが、表現が小 型f I しくな って い

るのが郷 。作品例が多いので、これを討しん で

から比に行くも、見に行ー ってから 向分の感じ 鹿島出版会 1991 .  12 .25刊

} ' j と比べる の も面白いかと思う 。 ( 1 )  四六判 228頁 2，369円

リゾートI'f'l-: とl

地域振興 l  

回

学芸出版社 1991. 9 .25刊

四六判 272頁 2，266円

生態都市の発想

" ，づ〈句ウぜY+: ' - .グ

武 内 側 . .  

綜合ユニコム 1991 . 11 .20刊

A 5変 判 240頁 3，200円

東洋経済新報社 1992 .3. 5刊

四 六事IJ 208頁 1，300円

リゾート再生と地域振興

土 肥 健 夫 著

パ7 ' ル絞済の崩壊と 共についこ の l H[ までの 肖

{E鰍iiLの騒ぎが磁のようにリゾートの周 辺は

i ' f I . まり返 って いる 。 いやむしろ多くの矛盾を

抱えたブームのツケに) . u い閉されていると言

ったほうがし、いだろうか。11司々のフロ ジェク

トのみならず、ブームの火付け役とな っ たリ

ゾート法肉体の 見直しも始ま ったと聞く 。 本

、 ｾ ｲＭはそんなリゾート の 攻作を総折し、』工にむ

かな地法社会の自IJ . i l l i のためのリゾート IJf 生の

万luJ を探ろうとする 。係々にちりばめられた

キーワードはやや総花的な嫌いはあるが、地

主主7 ーヶテイングによる地域ブランドの縦立、

地 域づく りから地抜づ かいへ 、一つの有 機 体

としての地域経営システムの構築、とい った

コンセプトには今後の地域振興とリゾー ト定

ポiへの一つの万 1"1が示されている 。 ( 0 )  

生態都市の発想

まちづ くりウォ ッチング

武 内 和 彦 著

市者は、 「現イlーの日本のまちづくりは例々の白]，;

ｦｾｬ｝ を統合化していく枕点にかけている 。 しか

し、エコロジーとアメニティの発泡! を取り込

むことによってｲＮｬ ｓｲｬ￯ 全体として ｦ 水系Ｈｩｾ ) なまち

づく りを実現することが可能である 」 と主娠

する 。本書は、そのようなんji ; 者の - J阜の巧え

を連，[証した新聞や学会誌等の記，]，;や論文など

を))11窄修正し、 - jl せにまとめたも のである 。

この 中で市者は、向跡、と伝統文化、 目11市アメ

ニティ 、 自fir[i のMなど! 幅広い税 zりから、まち

づく りの具体的 ，] :;例 を411介している 。 また 、

kl! ! i ぉWJ めのまち づく りι]'; WI] がガイド 7 γ ブ

として初介されているので、それを参巧ーに向

分なりのまちづくりウォチングを裂しんでみ

るのもし、、、かも剣It Lなし、 。 ( S )

ミニ博物館

あかりの百科

松 下 電 器 照 明 研 究 所 編

光とはい ったい作Iだ ろ う ? 色 とはい ったい何

だ ろ う ? 平ょたちはどのようにしてものをねLる

のだろう? ミニ博物鉛と題されたシリーズの

一 冊である本吉ーは、ｾ科や科学の技 Ｓ 誌を思い

出させるそんな懐かしい話題から始ま って、

光の般類 ・光の尺度 ・光の機能、そして JI Hfr

の! 開明技術やライテイングといったあか りに

l刻する係々な話一組を、 身近な疑問1と興味深い

エピソードを交えながら平易に解説してくれ

る。空間を私達の自に見えるものとし、その

性絡を決定する重姿な役者IJ をmいながら、と

もすれば深〈意識することなく見過 ごして し

まうあか りの問題を 、見聞 き 1 ページの コラ

ムを気軽に読みながら、様々なｦｌ ｪｊｾ から理解

させてくれる優れた入門書。 ( 0 )

担当 会員企画小委員会/ 稲木裕子 ・大沢智弘・佐野 洋 ・山寄章子
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1000tf 構造物圧縮曲げ試験機の

自 動 制 御 化 一一 新規購入機器紹介

構造物試験室では、平成 3 年度の施設整備事業の一環として、試

験精度の向上ならびに試験実施の迅速化 を目的とした rl OOOtf 構造

物圧縮曲げ試験機の自動制御化」 を昨年末に完了しましたので 、そ

の概要をご紹介します。

本試験機は、大型構造物あるいは部材の圧縮、曲げ等の試験用と

して、昭和47年に導入きれた。その後、既に 20年が経過し、電気系

統ならびに油圧系統の更新を要する時期となり、この機会に 、制御

系統を手動制御のみから自動制御+ 手動制御系統に改造して制御性

能の向上を図るとともに、電気系統ならびに 油圧系統の一部を更新

することとした。

今回の改造の結果、本試験機のシステムは、 図 に示すように、既

設の試験機本体とサーボ弁、増幅器、検出器およびパーソナルコン

ヒューターをま11み合わせた 椛成とな っている 。このシステムでは、

ノマーソナルコンビューターから制御用増幅器を介して出力された発

信命令によってサーボ弁が作動泊の流量を制御する。この作動泊の

吐出量に応じた試験機本体のラム ・シリンダーの変位量をマグネス

ケーノレおよびポテンショメーターで、また、オイルカプセル内の油

圧( 荷重値) を高精度圧力センサーでそれぞれ検出 し、これらの検

出量を計測用増幅器を介してパーソナルコンビューターに入力して

おり、サーボ機構によるクロー ズド ・ループを形成している 。

これらの出力 (制 御) 側および入力 (計測) 側の主な仕様を 表に

示す。なお、荷重値はM l レンジで、変位五i (ラムス トローク変位

i，J:) はM 2 または M 3 レンジでそれぞれ計測 ・命|降1Iされる。また、

M 4 レンジは、試験体の変位量等の外部制御対象を直接制御する場

品 輸 ・規 制手

『二

JI 

図

16 姐 筆 と社会 / 1992年 3 ) J  ¥; 

@ 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

所 在 地 吹 田 市 蔵 白 台5- 8- 1 干565

電 話 ー(06) 872- 0391 FAX" ' ( 06) 872- 0784 

難務時間 ー平日 9 :  ＰＰ ｾ ＱＷ＠ :  00 

土曜 9 :  ｏｏ ｾ ＱＲ Ｚ＠ OO( 第 2 、第 4 土曜休日)

合に用いる。通常 、静的載荷試験では、荷重、ラムス トローク変位

量、外部制御対象のいずれかのレンジにおいてコンビューターから

の入力量に応じて一定速度制御や一定量保持制御を行うこととなる。

また 、作動時の安全システムとして、上限リミ y ト機能、破壊判定

機能、緊急、除荷機能等が設けられており、不測の実態に 応 じられる

ように考えられている。

なお 、改造完了後、鉄骨部材および鉄筋コンクリー ト部材の載荷

実験をおこなったが、その際、試験体の剛性および最大耐力に 応 じ

て市1] 街l速度等を適切 に設定すれは¥よ り精碓で安定した 、載荷が行

えることを確かめている。し たがって本試験機の自動制御化 により 、

大型構造試験についてもこれまで以上に精確に実施できることと

なった。

II' jl'，. j'll: 後

二三 令胡11

表 試験機システムの主な仕機

l 項 目 | 仕 楢

計 調 封 象 I  MI  荷 量 、 M 2 ラ ム ス 俳ロ ー ク 習::ta.*‘ M 3 ラ

l  ム ス ト ロ ー ク 変 位 小 M 4  外 聞 入 力 の叫嵐長頃

計 調 レ ン ジ I  MI  :  100011. 50011. 20011 ‘ 10011 ( 7) 4 レュ，ジ

1  M 2  :  600.. . . . .  300問 問 、 120開 .60.. . . . 的 a レ 〆 ジ

齢1 1 M 3: 400皿、 200晴、 8 0田， 40 酬 の @レ ン ジ

1 M・ 入力 値 目V F  5  

同 度 I MI  : . g . 計測レ ン ジ 目 1 5以 上 に お い て 各 繍示 植 の

l  企 t 封 以内

潤 I I  M 2 - 4  各 計調 レ ン ジ の I S l; U: . にお い て 主 l 持 F S

l  以 内

分 解 能 l 各 レ ン ジ フ ル ス ケ ー ル ( a - I ov ) ( r  12b'l 印 世田 叫

i  分 割

サ ン プ リ ン グ タ イ ム 1各 値 目m曲 。 寓

l 岡 田 岡忽 I  MI . M2 . M3 . ( 草 花 " M叫 田 向 。 . .

l 酬 園 切替 え 1 .. 街 中 《惜 同 棋 串 ) 1二 割 醐 切 俗 . . 司 馳

1  1< 通 常 ー 負 荷 中 に 嗣 園 切 替 え 告 持 '". - 1 ・ 合 111 S0C

|| | 町 制 叩 が 必要 〉

制 l 酬 割 譲 形 l ラ ン プ 護 、 ホ ー ル ド 滋 のZ 恨

l 嗣 聞 滋 形 出 力 分解 随 l 各 レ ン ジ フ ル ス ケ ー ル ( O- I OV) . 1 6b11{ 的 320001

試 験 速 度 睦 定 範 1  分 割

世 岨 速 度 世 定 磁 囲 t  MI  :  0 .1 - 99 ，991 1 80。

1  M 2 :  0 . 01 - 1. 67m m/ s oo 

I  M3 ( M叫 0. 01 - 1. 67，" m ' so。

御 | レ ン ジ 切 替 え | 制 醐 中田 レ ン ジ " 、 明僻 え 不 可

1<制 御中 田 レ J ジ. ，明笛 え る 制. 合 u ‘ 一 息 勉 町 モ ー

l ド，、制圃. ，移して か ら お こ 釘 う〉

C  R  T 褒 示 " 実験 中 に リ ア ル タ イ ム で 、 実骨 偏t - C RT に 表 示 L

. す

安 全 シ ス テ ム l  よ 隅 リ ミ ッ ト. . 眠 障 定 問 . . . M 人 M2 . M3 . ( M

叫 に お 、 、 て 策 略価 がレニ，ジ

. . 岨えた 喝 合、自 動 的 に M 2

酬 闘 に 明 " え て そ の 時 点 の

変 位 で 惜 附 す る 償 舵

崎 . . 判 定 視 聴 MI 糊 冊 中 に 術 鑑 値 が 肱 定 条

件ＮＮ岨ぇｾ 温 度 で 低 下 L た

の 喝 含‘ 自 動 的 に M 2酬 掛 巳 明

俗 え て そ 同 時 点 町 i I : 位 で 保

問 す る 峨 陪

他 1 唖 . . ス イ ッ チ 傾 聴 キ ー 入 力 に よ ヲ て ‘ 晒 唄 判

，. ＮＮＮ益金 Ｂｴｾ 圃 貨を

緊 急 時 荷 倹 院 キ ー 入 力 に よ ラ て 、 置 も に

陣術. . 聞 悼 す る 岨 舵

院 輔 岨 監 視 峨 舵 . . . . 檀 同 組 鵬 @ 監 挫 す る圃 舵
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京 都 市 駐 車 場 条 例 の一 部 改 正

一 駐車施 設 の 付置 義務区域の拡大および設置 基 準の 強 化 -

近 年 の 都 市 化 と モ ー タ リ ゼ ー シ ョ ン の 急 速 な 進 付 置 義 務の対象となる区肢と設置) J i ｩ ｜ｾ を拡大 ・ 強

展により、交通渋滞や交通事故のJ i ' i 1JUをまねくi @ 化した 。

法路上! 駐Al l 立、大きな社会問題にな って いる 。 なお、付百主義務の適用区域内においては、一定

京行IIr! i では目的施設て、の駐車 施設の拡充を図る 規 模 以 上 の 建 築 物 を 新 築 、 地 築 ま た は 用 途 変 更 等

ため 、行11心 部の 大 規模 な 建 築 物 の 新 築 やW! 築を行 を す る 場 合、そ の 建 築 物内 ま た は 建築 敷地 内 に 所

うときに 、書10111施 設 の 付 訟 を 義 務 づ け て い る 「 京 定 の 台 数 の 駐 車 施 設 を 設 置 基 準 に 従 って 付置する

都 市駐 車 場条例」の一部を、 II T' I三3 H に改正し、 こ と を 義 務 づ け て お り 、 建 築 維 認 申 請 を す る 前 に

ー且 ・

図 - 1 京都市駐車場条例による

駐 車 施 設 付 置 義 務 適 用 区 犠 図

市 長 に 届 け 出 る こ と が 必 要 と な る 。 ま た 、 届 け 出

られた駐車総設を変更するときも、 同様 に 届 け 出

が必要である。

改 正 点 を 以 下 に ま と め た 。

適用区域の拡大

改正前の条例てすま、者11心部において、駐l j 1 場格

制il 地 区 ( 高11心音11の商 業地 J或lλ! のがJ 300haの 区 域 )

お よ び そ の 周 辺 の 商 業 地 域 お よ び 近 隣 商 業 地j戒を

主 と す る 区 域 ( 周 辺地 区) の合計約800ha の 区 域

に 付 也 義 務 を 適 用 し て い た が 、 今 回 の 改 正 て ¥ 駐

車場強制iiJ也区 以外の 商 業 地 成 お よ び 近 隣 商 業 地 域

にも駐車場強制11地 区 と 同 基準の付百主義務を適用す

るとともに 、 周 辺 地 区は第 l Hi . 住居専用地域以外

の 市 街化 区域に拡大し、 イサ置義 務 の 適 用 区 域 を 拡

大した 。 ( 図ー 1 参 !K¥)

付置義務の適用下限の引き下げ

期:.t1I機会 の 多 い 駐 車 場 整 備 地 区 や 商 業 地J或 ・近

隣 商 業 地 域 で の l古書si . 卒 業所等の商業業務施設( 特

定 期 途判 ) では、イ寸置義務の適用下限を延べ 11Ii .h'(

3，000m'から し500m'Iこ改正した。

付置義務台数の設置基準の強化等

改正前の条例では、上記の都心音 ＱＱ のがｾ 800haの

区 域 に お い て 、 商 業 業 務 施 設 等 の 特 定 用 途 に 対 し

て、 ＴＰＰｭ Ｇ または ＵＰＰｭ Ｇ に ｬ 台であ っ たのを 、 駐 ｾ ｉ ｉ

場 経 備 地 区 や 商 業 地 域 近 隣 商 業 地 域 で の 特 定 用

途 は 200m' に l 台 、学 校 ・事111上仏協! 等のゴ!三特 定 用

途 *2は 300m' に 1 台、周辺地 区での特定用途は、

250m'に 1 台に改正した 。 ( 表ー 1 参照 )

*  1  r特定用途」とは

劇場、映同館、 ｪｾＨｾ よＺ土品、量ｬＡ覧 ｴ 品、政送Ｉ｛ｪ ￃ＿ ジ才、公会Ｎｾ［ｾＺ

ｷ 会 ｦι 、 ｉｾ し ｊ ｵｴＮｬ ず Ｇｩ ｑ｜ｾ 式場、 ￬Ｑ￭ｾ品、旅館Ｎホテル‘料 ｩＧ ｾ 山、

飲食ＧＮＩ［、 Ｑ ， ｾ介、キャバレ一、カフェ、ナイトクラブＮパー

持断場、遊技場、ポーリング場、休ii 館、 (i1'(1，11その他の}.¥f

tili 、'Mfi 所、病院、卸売市場、 fjl; 1l および工場であ り、政令

でま主的句れている。

*  2  r非特定用途」とは

住宅、学校等、上記の特定m途以外的むのをいう . また共

同住宅を計画する場合は、 r  f，(r. ll r! i 共同住宅建築に l則する術

導指針 J に従うものとする .

表一 1 条例によ る付置 義 務 台 数 の 算 定

( 新築の場合) I小位山以下は問。 un

周辺地区

駐車場整備地区

l蟻住工羽居業地工専田業域用地地単域域「工お業よ地び

商業地域

近隣商業地域

延べ間紛が1500111' を 延べ而械が3000111' を

特定
こえるとき こえるとき

JtI 

( 延べ而航)ー 1300m' (J延べ而ft1)ー 2750111'

途

200m'  4E 3  ‘  250m'  
圃Zι1、

非

延べ flii 績 が3000111' を

特定

こえるとき

j司 ( 延べ而般 ) - 2700111'

途
300m・

a仁ι3、

住 I n定表において 「延べI雨的 J とは、主II 築物の総1;f; lflIfI't

から引 J.j I施設告11分のI師僚を除いた[ 日般をい う。

住2 特定J l I途と非特定m途の[ 品1万を イI する ill 築物や、 JN築、

JTlj主変i ( i 、または建物JHj主等によりJ ' l 定台数が娯なるこ

とがある .

(京r. B，li ｲＮｊｉｲＡ ￮ 計画ｽｾｲＮｊｉ市計画部ｲＮ ｂｲｬ￭ 計画課長 糸井恒夫 Ｉ

建築 と社告/ 199問 3 円' . ; 17 
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「天然石の重厚さ、質感を見事に再現した

堅牢かっ軽量な画期的新製昂で‘す。

天然石の約半分の重さなのでピル内装・

木造下地にも対応出来、使用範囲が拡がっ

ていきます。」

one 
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圃E言語E 語 園 町 南 . 選込株式会社森新

- 本 社 〒569 大阪府高槻市縄原中村町7- 1 ・珊境資材部干569 大阪府高槻市紺屋町7-27( 桃闇ビル)
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TEL0726・69・3388/FAX 0726-69 -5079 TEL 0726・85-2688/FAX0726・85・2677

- 顕 佐 野 宮 難 所

. m 曽 難 所

・加 古 川 賞 難 所

・姫 路 北 曽 難 所

・建 聾 石 材 部
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日本建築協会建材委員会|

株 式 会 社 森 新 ぷ 社 大 阪 府 百 湘 " 制 血 中 村 町7- 1
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1. はじめに

本商品は、天然石の llf 感、 ・質感を忠実に再現し

た人造石材です。

過去、軽量骨材をベースにした石調タイルは、

数社が発売していたが、色調が人工的であ ったり、

形状も 一定の方形であ ったりして、大きな反響を

呼ぶには至りませんでした。

• 
今回ご紹介します“ カルチ ヤードストーン" は天

然石の肌合いを再現した、軽さも半分の外装化粧

材です。施工も石工に限定されずに、モルタルに

なれた職人なら、左官 ・タイル工でも泊工出来ます 。

十数年前に愛知県の某メーカーが日本に始めて紹

介して以来、市場への定着は長い間低迷していま

したが、近年の高級化志向、本物志向、自然志向

の追風を受けて、輸入品・国産品合せて六社余り

が市場に参画して来ており、現在国内総市場は十

数億円強に成長して来ています。

2  . カルチヤードストーンの特徴

カルチヤ ード ス トーンはアメリカの最有力メー

カーであるスタ ッコス トー ン社の商品であり、競

合する 他の輸入商品と 比較しでも、商品群の多彩

き、風合いで、最も優れております。

軽i証骨材、無機顔料、セメントをベースに製造

されていますので、 38kg /m'程度の軽きです。した

がって、特別の下地補強をしなくても、ツーパイ

フォー住宅の外装や、テナン トヒ也ルの庖舗内装な

ど、天然石材では無理な部分への施工も可能です。

また、火災時に有毒ガスの発生もなく、コンク

リート製品にありがちな爆裂現象もおこしません。

次に 、安定供給が出来るのかと言 った問題です

が、カルチヤードス トーンはスタ γ コストー ンヰ土

の年間生産能力と比較 して 、日本の需要量はまだ

まだ少なく 、現在のところ充分な商品供給が出来

ます。輸入商品 をいかにスムーズに供給していく

かという問題は、逆に考えれば「必要な 出荷量を

こなせる企業 = 最有力メーカー」とのコンタク ト

がないと輸入の継続は困難で‘あ り、その点カル

チヤードストー ンはアメリカ最大手の主力商品で

すので、まず心配はありません。

3  . カルチヤードストーンの用途

軽量骨材 をベースのセメン ト製品のため、舗装

材料としては使えませんし、 71<の中にも使えませ

ん。しかしその軽さゆえに、木造下地でも圧着工

法で施工出来ますし、施工者が石工に限定されな

い加工性の良さ、施工性の良さは、大幅な工期の

短縮、コストダウンにな っております。

建物の内外装から門塀、擁壁面の化粧、ログハ

ウス の煙突、暖炉廻り等、い ろいろな使用例 を見

ることが出来るようにな ってきております。これ

もモルタルまたはコンクリー トボンドが使える下

地 ならどこにでも施工出来る、カルチ ヤードス

トー ンの適応性の広さの表れて悼す。

4  . カルチヤードストーンの梱包

アメリカで流通している防水ダンボール梱包が

そのまま適用きれています。

通常、フラ ッ トピース (平 物) は大小のス トー

ンが約 1. 1m'分混入されて 1 ケースにな っており、

コーナーピース (出隅役物) も 長短入り混じ って

約2. 4m'分が l ケースにパ ッキ ングされています。

重量 も l ケースが約40kg程度ですので、防水ダン

ボール欄包と共に現場保管、配送にも大変便利に

なっております。

また、大型物件用には 5 m'入りの大箱 (パレ ッ

ト配送) も用意されております。

5  . カルチヤードストーンの施工法

(1)  下地の準備

貼付モ ルタルが良 〈付 くようにして下さい。

(2)  ストーンの似並べ

ftti る前に、 1 ケース分を床に並べて全体のバラ

ンスを 見ながら自己訟を決めます。

(3)  ストーンへ貼付モルタルを傑る 。( 図ー 1 )  

ストーンの兵flll Jへ中央を高 〈、10- 15mmの厚 さ

に貼付モルタルを 主主ります。

(4)  ストーンの則i l) 付 ( 図ー 2 )  

ストーンを下地へ押しつけ、周囲からモルタル

をはみ出させます。はみ出したモルタルを利用

して白 地 を仕上げながら順次貼り上げて 下さい。

(5)  ス トー ンの切断 ( 図ー 3 )  

ス トー ンの[ J : 感を生かすため大きなピースは 出

来るだけそ のまま使用し、小さなも の、薄いも

のを加工します。アメリカでは大裂のペンチ

(図 3 参照) でカ y 卜しています。ハン マー

で害IJ る場合は裏側から叩いて下さい。

(6) 仕上 ( 図上 5 )  

目占りなが ら目地 を仕上げて行きますが、全体を

見て目 地が切れている所 を補修します。清掃は、

乾いた局I j 毛て¥モルタルが乾燥してから行いま

す。

(7)  シーラー処理について お願い

カルチ ヤー ドストーンは表ilii がザラ十b 、ており

l放水性も l O% 'i !l l ありますので、 H是炉姐りや 外装

で使用する| 療には、よ ニ.'i1. llJi止の機水斉IJ 処理を

お推め いたします。

6  . まとめ

天然石を模して、見事に再現した商品ですので

樹木、草花との調和も良〈、簡単に施工出来ます。

天然顔料で着色しておりますので、耐候性も良

好で、天然石と同じように自然な感じで変化 しま

すので、タイルの機に洗いをかける必要はありま

せん 。

( 元木貞次/ 建材委員)

. 施工方法
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お 父 さ ん の居 場 所

「 お父さんの尉場所はなぜ消えた 」 と 言 う週刊誌の卓内広告を見た 。 チ供古 ｉｉｾ はあ っ ても詑斎はないと 言

わ れ て い る 今 の 日 本 の 住 ま い の 中 で 、 父 ，悦 た ち は ど の よ う に 初 日 をj1!!Jこ・し て い る の だ ろ う か 。 小 学 生 か

らi¥':j 校公 ーま で の チ供 約 1000人とそ の父親を 対象に最近、研究室 で 捌 べ た 結米 では 書 斎 の 所有率 は 約 2 i吉IJ

である 。 また ""IL 自の 夕 食 を 家 族 と 共 に と っ て い る 父 税 は 全 体 の 約 3 Ｇ ， ｾＧＱ ｊ で、 ＱＱ 制 民 時間以 外 の平日の在宅 ｈ 寺

ｉ Ｚ ｜ｊ は‘ ｉ ｚ ｊ 主 ｊＴ ＱＱ ｾｩ ｬＺＺｊ Ｉￊ らず 、 食事 ・ 入浴 ・ 身仕 ｪ 立などを除くと Ｑ 日 の 向 ｬ 主 ＱＱＱ 寺Ａ 日 ｬ は約 Ｑ 11寺1':; J40分とな っ ている 。

4  Ｇ， ｉ ｉ ｉｊ の父 測 は 机 を持 っ ているがその 机 を使わず 、 通目 ｾ Ａ ｲＮ 包や本やￆｬ￟ ｉ 床 の ｩｬｬ 共などを居 ｉ ｫ ｜ｊ においている 。

ｩ 歯切 ｾｬｦ や普段苅 ［ まで居間においている父税もあり、在宅 ｈ 寺聞の大半をほとんどの父税は居 ｉＺ ， ｜ｊ で ｔ ｖ や新

11FJ を凡 て過 ごしている 。 「居間] J が 父 税 の 「居 場 所 」 に な って いる 。 し か し 、 そ こ に あ る の は 居 間 で 家 族

と仲 良 くおし ゃべ り している父税の姿ではなく 、父 親 の 椅 子 だ け が ぽ っか り空 い た 食 卓 風 景 と 、 夜遅〈

州 宅 し 子 供 も )iーも い な い 肘 聞に ぽつんと 取 り 残 さ れ て い る 父 親 の 姿 で も あ る 。 ( K. K )

笑 いの失 敗

笑 い は 1ill )，J-[ にと って 良 薬 と い わ れ る が 、 心底 か ら 笑 え る 機 会 は 少 な い 。 まして 他 人 を笑 い に 巻 き 込 む こ

とは 一 層むずかしし、 。 簡 単 な 後 妙 な ど で ま ず 笑 い を 誘 う こ と か ら 始 め ら れ た ら と 思 う が 、 い つ も 困 苦 し

くな って う ま く い か な い 。 笑 い に は 前例 が な い し 、 か と い って 顕 の 中 で々え たも の は わ ざとら し く 無 理

がある 。 1'1分 を 立 識 し な い 状 態 に し た 上 で のパ ー ソ ナ リ テ ィの 出 現 が 必 裂 である 。 他 人 の 目 を 気 に せ ず

失 敗 を 恐 れ て は い け な い の だ と も 思 う。 し か し 、 ど れ に も 挑 戦 で き ず 安 全 第ー にな っ てしまう l附 甲 斐 無

さをＡ ｾ必 じる 。

とこ ろで 、 笑 い は 人 Ij¥JI 刻係 の世 界の み で な く 建物 に も 考 え ら れ な い だ ろ うか。 建 物 を 表 わ す 言築は、 l威

厳や［ｉＡ Ｚ 人・、 繊細 い や斡 ｉ ｪ ｾ 等いくらでもあるが笑いは 閉し、たことがない 。 設 計作業 の 中では Ｇ ［ ｴ ｪ Ｚ［ に自意識が倒 ｊ

くし 、 l'I i.久 il(J に伐るも の だ か ら秩 序 な き も の は 受け 入 れ 難 い のである 。 それから イ ンテ リアに 笑 い を 取

り入れ てみたらと 々 え た 。

一 体ど んなＩ Ａｬ ｩ ｬ に、 ｗｉｊ え は 、イ ンター ホ ンを 引 ｰ した ｈ 奇 、 壁に掛けた Ｑｦｾ がピンポ ー ンと ＱＱＱｪ くとい っ たたくい

か ? からく り人形の よ う で 目新しいも の で は な い が 、ほ ほ え み 位 皮 な ら 可 能 性 が あ る だ ろ う 。 あれこ

れ A 号 え る が 、 や は り 煩 の 中 だ け の も の は た か が 知 れ て い る 。 ( T ，S )

都 市景 観とファッション

「京 の 后だおれ、大| 荻の食いだおれ、神戸のはきだおれ」 という 言 染は、 一子供 の頃から I:l: FJ か さ れ て き た

各 都 市 のイl占|性 を 生 活 l飼か ら 表 現 す る も の で あ る。

京 都 は r }誌の 泊 だ お れ」 の.iJ:fJ 1) 、 依 然 と し て 日 本 を代 表 す る フ ァ ッシ ョン 都 市 であ り、現時点 で こ の 立

場ーを守る ) H!i は京都の文化的. J t fl 'l と 歴 史 的 景 観 に 加 え て 古 く か ら の 庶 民 感 党 で あ る 。

近年、や11戸 で は 重 工 業 や 港 湾 を 中 心 と し た 都 市 か ら 情 報 や ファ γ シ ョンを 都 市経 営 の位 と す る 方 向 転 換

が 進 め ら れ て き た 。 神 戸に おい ては 、 l当然の if!上と 山 を 基 本 的7Ti It と し な が ら も 計画 的 な 31' tWi 必 怖 が急 速

に尖刻化され、これに{ 半い市民のファ ッシ ョ ン 感 覚 も 高 ま り 、 今 や 「や11戸 の お だ お れ」 と い う 感 が あ る 。

フ ァッ シ ョン にと っ て都 市 の 対 観 は 、 そ の 背 景 として大 きな立 地 条 件 である 。

京 都 と 神 戸は追 っ た Ｚ ＧＰ ｾ Ｑ 床 の 代 表 的 ファ ッ ション都市であり、京都のファ ッ ションを本来の Ｚ￬ｊｾ 1床で理解し

強 力 に 保 興す る こ と が 、 京 都 の街 づく りの 原動 力 と し て 市 民 レ ベ ル に と って も わ か り や す い 有 効 な 一 つ

の Ｉｪ 法 ではなかろうか 。 世Ｚ界のファ ッ ション都市は 、 歴史的 ｊｊ 飢や向然 ｊ［ ｴ ｾ 似を 大 切にした者 ｉ Ｑ 市であり、

i i い1111家 か ら 世界 を リー ドする新しい ↑Ji 報 が 発 信 さ れ て い る 光 対 が 、 ふ る さ と 京 都 へ の イメ ー ジ で あ る。

( Y .N )  

V E契 約 制 度 の す す め

i位j丘建設 業 の l二1"で V E 契 約 が 話題 と な っている 。 V E は 米 国 で 生 ま れ た 経 営 工 学 の 手 法 の 一 つ で あ る が 、

我 が 凶 で は 製造 業 を 中 心 とした い ろ い ろ な 産 業 分 野 に 活用 され 、 多 大の 成以ー を上げて いる 。 特 に 最 近 で

は 建 設 業 に も lよ く 適 用 さ れ て 米 て お り、各企 業 の 中 ではノ、ートーな分野 か ら、 サ ー ヒス ・ソフ トの 分 野 に

も 広 が りつ つある 。 こ こ に お い て 、 今 話 題 と さ れ つ つ あ る の は 、 企 業 内 に お け る V E と 異 な り 、 発 注 者

か ら 業 者 に 対 し V E による 提 案 を 奨 励 し 、そ の 生 じ たメリ γ トを双 ) j で 分 配 し よ う と い う も の で あ って、

これを V E 徒 系 に よ る 契 約 と い う の で あ る 。

Jji イ1:始 め ら れ て い る も の は ま だ 一 部であり 、かなり伏し、ノ、ード分出 J' で あ る が 、 これ を 大 き く サ ー ビ ス ・

ソフト ・設 1汁 ・企 画 と い っ た 前 段 階 の 分 野 に 広 げ て い く こ と に よ っ て 、 民 I:: Jの み な ら ず 、 官 公 庁 発 注 分

にも大きく笥与じしていくことができょう 。 見 方 に よ れ ば 民 活な り事業コ ンペ も V E 提案ともいえるし、

ti 法 は 多 11岐に] 王ると思われる 。 公 共 投 資 の 大 き な 節 約 に も な る し 、 そ の メ リ γ ト は 国 民 全 体 の も の に な

るの で は な い か。 す で に 一 部 公 共 エ ーJi で 始 め られていると 聞 く が 、 更 に 発 注 者側 の 検討と、 ' 受注者側 の

努力 によ っ てそ の 笑 J)i を推 進 し て い き た い と思う 。 ( S. K)



本会の機関誌 「建築と社会」は、大正 6 年 9 月

「関西建築協会雑誌J として第 1 巻第 1 号発行に

はじまり、大正 8 年日本建築協会と名称変更とと

もに 「日本建築協会雑誌」 としましたが、大正 9

年に 「建築と社会」 と改題し、今日に至 っていま

す。 この雑誌は建築界て・は永久記録の雑誌となり、

わが固有数の建築雑誌のーっとして高〈評価され

ているところです。

私ども東海支部としましては、この編集に協力

し、機関誌に東海四県における建築に関する学術、

技芸、事業の進歩発展に寄与する作品 ・論文など

を編集にとりあげ、主に昭和58年より毎年度末号

に 「東海特集」 として特別編集を行ない、広〈世

に問うてまいりました 。

今回は、テー? を 「建築とデザイン」 とし、右

記のような内容でとりまとめました。皆僚がたの

温かいご理解とご支援をお願いいたします。

( 社 ) 日本建築協会東海支部長 中島 一

本特集企画・日本建築協会東海支郵
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奈 良 若 草 カ ン ト リ ー 倶 楽 部 ク ラ ブ ハ ウ ス

み ず な み 0 .0 .クラブノ、ウス

岐 阜 交 通 株 式 会 社 本 社 ビ ル

ト ヨ タ 自 動 車 田 原事務 館

日 本 ガ イ シ 本 社 社 屋

ヱ バ ラ 倶 楽 部

濃 飛 ニ ッ セ イ ビ ル

コ ス モ 栄 ビ ル

新 建 築 作 品 5 点

建 築 と デ ザ イ ン

伊藤和子/ 河遺信行/ 寺本英一/ 森口雅文/ ( 司会) 中島

「美」と「実用性」の調和をめぐって/ ヤン・スインゲトー

都 市 再 開 発 と 景 観 と デ ザ イ ン と / 横 井 太 郎

『清 少 納 言 の 住 ま い 観J / 若 山 滋

映 像 に 想 う 「 建 築 空 間 J / 小 川 辰 男

表 現 コ ー ド の 歴 史 と 展 開 / 加 藤 和 雄

近代建築の流れの中でー ストラクチャーの様相と変移/ 渡辺誠一

省 力 化 の 対 策 例 と 今 後 の 課 題 に 向 け て / 岩 田 正 弘



大 府 市 勤 労 文 化 会 館

設計監理 安井・加藤設計共同企業体

施 工 鴻 池 ・愛知 ・力ミキ ン建設共同企 業 体

給排水衛生 三晃空調

空 気 調 和 朝 日工業 社

電 気 三和・アイウ・新栄電気工事共同企業 体

舞 台 機 構 三精 輸 送 機

舞 台 照 明 松 下 電工

舞 台 音 響 教 育 産 業

所 在 地 大 府 市 共 和 町 五 ツ屋 下80番 地

敷地面積 15，284. 39 m'  

建築面積 4，444. 1 1  m'  

延 床面積 7，166. 70 m'  

構 造 規 模 S R C、B IF 、3F

工 期 1989年 6 月 一 1991 年 2 月

最 寄 駅 J R東 海 道 本 線 共 和 駅

撮 影 S S名 古 屋

配 置 図

全長九回投図

22 控築 と社会/ 1992' 1' 3  n  •. ;  



lltjJIIJ 外観

エ ン トランス ホーノレ

23 



当会館は大府市の市制20周年の記念事業として計

画された 。勤労者や市民のだれもが教養の醸成や

余暇の健全な活用の場として、また、優れた芸術

文化の拠点として広く利用ができる施設である 。

J  R 東海道本線の共和! I R より西方へ徒歩てポ' 110分

の位置に有り、会館には「まち」のランド 7 ーク

としての r20+ 1 の宝輪」のシンボルタワーが設

けられ、昼間j はもちろん、夜はライトア ップによ

りかなり遠くからでも見え、会館の所在が確認で

きる 。1庖設全体のボリ ュームは、) ; 2 ; 1也と住宅がat

24 

イiーする周辺の現状に比して相当な大きさとなり、

近づく人々に威圧感を与えないよう屋桜や庇の形

状を工夫した 。外装は淡いグレーのタイル貼で横

線を基調にして、タイル ・ガラス ・金属の組合せ

による落ち着いた親しみの有る現代的な表情を富IJ

り出すことをな図した 。

エントランスホール及びそれに続〈中庭を中心に

して、ホール ・研修宿泊 ・管理事務の各棟を三方

向に配し、建物全体の構成を明解にした 。施設内

容は妓響可変設備を備えた 817 席の 「もちのきホ

ール」 をはじめとして、 400人収容の多目的な 「く

ちなしホール」、間仕切J 自在の展示ホール、大小

4 室の研修 ・会議室、舞台 ・茶室を備えた 80帖の

和室 、52人宿泊可能な和洋10室 、トレ ーニングル

ーム、浴室なと多額多様な機能を備えた絞合建物

である 。 そのために各用途ごとに集約し、各 1
I告の

使用目的を明確にすることにより、利用者はもち

ろん、管理上からも使い易い建物を意図して計画

にあた った。

( 中村哲士/ 安井建築設計事務所)



もちのきホール ホワイエ

もち のき ホール
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I NA X本社ビル

設計施工 竹 中工務庖名古屋支庖

所 在 地 愛 知 県 常 滑 市 鯉 江 本 町5ー l

敷 地面積 4，099 .06m'  

建築面積 1，974 .99 m'  

延床面積 8，143 . 14 m'  

構造規模 S 、S R C、7F、P2

工 期 1990年 3 月一1991 年 4 月

最 寄 駅 名 鉄 常滑線常滑駅

撮 影 村 井 修

知l 多半白の中央、伊勢湾を望む常討' l " の街は今、 中

古11国際空港計画、再開発、伝統産業の復活など 、

21世紀をめざし、大きく変貌しつつある 。

r  1  N  A  X 本社ビル」は この伝統ある常消の街と、

l NA X の新らしい企業イメージとの調和を求め

て、先党的役割と、先進性ある内外観の創造性を

迫求し、具現化した 。

建物全体は、本社事務機能としての高Ji ' i 僚と、会

談、展示場としての低層棟により 構成 されている 。

全体椛成の中で特徴的なのは、同械の1111に設けら

れた 3 J脅11'欠抜けのコンコースアトリウム空間であ

る。全体の卸J 総計画の期hとすると共に 、企業のイ

メージア ンプ空間として対応させている 。

アトリウムは、ガラススクリーンと、ト ップライ

トて'織成、明かるい外に関かれた空間とすると共

に、 ＱｩｾＧ 討 ｬｦ の街の原風景をモチーフとした間接照明

ポールと、陶板レリーフによる斜而を流れる「せ

せらぎ」 を設けている 。街と企業との隔和 を図る

ｩｾｬ ｬＺｬＺ｜ 効呆を坦 っ て いる 。

「セラミ ック外装タイルの大型パネル工法」を 開

発し、乾式カーテンウオールを笑現する司王によ り、

経品化に役立ち、水密性が高〈、無足場で施工出

来る建物である 。

セラミ ンクタイルの持つ味わいを、 I NA X ブル

ーの基調に合わせ 、清楚で絡調高い 印象と存在感

をil lJ り出し てい る。やきものは、人の気持にやさ

しく写し 出 してくれる素材なのである 。

EE とilif. 、光と彩、旧と新の対比の中に、可作美性を

設定し、 I NA Xの企業イメージをまさに表現し

た連物である 。

( 高 橋 勝 / 竹 中 工 務 庖 )
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基準階平面図 I  :  1，0∞ 





愛 知 芸 術 文 化 セ ン タ ー 愛 知 県 図 書 館

所 在 地 名 古 屋市中区三の丸 l丁目 9- 3

敷 地面積 10 ，120m'  

建築面積 3，516 m
'  

延 床面積 19 ，604m
'  

設計監理 愛知県建築部営繕課 日建設計 ・名 古屋
構造規模 S R C、8 2、5F 、PI

施 工 佐藤・ 西 松 ・大 日本 ・名工 ・六合・長瀬建設共同企業体
工 期 昭 和63年 12月一平成 3 年 4 月開館

愛知県図書館は「愛知芸術文化 センター」の一部

門で、公開設計競技で選ばれた設計である 。

敷地は、名古屋城郭内南西部の紋22かな一角にあ

り、敷地を囲む石垣や土塁は名古屋城跡、の特別史

跡であるなど、図書館にふさわしい環境にある 。

設計は「明快でわか りやすい階構成 j r カウンタ

ー 中心の自由度の高い平面 j r迅速なサービスシ

ブラウジング/ みどりの環境 に 聞 かれた喰II¥Jづくり

30 也築 と社会/ 1992年 3 I1 ¥) 

最 寄 駅 地 下 鉄 鶴 舞 線 ・桜通線丸の内駅

撮 影 S S名古屋

ステムの導入 j r環境になじむ京観づくり」の 4 ション方式を係周し 、館内は自由 にどこてＢで、もお ￩ｦｾ ｾＺ

つのコンセプトを 中心に まとめられている 。一般 できるように窓際に閲覧席を設けてお斎的な雰囲

参考 ・新 聞 ・雑誌苦11門等は、 2 層 l次抜のエントラ 気を作り出している 。

ンスホール、ブラウジングコーナーなどと一体化 外観は石垣や土塁などの史跡を借訟とし、セ y ト

した。 各階毎にわかりやすいようワンルームとし、 パ y クや雁行の手法で環境にな じむ孫ち着いた 1it

9  m角のモジュールで統一、将来に対するフレキ 鋭とした 。

シピリティをもたせた 。玄関のみプ y クディテク ( 南石周作/ 日建設計 ・名古屋 )

閲覧室/ 窓側の絞祢 ・キャレル



l 階 / エ ン トランスホーノレ

Ｓ ｾ 首平 面図 1  :  1500 

配置図 1  :  2000 l階平面図 1  :  1500 
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豊 橋 市 二 川 宿 本 陣 資 料 館

施 主 豊 橋 市

基本設計監修 豊橋技術科学大学教授小野木重勝

実施設計・監理 伊藤建築設計事務所

施 工 藤木工務庖名古屋営業所

/  

32 控 築 と社 会/ 1992年 3 JJ ¥; 

所 在 地 愛知県豊橋市二川町字 中 町65番 地

敷 地面積 3，449. 37m'  

建築面積 1，504. 17 m
'  

延 床面積 1，920. 79 m
'  

構造規模 W、平家建 ・2 F及 び R C、 2 F

工 期 昭 和63年 |日月 一平 成 3 年 7 月

最 寄 駅 J R 東海道本線二川 駅

撮 影 ss名 古 屋

ｾ＠

ｾ く 「 ア



主主橋市二川宿本l埠資料館l立、東海道五十三次の宿

駅であ った二川宿の本陣遺構 を復原保存するとと

もに、敷地内に近世交通関係の資料館を併設した

全国的にもユニークな博物館施設である 。

本隊法構は、玄暦 3 年( 1753) に主主てられた主屋

西半部、土蔵二棟 (享保 3年、同18年) 、鍬: ( t (享

保 18年) と、本陣臓になった文化 4年 (1807) 以後

に地築 ・整備された主屋東半音11 (嘉永 2 年再建) 、

御門 (嘉永 3 年再建) 、玄関棟 (安政元年再建) か

らなり、旧東海道筋に現存する本陣遺構としては、

草津宿本陣 (滋賀 県 ・国指定史跡) とともに、武

重な歴史的遺産である。

|日二川宿の町並み調査、本隊法構の調査を手がけ

てこられた笠橋技術科学大学小野木重勝教授の提

唱によ って、上記の保存活用が具体化し、問先生

の基本設計 ・監修のもとに、昭和63年度より改修

復原工事が実施された。半解体 (主屋) ・解体 ( そ

の他) 修理が施されたが、いずれも、史料調査 ・

痕跡調査 などの綿密 な学術的調査にもと づ いて建

立 ・再建時の姿に完全復原された。 また、明治時

代に取りこわされていた、上段 / 間のある容院棟

も、現存する間取り図や他本隊遺構を参考に、文

化 5 年建立時の姿に新たに復原再建された 。

資料館は、鉄筋コ ンク リー ト造二階建で、敷地南

端に新設された 。北面外壁線は、往時間所に建て

られていた灰小屋 ・倉 ・馬小屋等の外壁線を遵守

した。北側外観 も、これ らの建物の外観 を再現す

ることとし、本陣[ i i ! 構との調和をはかるため、全

体 をなま こ壁の土蔵風の姿にまとめ た。内部は、

東海道宿駅 ・二川街 ・二川宿本陣関係資料の常設

展示と特別企画展示が行われている 。

歴史的遺産の保存活用や、地域の活性化 をめざし

たこの博物館の誕生は各方面の関心を集め、平成

3年 8 月のHfJ 館以来、連 日! 県内外の多数の入館者

で賑わっている。

(津村喜久夫/ 伊藤建築設計事務所)

⑧ 

道路( 旧街道)

可

-

u

l

西土 蔵 東 土 蔵

口

書院 棟

資料館

o  5  10 15m 

-
配置図
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浜松市消防本部・中消防署合同庁舎

設計監理 浜松市建設部住宅営繕課・安井建築設計事務所

施 工 須 山 建 設 ・ 和 久 田 組 共 同 企 業 体

全t ι 01
瞭

電 気 栗 原 工 業 ・石川 電 気工 業 共 同 企 業 体

空 調 須 賀 工 業

衛 生 鈴 木 製 作 所

昇 降 機 三 菱 電 機

34 控 寮 と社 会/ 1992年 3 月号

配 誼 図 1  :  1800 



/削向日品で 最大の人口を擁する浜松市は、近年者11r11 による情報機株の安全性も( i ' {li似 され 、非常時ーの活

機能の. J t 和化が急速に進行しているところである 。 w7J 拠点となる施設づくりがおこなわれている 。 ま

この箱設はｾＢＧｪ［ 三 次浜松市総合開発基本桃危Ａに法 っ た、 1' 11民に聞かれた消防庁舎 と し て 、本音11棟に は

さ、 地以を はじめ係々 な災: ; ) ; ; : から市民 を守り 、安全な |刻欲的なエントラ ンス ホールを設け、防災教育展

環境を雌保することを目的として建設された 。 防 示が行なわれて いる 。

災活動拠点としての機能 を栄たすため 、総合防 災 この施設が浜松市の防災拠点として機能すること

情報ンステムを導入し 、24時間休制で災答情報の はもち ろんの こと、街並みに新しい魅力を加える

迅速かつ正純な包: ) l l i と出動体制! の強化を図るとと 施設として市民に親しまれることを期待している 。

もに、大規紋地良に備えた建築椛 造 強度 と 免44床 ( 大島弘資/ 安 井 建 築 設 計 事 務 所)

本部棟 6 陪ホ ーノレ

所 在 地 浜 松 市下，也川町 19ー l

敷 地面積 5，937. 97 m
'  

建 築 面 積 1，859. 72m
'  

延 床面積 7，348 .57 m
'  

権 造 規 模 5 R C、BI F 、7F

工 期 平 成元年 8 月一平 成 3 年 5 月

最 寄 駅 J R浜松駅

撮 影 5 5名古屋

本部倣 l 階エントランスホール

本部棟 3 階指 令*
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明 和 町 総 合 体 育 館

設計監理 岡設計名古屋支庖

施 工 フジタ・伊藤特定建設工事共同企業体

，E，(i j外観

エ ントランスホール ・ロビー

36 連築 と仕合/ 1992年 3 n  ¥) 



所 在 地

敷地面積

建 築 面 積

延 床 面 積

術 造 規 模

工 期

最 寄 駅

1量 影

三重県多気郡明和町

14 ，865.00 m
'  

4，317 .35
m

'  

4，434 .44 m
'  

RC 、一 部S RC及 び 5 、 2 F

昭和62年 9 月一昭和63年 10月

近鉄斎宮駅

国中 畠彦、 セントラルフ オート

明和町は、国史跡 「斎宮跡、」を中心とした 「王朝

ロマ ンのUfr j です。 また、緑の多いところでもあ

ります。 このような敷地の特性と、文化、 歴史性

を重視しながらさわやかで清潔感のあるスポーツ

施設となるように考えました。

外観は、遺跡、をイメージした色彩とし、周辺の環

境にも馴染むようにしました。 また、エ ン トラン

スホール ・ロ ビー、アリーナ、柔剣道場の3つのゾ

ーンを明確に外部に表現する、大、中、小のポー

ルト屋根は、アプローチ道路からも っとも美しく

見えるよ うに デザインしました。

内音rs :zi: 聞は、町民のふれあいの場となるエ ン トラ

ンスホール・ロビーを中心に、アリーナ( バレー

コート 3回) 、 トレ ーニング室、柔剣道場がダイレ

クトに接続されたシンプルなプラン織成とな って

います。エントランスホール ・ロビーは、 トップ

ライトをふんだんに使い、明るいさわやかなイメ

ージにしています。また、ア リーナは多目 的な使

用にも対応できるようにステージを設け、舞台設

備、 音響設備、照明設備を設置しています。

この建物は、社会教育施設として町民の健康増進、

体力づくり、文化活動など、スポーツやレク リェ

ーションを過して新しいコミュニケーションの場

として活用されるように計画しました。

( 城山 哲/ 岡設計)

一」

配 置 図 1 ・2000

体育室

6与

平面図 I  :  1000 
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一
-

津島地域文化広場児童科学館・総合プール

設 計 児童科学館 / 愛知県建築部営繕課 ・津島市建設部都市計画謀伊藤建築設計事務所

総合プール/ 津 島 市 建 設 部 都 市 計 画 課 ・ 伊 藤 建 築 設 計 事 務 所

施 工 児童科学館 / 津 島 建 設 共 同 企 業 体 ( ミ タ ニ 建 設 ・ 太 陽 建 設 工 業 所 )

総合プール / 飛 鳥 建 設 名 古 屋 支 庖

司圃圃圃・・・ 司-‘

児市科学 館経しに屋内プールを見る

所 在 地 津 島 市 大 字 津島字荷新開

敷地面積 23 ，260 .00m'  

児童科学館 総合プール

建築面積 I ，022 .43
m

'  1，859 .08 m
'  

延床面積 1，861 .37 m
'  1，886 .92m

'  

構造規模 RC、一部S 、2F S  、一部RC、2F

工 期 1989年10月- 1990年12月 1990年3月一1991年3月

児童科学館/ 電気: 弘電社・中央電 気 設備: 水谷商会 エレベータ ー: 日本エレベータ ー製 造

植栽他: 平野土木造園( 総合 プール共 )

最 寄 駅 名 鉄 津 島線津島駅、名鉄パス文化広場前

撮 影 加 藤 敏 明

文化広場は、老若男女を問わずすべての階層の県

民が、気軽に集い、心をふれあう場を広〈県下に

設け、心豊かな新しい地域づ くりの核とするため、

昭和53年度から整備を進めているもので、県民の

多様な価値感や活動領域に対応して、地域文化広

場、 地区文化広場、ふれあい広場の 3 種類があり、

今回の計画は地域文化 広場で、津島市をはじめ町

村にまたがる広域的利 用を対象とした複合的文化

施設である 。

津島地域は、近年、余暇時間が地力日しており、有

効な余暇の利用と住民の文化・スポーツ ・レクリ

エーション等に対する妥望は多様化、高度化する

傾向にある 。 また、住民の活動範囲は生活圏から

38 也築と社全/ 1992.'1' 3  JI ¥;  

広域圏へと広がっているという状況のもと、交流

の場の繁術l と、これを利用して健全な人間関係を

形成してゆく、地域づくりの場として計画された 。

計画用地は、津島市東南部の日光川沿いにあり、

都市公園のー音11で、 2 haの広きであり、すでに野

球場 ・緋{ 成館 ・弓道場 ・テニスコート等のスポー

ツ施設が、整備されている 。

県と市の事業として、児童科学館 、市の事業とし

て、総合プール ( 屋外50 mプ ル、屋内溢水プー

ル、 25 mプール、幼児用プール併設) 、ジ ョギン

グ ・サイ クリング コース、及びはなのき広場の諸

施設が建設 され、その施設の管理 ・運営は 津 島市

が行 っている 。

施設配置は、敷地上空を縦横に交叉する、中電、

関電の高圧送電線があり、その安全規準をクリア

ーしつつ 、北側の既スポーツ施設ゾーンに、総合

プール ・屋内混水プールを集約し、南j HlJ に児童科

学館を配置し、その間に緑豊かな、はなのき広場

を緩衝スペースとして設け、さらにこれらの施設

をとりまくように、ジ ョギング ・サイク リングコ

ースを配置している 。

津島文化広場が、気軽に訪れ集い、健康増進と体

力向上をめざし、また、自然科学に親しみ、住民

の生涯教育の場として、多いに利用されることを

願 っている 。

( 岡田満弘/ 伊藤建築設計事務所 )

屋 内プール断面図 I  :  600 



/  

全体配置図 I  :  5 ，000 
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小牧市温水プール

設計監理 小牧市・大建設計名古屋事務所

施 工佐藤・小田急建設共同企業体

機械新菱・ナミレイ建設共同企業体

電気 住友・沖建設共同企業体

所 在 地 小牧市大字野 口2394番 地の3

敷地面積 20，401 .63m'  

建築面積 5，022.40m'  

延床面積 6，659. 72m'  

章構造規模 R C(一 部 S ) 、8 1 、 2 F  

工 期 平 成 2 年 4 月一平成 3 年 9 月

最 寄 駅 桃 花 台線桃花台センター駅

I量 影フォトスタジオタクミ

愛知県東部、 未来都市交通 システムを 携える桃花 却場の余熱利用で、産廃、公害問題等に対し、最 初Jめての" 渓 iiit ・- は高さ 9mから 浮輪にのって109mの

台ニ ュータウ ンの北、名古屋市に隣般する都市、 新のハイテクを駆使して効率の良い 利用 法で省エ 急 i1rt を下るス リリ ングなもの。一度に 何百人もの

小牧市に 111'- 年10月6日 「小牧市視水プール」がオー ネに取 り組んでいる 。 甲府{ 干しのできるテラス、高さ 12mの吊紙などが

ンした 。 グ リーン とクレーの コン トラスト の外 南面はガ ラスになって おり外部プールと の一体化 ある 。

明と、なだ らかな円錐 i彩の屋似が 、*，kむかな山並を をはかり、より開放性の高い空間とした。夜間も 自治体主体の施設が今後この様な展開で市民にア

背に 、平日傘を広げたような巨大な外観をく っきり 利用時間が設定してあるので、ヤ ング層のレジャ ビール、エ ン トリーで きるスペースが各方面で実

浮かびあがらせている 。総事業' / 1 29億円。 自治体 ステージとしての位置づけもでき、七色のライ 現していくと楽しい。子供から熟年までが楽 しめ

が手掛ける 室 内プールと しては会同でも 、最大規 ティング効* も 加 わり、 LLJ 辺の附に突然の海のパ るプール= それは従来の体力作 り、泳 ぐた めだけ

棋の大型レジャープールで一度に 1300人が利用で ラダイスの感が強い。 のプールという 概念か ら解き放ち、よりレ ジャー

きる 。半径54m， I拐さ 30mの半円安fi : 状の空間には 、 造波" は長さ 37m、幅20m、最大波60cm、の淡を造 性の高い場。 そこへ行けはが楽しめる場を提供し、

造 j皮、流水、スライダ一、渓流、口険、ちひ桝っこ、 り出す。" 流水" は一周170 mで、屋 内 と屋外二通の ｾ ｮ 刊 のゆ と り と、 心 と休の リ ラクゼーションとし

競泳、と 7色 ( テーマ) のプールがあ り、な かでも 使用 が可能である 。スライター" は高さ 12m、4. 5m ての目 的 をな げかけ、体感できる ｾ ｉ ｈ ｉ にまで昇華

スライダーは、趨人気だ。温水は隣接するゴミ鋭 から長さ 105m、41mのスライダー2基。自治体では した。 ( 小山 哲男 / 大建設計名古屋事務所 )
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鈴 鹿 市 立 郡 山 小 学 校

設 計 鈴 鹿 市 都 市 計 画 部 建 築 課 ・ 東 畑 建 築 事 務 所

監 理 鈴 鹿 市 都 市 計 画 部 建 築 課

施工 浜口・田中建設共同企業体

白木・大野建設共同企業体

近藤・西城建設共同企業体
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ロケーション I

・鈴 鹿山脈の麓 より伊勢湾へ広がる穏やかな丘陵地

ロケーション E

・新興の戸建住宅団地と旧 来からの集落の境界線上

コロネード

- 新しい団地と古くからの集落を結ぶコミュニケー

ション

時 計 塔

- 子供迷のシン ボルとして、地域の 人々 の為の誇 り

と愛5ffの印とし て

・プランの焦点

ボールト 屋根

・周辺丘陵地帯になじむ風景としての緑鈴の重なり

一 一穏やかさの表現

- 対比する白い壁一一一若々しさの表現

楽 しき

・コロネード、ワークテラス等、外部空間を取り込

んだ変化のある空間織成、敷地、 校舎の全てを生

活の一昔11に

空問 機能

- 多目的ホール、ワークスペース+ 普通教室、図書

室( メディ アスペース ) を、それぞれ回廊状に配

する事により 、独立性と 可 変性を高める 。

将 来 性

・図fb室のメディアスペース 化一一フ ロアダクト、

システム天井

・生涯学習の場として の社会 開放 シャ ッタ一 間

仕切J の設置

願 い

・地 域の人々がいつまでも愛着を持って親しんでく

れるように

- 巣立つ子供達にと って この学校が原風景となるよ

フlこ

( 瓦回伸幸、高木耕一 / 束畑建築事務所)

所 在 地 三重県鈴鹿市郡山町710番地の6

敷地面積 23 ，270m'  

建築面積 4，330 m'  

延床面積 6，708m'  

構 造規模 R C、S RC、一部S 3 F  

工 期 平 成2年3月一平成3年2月

最 寄 駅 J R伊勢線中瀬古駅

撮 影 S S名古屋

④ 

' .  _ / 戸- . . . . . .

配 置 図 1  :2500 ｾι 畑 也
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フヒ問キ 、，ンパス 一一

「二

配置図 1:  1600 
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大 同 工 業 大 学 図 書 館

基本構想 OI T図書館基本設計プロジェクトチーム

設計監理 日本設計

施 工 大 林 組 名 古 屋 支 庖

所 在 地 名 古 屋 市 南 区 滝 春 町 10- 3

敷地面積 31，075m
'  

建築面積 1，117. 24m'  

延床面積 3，593.42 m'  

構造規模 問 、5F

工 期 昭 和63年6月一平成 l 年6月

最 寄 駅 名鉄常滑線大同町駅

j量 影 ss名古屋

2' 骨中庭とオブジェ

大同工業大学は名古屋の南西に位置し、 Iltt近は工 開放的な空間作りに努めました 。 外観は船のイメ ピンクで色分けするなど、空間領域が容易に識別

場 地 ， ｾ ｲｳＺ であるにもかかわらず、大学の ｻ ｪ ￭ ｾ 響か綿か ージから 曲線を多く 用い、外壁にオフ ホワイトの 出来る刻J栄をねらいました 。全体としては 、続五.I!

な住宅街とな ってい ます。 この計画は学図。1) 立50 45二丁掛け タイルを使うなど、シンプルなデザイ でない位皮にカラフルで、さわやかな雰囲気をつ

周年、大学創立25周年の記念事業として計画され ンといたしました 。但し正i商ファサードは大学の くっています。

たものです。基本構想 は、大学の DI T図書館法本 ンンボルとしての形態を表現すべく 、キ ュービ ッ 1 1渚ロビーの ニツチには 「百万塔」 といわれる、

設計プ ロジェクト チームが行い、その構想にもと 7 なアルミ パ ネルの椛成によりメ リ、 ハリをつけ 経文を納めた容器と経文のレプリカが皮ポされて

づ いて設計を i隼めました 。 ました 。 いますが、経文は人恕iii ，; : 古の印刷物であ り、f j : 株

当初より学生のための 「 学科図ｾＡ ｾ Ｚ官官 」 として位笹 インテリアは、明かるく機能的である こ とを第ー は日本松古の大量生産品といわれ、百万聡は本大

づけ、聞かれた図書館を発:怨の原点といたしまし に、成恒岩綿 l吸音板の天井と壁のク ロスペンキは 学の成田得一自11博士の手で復元されたものです。

た。明か るく、入 りやすい図世館 でありたい、そ 淡いグレーで統一 し、床は l吸音効巣の高いカーペ ( 今 j丸山司 / 日本設計 )

のため平面計画は 間仕切 を可能な限り 少なくし 、 ッ トタイルをフロアー毎にブルーグリ ー ン、モス
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愛知淑徳学園・中央棟

設 計施工 竹 中工務庖 名 古屋支庖

イ ｲＮ Ｑ［ｴＧＮＨｾ 服
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所 在 地 名 古 屋 市 千 種 区 桜 が丘23番 地

敷 地面積 51 ，523m'  

建築面積 2，224 m
'  

延 床面積 9，282m
'  

構造規模 S RC 、R C、S 、B I、6 F

工 期 1989年 5 月ー1991 年 3 月

最 寄 駅 地下鉄東山線星ケ 丘 駅

撮 影 丸善企画 、田中 昌彦

中央線は愛知淑徳学図書IJ 立85周年記念事業 と伝統を受け継ぐよう、落ちついた色のタ

として、校舎のリニューアルとキャンパス イルを外装に採用した 。ア リーナ膏ISの軽量

環境の強制I i 充実を目指して建設した、高校 のカーテンウオールの外壁より大きく跳だ

と短大の飯合校舎である 。斜商状の狭い敷 し、トラス音11 を消した棋連: 容のサ ッ シによ

地の高低差を巧みに 利用して、大空間の 3 1) 全体構成に変化をあたえた。

用で構成し、下層は高校校舎の小アリーナ、 構成計画は大空間の 3 層構成を実現するた

中層はアリーナ、上層には短大校舎のアト めに、 P S コンクリートと、 4 本のトラス

リウムラウ ンジ を中心に 学生部 ・研究室・ ヴ〉吊構造の大架様、T M Dを組み込んだ立

ゼミ室 . A V コーナーを配遺している 。 設 作床構造て¥重層架桃リ フトア ップ工法で

計にあた っては、 「光と瓜と緑」をテー¥ 施工した 。

に「感性12かな自立性と、創造的キャンパ 学生達の新しい コミ ュニケーション ・ス ペ

スライフをおくれるよう」女性らしい品位 ースと して 、中央棟は ゆ ったりとした、光

ある伸びやかな空間をつくりだすよう心が あふれるさわやかなアトリウムラウンジと、

けた 。 カあふれる明るい爽快な体育空間を生み出

また今後のキャンパスのリニューアルの基 し、時代にふさわしい新鮮な教育空間にし

本として、既設校舎と調和をはかり、歴史 ている。 ( 嶋 俊 己/ 竹中工務庖 )

5階アトリウムラウンジ
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名 古 屋 記 念 病 院

設 計 監 理 青 島 設 計

施 工 1期 工事 前 田 建 設 工 業 2!trl 工 事 鴻 池 組

名古屋記念病院は東海地方の民間病院て、は、初めての癌と免疫病を中心と

した専門病院をめざし、昭和62年 4 月にオープンした。

急速に“ 街" 化が進む 中て¥さらに医療サービスを充笑し、最先端の医療技

術を提供すること が求め られ、 2期工事におい ては、病院北側の オープン

スペースを改造し、広場を設け、組裁やベンチを配して市民に開かれた う

るお いのある笠間を計画すること等により総合設計制度の適用を受けて、

容積率の割増しを図 っている。

名古屋記念病院の新しい医療へのアプローチは、 Hospy ( ホスピー) と呼

ばれ、 Hospit alit y +  H appy から来ているように、建物は、人にやさしく、

あたたかみのあるものにすることが求められた。

また、増築した建物にありがちな、動線計画のまずさなどを感じさせない

ようにレイアウ トや空間構成に配慮している。 (近藤敏夫/ 青島設計)
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所 在 地 名 古 屋 市 天 白 区 平 針4 - 308

敷地面積 3，896 .51 m'  

建築面積 2，563 .73m'  

延床面積 14，657 .44 m'  

情造規模 S R C、R C、B I F、 9 F、P I

工 期 1983年 11 月ー1990年 6 月

最 寄 駅 地 下 鉄 鶴 舞線平童十駅

撮 影 車田 保
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外観見上げ

名 駅I MAI ビル

設 計 監 理 青 島 設 計

施 工 鹿 島 名 古 屋 支 庖
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所 在 地 名 古 屋 市 中村区名駅四丁 目1002- 1、2、3、4

土地信託委託者 アイ・ エム ・エー

土地信託畳託者 住友信託銀行

敷 地 面 積 1，222 .67 附

建 築 面 積 898. 58m' 

延 床 面 積 9，778. 05m'

情 造 規 模 S (一部S RC) 、BI F 、I IF 、P2

工 期 平 成元年 6 月 一平 成 2 年 11月

最 寄 駅 地下鉄東山線名古屋駅

撮 影 そあスタ ジオ

さわやかな 自然の風 を味わえるよ う配慮

名占屋駅前のオフィスや屈指I i がi JUI ーする - jlj に誕

生したテナントビルである 。一備には新しい 11寺代

の谷姿を備えたビルが建ち始めており 、当ビルも

周辺の街並みをリードする 。

ゲームセンターや飲食庖など 、色彩がil ! . 漉する，建

物が jfi 接しているため 、内外装は終ちずl いたモノ

トーン Ｔ［ 測にまとめられている 。 また、内古 ＱＱｾｉ Ｑ｜ ｊ

のデザインテー 7 てe ある 「自然」のやすらぎを高

めるため、各フロアーの開口音11は同一平面片引き

: 容が多用され、通風を 十分に取り入れられるよう

にな っている 。 また、パブ リックスペースには自

然の紫材やモチーフを様々に取り込んでやすらぎ

を感じる表情を持たせた 。 [: .1' :而を Fi x 音i と同意匠

にするとともに 、サ ンシ枠のジョ イントシールカず

見えないように化粧カノ〈ーを取 り付け、外観をす

っきりさせた 。 (ぬi音11官洋/ 青島設計)

l'皆平 面 図 1  :500 
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N H K名古屋放送センタービル

設計監理 日建設計・名古屋( 設計協力大成建設)

施 工 大 成 建 設 ・ 鹿 島 ・ 矢 作 建 設 工 業 共 同 企 業 体

N H K 名古屋放送センタービルは、放送 ・情報・

文化の発信拠点として、愛知芸術文化センターお

よび名古屋市栄公園の総合盤備とともに企画され

た。 N H K との共同事業として、都市部の高度利

用をはかり 、市民に開かれた 空間づ くりと 、都市

の活性化に寄与す るこ とを理念とした事業 コンペ

が行われた 。

設計は 、主用途の放送局 ・市民 プラザ ・オフ ィス

を立体的に複合させ なが ら、周辺環境に調和する

景観の創出、放送セ ンターにふさわしい デザイン、

N H K らしい空間づくりと放送機能の重視、市民

プラザの活性化と開放的機成、 E2かなアメ ニティ

をもっインテ リジェ ントイじなど を重点と している 。

中部地方で初めて屋 内に 設けられた、総合設計に

よる公関空地は 「開カ通れた N H  K J の顔とな る「市

民プラザ」として、 N H K の公開放送のほか 各種

イベントのでき る空間とな っている 。オフィスゾ

ーンは、高度情報化に対応するイ ンテリジェ ン ト

オフィスであり、 中央にアトリウムをもっロ型の

平面とな ってい る。外観デザイ ンは、高層部をシ

ルバ一色のラスタ ー タイルで 〈波〉型の壁面とし、

情報発信のイメージ 化 と反射電波の拡散効果を配

慮している 。

( 南石周作/ 日建設計 ・名古屋 )

所在. 地名古屋市東区東桜| 丁目 13- 3

敷地面積 7，927 m
'  

建築面積 6，045 m
'  

延床面積 80，281 m'  

構造規 模 5 、S RC、84、21F 、PI

工 期 昭 和63年 12月一平成 3 年 6 月

最 寄 駅 地 下鉄東山 線・ 名城線栄駅

撮 影 センターフォト

N H K /報道ス タジオ N H K / スタジオ〈サウ ンドウェーブ〉
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⑨ 

外観/ 欣送 ・文化・情報を発信する <i ，庄〉のイメージ

l 階平面図 1  :  1500 

断面 図 1  :  2000 

アト リ ウ ムＯ オフ ィスのアメニティ ｾ ｭ ｊ 市民プラザ/ アトリウムを結ぶシャトルエ レベーター
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外観西面

1  J ! I占喫茶サナー ル

54 建 築 と社 会/ 1992可 :3 11' ，;

サナルビルヂング

( 佐鳴学院本部ビル)

設計施工 大林組名古屋支庖

l 階 平面 図 I  :  500 



所在地静岡県浜松市海老塚2丁白 101- 5 他

敷地面積 652 .78附

建築面積 648.24m'  

延床面積 4，258.04 m' 

構 造 規 模 S 、 川 F 、 PI

工 期 平 成 l 年 12月一平成 3 年 3 月

最 寄 駅 J R浜松駅

f置 影 ss名古 屋

佐 ｉｉＮＡｾ 学院は現学院長が昭和 Ｔ Ｘ 年に創立した 小・中

学生を対象とした塾で、静岡県を中心に現在76校

が東海道沿線に 開校 されている、教育方針は非常

にユニークで、学院長自身も 悩熱 をもって生徒に

接しておられる 。 そんな学院長の永年の夢であ っ

た総本部ビルがこの浜松に竣工しました。

敷地は浜松駅に近接し市内でも屈指の高さを誇り

東海道新幹線の車窓からも目 立つ位置にあ ります。

設計するにあたってのテー 7 は、 12かな人間性を

育てる佐110学院の本部ビルとして、絡調の高さと、

個性化を シンボ リγ クに表現することを目ざし、

外観は大型特殊タイル打込みのは りの深い単窓の

P C版 にて重量感を 、ハー フミラーガラスで椛成

するス リッ トタイプのカーテンウオールと 三角の

ルーフフレームで高さを強制して、 イtt ぴる頭脳集

団 ・佐 li G学院のイメージを演出しました。

平面計画は 1- 3階を 外来者のためのオープンスペ

ースとし 、l 階には3階まで吹抜けで高天井音11には

トップライトを設けた白を基調にした 明 るいエン

トラ ンス ホールと 喫茶室を、 3階にはエ ン トランス

ホールからエスカレーターにて直結している 200人

収容のホ ールを 配し、 4- 9階までは本音11の事務部

門をまとめ、 10階は、オーク練付'パネ ルの壁面で

織成する重厚な学院長執務室関係を、最上階であ

る11階には各地区の先生方がオ ールタイム自 由に

利用できる 屋上庭園つきの、 1兵絵市街が一望て' き

るスカイラウンジを設けま した。

(小森紘次/ 大林組)

1階エ ントランス ホール

学院長室 11 階スカイラウンジ
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名古屋市東区主税町4- 2 6所 在 地

モーニンク〉〈ーク主税町 敷 地面積 2，749.30m'  

建 築面積 1，622. 06附

延 床 面 積 5，491. 98 m'  

構 造 規 模 R C、5F

鹿島名古屋支庖 + KAPLAN.McLAUGHLl N・DIAZ

鹿島名古屋支庖

国

主

T

す

L

，
監+

i

 

-
一

=
ロ

設

施

平 成 l 年 12月一平成3年3月

市 営 地下鉄桜通線高岳駅

工 期

最 寄 駅

工

55名古屋影1量

一 一

一 一

配 置 図 1:  800  

公道
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ｉ ｅｉ 武家屋敷の 而 ［ｩＨ ｾ を 残す場所に、未だ元気な方々

の高齢者向け高級7 ンションが誕生しました 。

外観はまわり の住環境に合わせて怪力低J習の建物

とし、 ifr ち7 f I i きのあるクレー系の色彩としていま

す。外壁の主な 仕上げは、上の方はおとなしくタ

イルで仕上げ、 l 階部分には建物の基位として石

を多〈用いています。窓、バルコニーは、戸建て

! 感覚が出せるようそれぞれ独立さ せ、直交メタル

フレームで区画を明確にしています。

建物は南北 2 隙からなり、この 2 陳が取り囲む中

庭に、自然とのふれ合い、人々の集いの場を設け

ています。 この中庭には、沌やベンチ、 季節を彩

る樹々などを設け、外音 ＱＱ のｾ，｛Ａいの場所としていま

す。 さらにその周辺部には食堂、ピアノラウンジ、

ビューティサロン、茶室、大浴場、多目的室等を

設けていて、 内部のだ! いの場と一体になるように

しています。共用施設をつなぐ廊下は、ライフサ

イクルが表現できるインテリアとし、泣かさを出

しています 。

1主戸へのアプローチは、入居者へのサービスの向

上とプライパシーを重視して、 2 戸に l 台の エレ

ベーターを採用しています。

住戸内は目にやさしいベージュ系の内装や、事精

子での生活を 想定した数々の工夫がされてお り、

快適な生活が出来るように考えられています。

( 池田節夫/ 鹿島名古屋支庖 )

ピア ノラ ウ ンジ

11戸居間

2階テラ スよ リの北棟外観

南煉 1階廊下
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プライベートリゾートエクシフ、鳥羽アネックス

設計監理 安井建築設計事務所

施 工 大 林 組

所 在 地 三 重 県 鳥 羽 市 安 楽島町二地 169- 2

敷地面積 16，033 ∞m'  

建築面積 3，314.73
m

'  

延床面積 19 ，320.84 m
'  

構造規模 5 ( 一 部5 R C) 、81 、 17F 、PI

工 期 平 成 元 年 6 月 一平 成 3 年 4 月

最 寄 駅 近 鉄 鳥 羽 駅

撮 影 5 5名古屋

58 建築 と社会/ 1992年 3 11 ，; 

l '皆平面 図 1200 



ラウンジ

コンペンションホ ール

レス トラン

Ｎ￟ 羽市南西部にあり、小高い 山 々を Ｗ お ｩｴ に波 ｩｾｻ ｻｴか

な 入 江 に 而 し た 自 然 環 撹 の 中 に 建 設 さ れ た 当 ホ テ

ル は 、 リ ゾ ー ト ト ラ ス ト 社 が 全 国 の リ ゾ ー ト 地 に

展 開 し て い る 会 員 制 の ホ テ l レである 。

.， 

II t HD61年 に 竣 工 し た 1 JVI ホテノレの二 般の白し、帆船

を 思 わ せ る 本 館倣 と入江に面して待状に初、がった

コ テ ー ジ 練 に 連 続 し て 、 テ ニ ス コ ー ト 等 の あ る レ

ジ ャ ー ゾ ー ン と 共 に 一 体 的 に 計 画 さ れ た 高 層 ホ テ

ノレ「アネ ッ クス」て¥同規絞の200室 を 擁 し て い る 。

緑 盟 か な 丘 陵 地 の |制に計画した専用道路により、

見 え 隠 れ す る 施 設 群 に 心 の 高 ま り と JYI待 感 を 持 ち

な が ら ア プ ロ ー チ す る 。

外 観 は 白 い 壁 と ガ ラ ス で 変化 に 富 ん だ 形 状 を 桃 成

している 。 周辺の自然と相イ突って、季節と時間に

より、刻々と表↑ ｾｊ をかえる 。 エントラ ンス ホー ｊ レ

は 3 層 l次抜の大空間をスペインの宮殿のノマティオ

的 雰 囲 気 に 仕 上 げ て い る 。 ト ンプ ラ イ ト か ら も れ

る 陽 光 、 回 廊 の ス テ ン ド グ ラ ス の 優 邪 な 色 彩 光 、

変 化 に お ん だ 水 の 流 れ と 触 が 、 ゆ と り と 安 ら ぎ の

空 間 を 演 出 す る 。 レ ス ト ラ ン 、 コ ン ベ ン ン ョ ン ホ

ーノレなどのノ 守ブリ y ク 施 設 、 客 室 な ど も 、 全 体 的

にス パ ニ ;I / " ュコロニアノレ瓜のデザインでまとめ

ている 。 客 室 か ら は 眼 下 に 入 江 や 庭 園 を 、 岬 の 11，)

こうには伊勢湾や島々、 i崖美半島 を遠望でき る。

人々がこ の新 し い 環 境の 中 て ¥ 快 適 で 充 実 し た 安

らぎの時! 日1を送れることを願ってやまない。

( 脇 田 一 美 / 安 井 建 築 設 計 事 務 所 )

エントランスホ ール

外観( 屋外プーノレより建物を見る)

59 



水 明 館 青 嵐 荘

設計施工 竹中工 務店名古屋支店

配置図 1  :  15∞ 

60 姐築と社会/ 1992年 3 JI ..; .  

所 在 地 岐 阜 県 益 田 郡 下 呂 町 幸田 1268番 地

敷 地 面 積 19 ，889. 88 m'  

建築面積 2，187 .02 m'  

延 床 面 積 3，294 .00 m' 

事膏造規模 W .  S R C・R C・5 、2F

工 期 平 成 2 年 6 月一平成 3 年 9 月

最 苦 手 駅 J R  iii 山本線下呂駅

撮 影 田 中 昌 彦

当館は、天下の三名泉で名高いいで湯の皇、下呂

温泉を代表する旅館として、昭和 7 年に開業され

ました 。旅館の利用形態も益々多様化するなか、

他との差別化、個別化が強〈望まれ、さらに文化

的な欲求も高ま ってきています。今回の青嵐荘は、

既設臨川 ｉｾｉ の広大な庭のなかに、水離れ前として計

画した木造数答屋造りの宿泊施設を斡とし、「湯泉

に入りながら、日本の伝統文化を楽しむ」をテー

? として、本絡的な茶室と能舞台を配し、ひなび

た味わいのなかにや飛騨の匠の心を創るい こ とを

主眼とし実現しました 。

背嵐荘へは 、他の宿泊施設とは別の大門をくく叶) 、

臨川地1と向かいあ った妻入の玄関から入ります。

外観は、切j 妥屋似日本瓦説、一昔日銅板葺とし、伝統

的な数寄屋造りの貴重きを表現しました 。平面計画

は、茶会の時立札席として使用でき茶室と一体を

なすラウンジ、床を畳敷きとした答用廊下、坪庭

を持つ35帖の座敷、ゆったりとした広さでそれぞ

れ雰囲気の呉な った客室など、味わい深い人間性

12かな空間構成としました 。

茶 室は、地域伎を重視した合掌造風の茅主草屋根と

し、茶庭と向かいあい飛騨の自然にとけあって情

緒を醸しだしている 。内部は、四畳半台自の席で、

水屋と手洗いを自己しました 。

又、 既 設ｾ Ｏ［川品 ＨＱ に隣接し Ｑ 階に能舞台ホール、 Ｒ

階にはコンペンションホールを配しました。能舞

台ホールは、通常は会議室、宴会場として使用さ

れ、前面の芝生庭園とをつなぐ電動吊り上げ 'At は、

瞬時に内、 外空間l を一体とし、会場の雰囲気を一

層盛り上げるように構成しました 。

( 坂 文 雄 / 竹 中 工 務 庖 )



nlll 

寄付き

能 舞 台 ホ ーノレ r石般の/U1J
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東I日外観

62 建築 と社会/ 1992年 3 月む

豊田自動織機製作所

誠和ハイツ

設計施工 竹中工務庖名古屋支庖

所 在 地 愛 知 県 大 府 市 森 岡 町 源 吾4番地の21

敷地面積 18，915m'  

建築面積 2，542m'  

延床面積 18，495 m
'  

構造規模 S R C、14F 、PI

工 期 平 成 l 年 10月一平成 3 年 3 月

最 寄 駅 J R東海道線大府駅

撮 影 田 中 昌 彦



敷地は、健康の森として大府市民に親しまれている 「運動公図」と 閑

静な住宅地に囲まれた丘陵地にあり、市街を一望することができる 。

r21世紀を見据えた独身寮」を基本コンセプトとし 、従業貝 の「生

活をエンジョイする場」 ・ 「エネルギーチャージの場」として計画

した 。 また企業の リクルート対策のひとつとして若者が求める施設

とデザインをとりいれた 。

1 ・2J I 皆は パブ リックゾーン 、 3 - 14階は プラ イベートゾー ン( 514

室の察室) で桃成した 。

パブリ ックゾーンには、ピラミ ッ ド屋根の広くて明るいしゃれたレ

ストラン、グラスを傾けながら奴色が楽しめる 円形の談話コーナ一、

夜食用 のナ イトレストラン等 「楽しく歓談しコミュ ニケーションを

はかれる場」を設け、サウナ、パイプラパスを備えた大浴場、フィ

ッ トネスコーナ一等「疲れをいやす健康増進施設」を計画した 。

寮室は 、附仕切j のi虚音レベルと収納スペースの機保のために個別冷

暖房設備 ・A V棚 ・本棚 ・洋服ダンス等を組み込み 開発した多機能

家具と洗面化粧台、 電話、冷蔵庫、 B S 受信設備を設置しプライパ

シーの硲保と個室の機能の充実をはか った。

また、在室管理、食費 ・電話 ・電気料金管理や防災設備管理等全て

コンビュ ーター により集 中管理できるようインテ リジェント fじをは

力、 つ fこ一。

外観デザインは、高層部を 「飛朔す る若者」を モチーフとしてリズ

ム感のあるバルコニーと力強いフ ォルムで表現し、低層部は、楽し

く明るい内音 ｉ ｉｾ ｉ 討 を変 化 のある 外 壁と屋 ｴｒ で 梢成した 。

( EE1中了介 / 竹中工務庖 )

2階平面図

配置図 l 階平面図 1  :  1000  
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メゾン三好ヶ丘第 1期

設 計 施 工 竹 中 工 務 庖 名 古 屋 支 庖

配置図 !  ・20日日 l 階平面図 1  :  1000 

64 控築 と社会/ 1992年 3 月号



住戸練 南東而外観

当敷地は名古屋市の東部丘陵地帯の私鉄沿線に住 ンで構成し北面のフォルムに 優 しさと高級感を感

宅 ・都市務備公団により 「アート ヒル三好ヶ丘」 じさせるポイントとしま した 。

のネーミングにて開発造成された郊外型住宅団地 外装は周辺の豊かな緑にマ γ チするようベージユ

内にあり、企業の厚生施設として計画された 。工 系磁器タイルをツ一トン貼とし壁面にアクセン

事は 2WI に分かれ今回南住戸棟、コミュニティ施 卜をつけました 。構造商ではエスレンボイドスラ

設と 中庭広場、射一車場僚が笑施されました 。計画 ブの採用によ り小梁の ないシ ンプルな天井とし、

にあた り 「ランドマークとなるシンボル性の高い シンプルな室内環境を確保しました 。

フォルム造り 」、「シティ感覚あふれる豊かな環境 コミュ ニテイ 施設は中庭広場とともに団地内のコ

の永住型社宅の創造」を基本コン セプ卜としまし ミュ ニケー ション活動の 中心 となるよう位置づけ 、

た。 周辺住民も使用出来る よ う開放 的なプランとしま

住戸棟はアール屋根のリズミカルなフォルムにょ した 。外装は住戸棟と異なるライトグレ一色磁器

り周辺の低層住宅地への環境保持に配慮するとと タイルを採用し鋭角的なフォルムと共に施設の存

もに、シンボ リックなシルエ ッ トを表現しました 。 在感を強調しました 。中庭広場はタイル貼にて迷

外部階段、エレベーターシャフ トも縦の曲面ライ 路模様を描き、子供達の遊び場として又、住戸棟

コミュ ニティ棟外観

住宅陳 束蘭外観

リビングダイニングルーム

上階からも楽しめるよう工夫しました 。

今後 この施設が単に社宅としてだけでなく 地域と

同化し、同地域の風景のーっ としてなじんでゆく

事を願 っています。 ( {，永谷宗作/ 竹中工務庖 )

所 在 地 愛知県西加茂郡三好町大字福谷字南井山 17-46

敷地面積 7，752. 00m
'  

建築面積 1，602 . 19m
'  

延床面積 9，494. 19m
'  

構造規模 S RC( 一部S) 、I I F

工 期 平 成 2 年 3 月一平 成 3 年 3 月

最 寄 駅 名鉄豊田新線三好ヶ丘駅

撮 影 青山賢三

コミュ ニテ ィホール
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奈良若草カントリー倶楽部クラフh ウス

設 計 東 畑 建 築 事 務 所 名 古屋事務所

監理 東畑建築事務所大阪事務所

施 工 大 林 組 ・ 鴻 池 組 J V

66 控寮と社会/ 1992年 3 J P;  

( 捕シンコーグループ 4 需 自 の コ ー ス と し て 計 画 さ

れた当コースは、 J . ミ ラ ー に よ り 熟 考 さ れ た 前』

い !j 攻略性に加え、さまざまな趣きの庭園 ・小 川・ 池 ・

沌・ 11ft 水 等 に 彩 ら れ た 美 し い コ ー ス と し て 完 成 し

fょ。

計画当初、古の都予告良の地にこれまでにないクラ

ブ ハ ウ ス を 目 指 し 寝 殿 造 り が イ メ ー ジ さ れ た 。

各々の用途の 隙 を独立させ機能的に配し、波 り ｊｾｅ

に よ り つ な が れ 周 聞 に 築地塀をめく' ら せた手法・・・

その形態を踏まえて板前打し、m. な りの|涼 聞 に そ れ

ぞ れ 魁 き の ち が う 中 庭 ・坪 庭 ・雄 大 な 沌 の あ る 庭

園 等 を 配 し た 。

棟 々 の 重 な り あ う 機 粍lは 周 囲 の 自 然 な 山却 の 辿 な

りにほどよく硲! 手口している 。

内 部 に お い て は 「干 し の 貨 を 尽 く し な が ら 難 美 に

走らず優雅て' 気品のある空間を目指し、近年制加l

の女 性 グループに対しては、 4 人 専 用 使 用 の コ ン

マー トメントロ y カ一室 、 広 い 浴 室 、 サ ウ ナ ルー

ム、日正天風呂等兇性に負けぬ充分な君主制iiを 設 け た 。

また 、 プ レイ 中の 食 中 に つ い て は 、 当 地 の 伝 統 的

なｾりである大手口 練 のランチノ、ウスを 別陳 に設け、

ノ、ゥス内レストランはアフタープレイ専用とし、

そ れ ぞ れ 機 能 性 と ゆ と り の あ る サ ー ビ ス を 実 現 し

た。 ( 平 木 Jl ，幸/ 来 畑 建 築 事 務 所 )



所 在 地 奈良県 山辺郡都祁村大字上深川字モチダニ

敷 地面積 1  ，564 .  170 m'  

建築面積 6，290 m
'  

延 床面積 9，500m'  

情造規模 RC、3F (屋 根 5)

工 期 平 成 |年4月一平 成2年 10月

最 寄 駅 近 鉄大阪線篠原駅

撮 影 55大阪

配置図 1:8000 

ラウ ンジ

玄!掲ロ ビー
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みずなみc.c. クラブ〉、ウス

設計施工 大成建設名古屋支庖

68 控築と社会/ 1992年 3 月号

所 在 地 岐 阜 県 瑞，良市釜戸町字論栃2385ー |

敷地面積 1，277 ，553 .0m'  

建築面積 2，484.. 176m' 

延床面積 3，555 . 174m'  

構造規模 BI  R C、I F S  

工 期 平 成2年 l 月一平成2年 12月

最 寄 駅 J R中央線 釜 戸 駅

撮 影 青山賢三

「み ず な み C. C. J は 、 瑞 y良市東音11の緑に哲也まれた丘陵地に位置してい

る。 ゴルフコ ス全体の設計監修を、川田太三氏があたり、「自然と

の バ ラ ン ス 」 の コ ン セ プ ト を ハ ウ ス に も つ な げ 、 自 然 と 融 和 し た 形

態 lこ心、信トけた 。

18番 の コ ー ス を 判l，f; ) j l に配置 されたクラブノ、ゥスは 、 地 形 を利 用 し て 、

ア プ ロ ー チ 側 を 平 屋 建 と し 、 ヒ ューマンなスケーノレの導入とな って

いる 。

エ ン ト ラ ン ス を 入 る と 、 前 方 に は フ ェ ア ウ ェ イ が 広 が り 、 コ ソ レ フ ァ

ー の 心 理 的 高 揚 を 喚 起 す る 抜 出 が な さ れ て い る 。

ホーノレと食堂、コンペノレームを各々別機とし、それを開放的な渡り

廊下でむすび、沌や池を自己して雰囲気づくりに配慮、した 。

イ ン テ リ ア は 木 と プ ラ ス タ ー の 紫 材 ! 惑 を 生 か し た 務 ち 活 き と 税 し み

を 感 じ さ せ る 構 成 と し た 。

コースのいたるところから ｉｾｴ めることのできるクラブハウスは、ｉｩｬｬ一

行する Ｓ 隙の形態が 山 の俊ｾｊｩＡと 呼応し、コ ス 内 の 位 置 に よ って 変

化 を し 楽 し さ を 創 り 出 し て い る 。 ( 吉 村 保 / 大 成 建 設 設 計 部)



車 寄 せ

C二二コ E 二=コ

2階平面図 1:  1200 

コンペルーム

ホール

l階平面図

レストラン
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岐 阜 交 通 株 式 会 社 本 社 ビ ル

設 計 監 理 伊 藤 建 築 設 計 事 務 所

施 工 岐 建 木 村

(主

応 接室

配置図 l  階平面図 I  :  500 

70 控策 と社会/ 1992 '1' . 3 I1 ，; 

2 階平面図

電 気 卜 ーエ ネ ック

衛生 ・空調 川崎設備工業

機 械 駐 車 新 明 和工 業

，_・ • 

貨事務室

4  - 6 '皆平面図



岐阜交通株式会社は、昭和25年創業、所有台数200

台余の県内屈指のタクシ一会社である。県下でも

いち早〈領収書発券機を全車両に搭載したり、

A V M (車梢位置表示装置) システムを導入する

など、顧答の利{ 更を第一に考えてこられたと聞い

ている。

織田信長ゆかりの岐阜城を頂〈金華山、その南懐

という意味のここ “ 華陽" の地は、岐阜市街の東部

にあり、岐阜と名古屋を結ぶ国道22号線の北の終

点にほど近い交通の要衝にある。敷地北側の国道

248号線は 、岐阜市街を東西に賞〈幹線道路であ

り、昔懐かしい路面電車も走 っている。

昨今のモータリゼーションの激化は、タクシーの

需要増加をもたらす反面、その運転手という職業

を益々過酷なものへと変えてしま った。そこで創

業40周年を機に、郊外の老朽化した本社をこの地

に建替え、更にはCIを導入することで、会社のイ

メージア ップと執務環境の向上を図ることにな っ

た。

この建物は、タクシ一会社の心臓部である配車セ

ンターを l 階に、本社機能を 2 ・3 階に、 4 - 6

1; 皆には貸事務室 を設けている 。また、日IJ 燃で20台

の立体駐車場を設けている 。

(小田義彦/ 伊藤建築設計事務所)

所 在 地 岐阜市東興町26、27番地

敷地面積 682. 00m'  

建築面積 424 . 15附

延床面積 2，2 13.2 1  m' 

構造規模 RC、 6 F 他

工 期 平 成 2 年 6 月- f - 成 3 年 4 月

最 寄 駅 名 鉄 美 濃 線 競 輪 場 前 駅

撮 影 加 藤 敏 明

北西而外観

玄関廻り 玄関ロ ビー
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トヨタ自動車田原事務館

設 計 トヨタ自動車一級建築士事務所・大成建設名古屋支庖

監 理 トヨタ自動車一級建築士事務所

施工 大成建設名古屋支庖

72 建 築 と 社 会/ 1992年 3 月号

配置図 I  :  5000 



この建物は、束三河臨海工業地干fi ・の回原地区内に建設された、

トヨタ自動車田原工場の一角にある事務館である 。

事務室 ・食堂 ・会議室および接客スペースで構成きれている。

計画にあたり以下の3点を基本コ ンセプトとした。

1 景観の活用

海や緑に固まれた環境との調和をテーマにし、配置は各道

路よりの見え方を検討の上建物を南側道路軸の中心にした。

これにより修長を望みながら求心的なアプローチを可能に

した。 また、近接する池を残すことで西側道路より池越し

の美しい景観が確保できた。

2.最新鋭工場にふさわしいファサードの創出

外壁を工場の無彩色 と異なる H墨色のタイルでまとめ、のび

やかな横述: 容で水平のもつ安定感と明解きでハイタ ッチで

絡調ある表情とした。

3 嬢客ゾーンの充実

玄関ホールは充分な広きをとりながら突き当たりに中庭を

設けることにより、 ショールームとしても活用できるア メ

ニティあふれるさを聞とした。

国内外要人のための接客スペースが確保され、1階から専用

通路で3階まで導かれる、ここでは工場説明、休憩、食事ま

で対応できる施設内容とな っている 。

(若手 誠/ 大成建設設計部)

所 在 地 愛 知 県 渥 美 郡田原町緑ヶ浜字3号 l番

敷地面積 3，727. 849m'  

建築面積 2 ，015m
'  

延床面積 7，039m'  

構造規模 S 、 3 F、P I

工 期 平 成 2 年 11 月~平成 3 年 7 月

最 寄 駅 豊 橋 鉄 道 線田原駅

撮 影 55名 古 屋

羽医務室

l 階平 面 図 l ・1200

l 階事務室

l  階玄関ホール

、、...:7

'"・

l 階 - 2 階 リフレ y シュ コーナー
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日本ガイシ本社社屋

設計監理 日建設計・名古屋

施 工 鹿 島 ・ 大 林 組 共 同 企 業 体

-.. .. 

ミF

そ訟

外観/ 企業 C I を表現するシャープなデザ イン

中 庭Ｏ神宮公閣をｾ献したみどり

74 姐築 と社会/ 1992年 3 H 号



所 在 地 名 古 屋 市熱田区六ツ野町 1 - 307

敷地面積 71 ，540 m'  

建築面積 4，500m'  

延床面積 29，450m'  

構造規模 S 、8 1 、12 F 、PI

工 期 平 成 l 年 3 月~平 成 2 年 11 月

最 寄 駅 J R. 名鉄 金山駅

十畳 影 ss名古屋

敷地は名古屋市の産業活性化計画において産業の

知的創造性を高め促進するホ熱田の森トライアン

グルゾー ン。の なかに 十位置する工場跡地である 。

セラミ ック系製品の製造メーカーの新社屋として

当地区に経営の中枢機能を集中するとともに、隣

接して研究開発ゾーンを繋備する全体構想のもと

に建設した 。

研究開発ゾー ンからの利用や将来計画を考慮して

厚生糠を中心とした配置としている 。 また、市 内

では恵まれた敷地の広さを生かし、建物周辺には

充分なオー プンスペースと緑を確保しており、 地

域環境の向上に寄与し、あわせて地域に閥かれた

企業としてのイメージを高めることに貢献できた

ものと考える。

外装はホーロー鋼板 (NG Kウオール) メーカーの

本社であることから設計段階より全〈新しいイメ

ージのパ ネルの開発 ・試作を進めた結果、シルパ

ーグレーのメタリ y ク艶消しエンポスパネルを採

用した 。高性能熱線反射ガラス、耐候性型鋼サ ッ

ンユとの組合わせによりシャープな外観を形成し

ている 。事務室は一人あたりの床面桜や天井高に

充分なゆとりを確保し、眺望の聞かれたエレベー

タホール、広々としたリフレ ッシュゾーンなどア

メニティの高いオフィスとな っている 。

( 高山 11頃行/ 日建設計 ・名古屋 )

執務ス ペ ス

リフレ ッシユ

執務スペース

コーナ

牧務スペ ス

基 準 階 平 面 図 l ・ 1200

1  ，皆平面 図 1  :  12∞ 

11 

本 社 棟

c  | 品占品 U.. Jl ヨj

窓 買 室 役員会扱室

役員室

ｾＡｬ務ス ベス 執務スペ ス

執務スペース 執 務 ス ペ ス

応t皇室 全礎室

回 オ ｾ 間 ラウンジ E ドヰ干干 ロビ 3大 会 民F

l 駐車場
倉 庫 |機 耀 ポンプ室 ポンプ室 |樋慌室

断面 図 1  :  1200 
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エ ントランス

中庭よりリビングルームを 見 る

アプローチ

76 建築 と社会/ 1992年 3 rJ 号

エパラ倶楽部

設計施工 清水建設名古屋支庖

所 在 地 静 岡県伊東市吉田字大東片瀬

敷地 面積 4，499.65m'  

建築面積 795.93m'  

延床面積 1，369 .55m'  

構 造規 模 R C  BI 、2F 、PI

工 期 平 成 |年5月~平成2年4月

愚 寄 駅 J R伊東線伊東駅

撮 影 アラ弁建築写真

“ 自然との融合をめざして "

建物は、伊豆一弘， ｬｩｾＩ ｊ に 程近〈、 ｈ 青れた日には ｩｬｩ 万

にお士山を望むことのできる分譲{ 扶養地内に位粧

している 。

世の中のリゾートブーム ・企業のリクルート対策

を横 11先みした C 1 ブームに乗せられ、ホテル並み

の設やili を務えた都会的な研修所 ・イ扶養所が林立し

てゆく 中て r保養』という原点に立ち戻り、都会

の ｬ 喧騒から逃れ安らかに ｬ 時を過ごすた めの ｾｬ ｩｊ ｊ づ

くりを試みた往物である 。

周囲の盟かな自然関境との接し方を 、①速訟とし

てi挑める自然 ②近最として真近に感じる自然

③只中で体験する自然、 と段階的にとらえ、それ

ぞれの接し方を意識した建築 ・植栽計画としてい

る。配fE計画としては、 仁字型 ( 半囲い伺 ) 配置

とすることにより、分譲保養地内 の道路 ・隣地に

対して防御する一方、緑豊か な自然 をプライベイ

トl カーデンとして 中庭に 取り込んでいる 。 断而的

にも、敷地のレベル差を うまく利用する等、自然

のコンテ 7 ストを生かした配置計画としている 。

プランニング的には、パブリ y ク ・プライベイト

を明隊にゾーニング分けした上て¥宿泊室 ・研修

室等の建築空間構成要素が外観上 それぞれの単位

として識別できるようにホロン的に取り扱 って い

る。

内 ・外装の仕上材料は、装飾的要素 ・人工的材料

をなるべく illi け自然的な材料を多く用い ることに

より 、人工作J なものに 取り固まれた日 '市生活ーから

縦れ、本来の I当分を取 り戻す こと のできる応i .t-_rr に

反れるように心掛けた 。

( 栗山茂樹/ 清水建設名古屋支 j市)
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濃飛ニッセイヒ、ル

設計監理 清水建設名 古屋支庖

施 工 清水・鹿島 ・大日本土木建設共同企業体

所 在 地 岐 阜 県 岐 阜 市 橋 本 町2丁目 8番 地

敷地面積 3，039.530m'  

建築面積 1  ，888.  1  54 m'  

延床面積 1  8  ， 904 .  77 1  m'  

情造規模 S、( 一部SRC) 、81、15F、PI

工 期 昭 和63年 12月 一平成2年7月

愚 寄 駅 J R東海道本線 岐阜駅

撮 影 SS名 古 屋

78 控 集 と社 会 / 1992年 3 月号
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都市環境に寄与する公開空地

新 し い 街づく リを目指し、 J R岐阜駅北口再開発

と貨物ターミナル跡地である香前地区開発を綴極

的に推進している岐阜市て¥その駅前再開発区域

に隣接し香| 泊地区の入口となる敷地に、それぞれ

の先駆として、計画と一体とな った質の高い建物

を計画した 。角地の敷地特性を生かし建物を 45・振

って配置することにより、 三角 形の主広場を持つ

緑泣かな公開 ｾｪ 也を設け 自 Ｑ Ｑ 市環境に寄与すること

を目指した 。

都市景観へのインパクト

街の新しいランドマークとして 、かつ香蘭地 区 へ

のアーバンゲートとしての意味を合わせ持った高

習の建物を目指した 。時 代の 流行に流されること

なく、いつまでも存在感の ある外観を意図し 、公

開 ｾｪ 也に面して、ピル の エ ントランスと なる大き

なアーチを設け、外観を特色づけている 。

また、高層 棟 のコー ナ一昔11と、公関空地はライト

ア ッ プ され、 ｾＯｊｦｩ 司や、長良 川 の 花火等、観光都市

岐阜市の夜に色どりを 添えるべく 、計画した 。

インテリジエントとアメニティー

当建物は低層と高層と異な った機能を持つ複合ビ

ルとして計画した 。

低 ｪ 習にはフィ ッ トネスクラブ、公限 ｊｾｪ 也 からカス

ケードに添 って アプローチする 地 下飲食ｲＮ Ｕｾ ｩｉ￬、ク

リニ y ク等ーがあり、 4 階から 14階までをインテリ

ジェン トオ フィス とし、 151塘を、貸会議室フ ロア

ーとし、さまざまなテナ ン ト要求に対応できるよ

うに計画した 。

機能め複合化と緑 ＲＲ かな公 ｼ 日 ｊ ｾｪ也 により、質の高

い快適なオフィス環境の創出 を目指した 。

(冨士新王/ 清水建設名古屋支庖 )

ヱ ントランスホール サンクンガーデン
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コスモ栄ビル
④ 

設計施工 鴻池組名 古屋支庖

l '皆平面 図 1:  500 
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当ピ ルの立地は、名古屋市中区栄三丁目で、市I * J

でも有数な商業、ビジネス、文化の中心的地域に

位置している 。 また、当ビルが而する南大津通リ

沿道は、近年商庖街振興組合 「ピュ ア0

2

J をキャ

y チフレース・に、美しい都市長観づく りを俄進し

ている I也区でもある 。 このよ うな! と、まれたロケー

ンヨン のもとで、コスモ証券名古屋支 l古の 旧脂舗

を解体した跡地に、インテリ ジェン ト対応盟 の賃

貸オフィスビルを提案した 。

設計上特に配慮した去は、第ーに、ビルのフ ァサ

ードは高性能反射ガラスとパ ックマリオ ンタイ プ

のアルミカーテンウオールによるン ンプルである

が、大胆なイン パ クトを与える念、Itfi と、周墜苦11に

は逆に天然素材特有のソフトなテクスチ ュアのバ

ーナー仕上花街l 石による構成を提案し、ハイセ ン

スな町並みにマ ッチしたデザイ ンとした 。

第二に、一階ピ ロテ ィのアプローチ計画である 。

当ピルのキ ーテナ ン トであるコスモ証券と 、その

他基準階のテナント事務所への共用 エ ン トランス 、

地下テ ナントへの専用アプローチ、さらには、ピ

ル共用の駐車場の入出庫アプローチを、道路に面

した 15mの間口に、各動紛i を機能而て¥安全にかつ

明快に配置し、調和のとれたデザイ ンとした 。

また第三に、機造計画上の特徴としては、 全面道

路境界から地上二階部分までは2. 5mセ ッ トパッ

クし、貸室内はフレキシプルな利用が図れるため

の無柱空間と、梁型が出な いフラットな天井面を

破保、 トータ ルで建物躯体の軽量化 を図 った。

また、ピルの省エネ及び管理商から のニーズ も重

要なポイントであり、二方向i ! l Hi ルー トの確保は

もとより 、ヒ。ル全体の不燃化と、各テナ ン ト出入

口での カードロ y ク方式による機械答備が採用さ

れた 。

これにより防災面及びセキ ュ リテ ィーの直l でも充

分な配慮. がなされ 、ハード及びソフト! i 1ij 而から、

設計コンセプトである良好な執務空間を持 った情

報化対応未来指向型ビルが誕生した 。

( 加藤{ 圭三/ 鴻池組名古屋支庖)

所在地名古屋市中区栄三丁目 704ーl

敷地面積 630 .24m'  

建築面積 554. 38m' 

延床面積 5，477. 27 附

構造規模 5 R C、B2 F、9F、PI

工 期 平 成 元 年 11 月一平成3年2月

最 寄 駅 名古屋市営地下鉄東山線栄駅

撮 影 55名古屋

81 



凡例 a 所在地 b  敷地面積 c  建築面積 d . 延床間航 e .  f . Vi 造規模 I  工 ｊ ｾｉ g  最 寄 駅

-----
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豊 川 社 会 保 険 事 務 所 斤 舎

設 計・伊藤建築設計事務所

施 工 . 浅，召組

a  : y1: 知県盟川市金 屋町 32番地

b.  1，025 .  42m'  

c .  498. 76m'  

d .  961.73m'  

e .  RC、 2 F 、他

f.  1990年 10月ー1991年 3 月

g . 名鉄稲荷口駅

岐 阜 銀 行 岐 南 支 庖

設 計 : 伊藤建築設計事務所

施 工 . 岐南興業

a  岐阜県羽島郡岐南 町八世1] 1- 18、 19

b .  1，582.  50m'  

c .  430. 80m'  

d .  576. 76m'  

e .  RC、 2 F

f .  1991年 5 月- 1991年 II 月

g. 名鉄名 古屋本線岐南駅

北 伊 勢 信 用 金 庫 川 越 支 庖

設 計 : 伊藤建築設計事務所

施 工・中村組

a . 三 重 県三重君11川越町 大字高松字 天神 30ーl

b.  1，096 . 50m'  

C .  292. 26m'  

d  .  251. 92m'  

e .  S 、一 部R C、平 家主主

f.  1991年 6 月- 1991年 11月

g . 近鉄名古屋線白洲原駅

愛 知 銀 行 荒 尾 支 庖

設 計 ・ 伊 線 建 築 設 計 事 務 所

施 工 . 矢野建設

a . 愛知県 東海市荒尾町 恵 毛66- 1 他

b .  1，280.  79m'  

c .  410. 45m'  

d .  751.96m'  

e .  RC 、 2 F

f .  1991年 6 月- 1991年 11 月

g . 名鉄河和紙l要員楽図

白 馬 47スキー場ベースセンターレストハウス『アリス」

設 計 : 伊 藤 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : 熊谷 組

a  長野県北安曇郡白馬村大字神城字南/ 沢27539 他1501' ・4

b .  1，288 ，066 .00m'  

C .  716. 8701'  

d .  1，081. 8901'  

e .  S 、一 部 RC、 2 F

f .  1991年 7 月 - 1991年 11 月

ι J R大糸線 白馬駅



座 談 会

建 築 と デ ザ イ ン

出耶者

伊 藤 和 子

( 中苦11 日本放送アナウ ンス音11早'1-任部長)

河 港 信 行

(名古屋市建築局営繕部長)

寺 本 英 一

( 鴻池組名古屋支庖営業総括部長)

森 口 雅 文

( 伊藤建築設計事務所取締役設計監理総括)

司 会

中 島

(愛知工業大学教授、本会東海支部長)

と き

平成 4年 l 月28 日 ( 火) 18 ・00- 19: 20

ところ

ホテルライオ ンズプラザ名古屋会議室

座談会風景左より伊藤、森口、中島 (司会) 、河溢、寺本の諸氏

司会( 中島) 建築をつくるということは、なんといいましても

ヴトルビュースの思想の中などでは、ただひたすら建築を富J j るだけ

でなくて、まちをつくる、機械をつくる、時計までつくるんだ。 む

ろん機械をつくるのも建築家の役割だと、この様なことを 言っ てお

ります。 しかし、現代ではそんな広範囲のものまてω建築家が携わる

わけにもまいりません。社会的な組織とか、ある いは社会の要望と

いうものが非常に複雑多岐にわた ってきました 。個人の住宅から大

きくは公共建築、公共施設、都市の建設までかかわ っているなかで

非常に専門分化 をしてきたわけです。 そういう中で、それぞれ専門

を生かしながらも、目標というものは終局的にはまちをつく ってい

くということでありまして、よく言われますが、国民の生命と健康

と財産を保殺することによ って楽し い生活空間をつく っていくとい

うことがねらいの中に入 っております。今日はそうい ったことで、

とくに、建築とデザイン砂についていろいろとお話を拝聴いたした

いと思 っております。

まず最初に建築のイメージということですが、我々には幼ない頃

から現在まで、建築の中にい ろんな 面で肌で感じ、 直接 目で見て感

じてきたものがあると思います。幼ない H寺に感じておられた建築の

イメージ、住宅を含めて、現在に至るまでの経過のなかで、あるい

はイメージが変わ ってきたかもしれませんが、お一言っーつお願いし

たいと思います。

伊 藤 私は建築というものに興味を持 ったのは非常に遅い ん で

す。最近10年ほど、ラジオ ・テレビで住宅関係 ・建築関係の番組を

担当しまして、最初はただアナウンサーとしての関わりだ ったんで

す が、 もしかしたら、建物、町を含めた、建築という 言葉で表現さ

れるものは、人聞が生きていくうえで一番大切なものではないかと

思 うようにな りました。子供の教育から、食生活、人間関係、もち

ろん健康管理も含めて、これをいい力[1減にしておくとだめだと思い

ます。ついこの間もある庄屋さんの古い民家を見学したんですが、

その家では陽の当たる方はお客さまや公の場で、家族の暮らしの場

はというと、図面の上でも哀しいくらい小 さくて悪い場所にこちょ

こち ょとしかあ りません。 よくあれで昔、たくさんの子供を育てた

なあと思う位の住環境だ ったわけです。 10数年前まではこのような

ことには無関心だ ったわけです。 まだまだ勉強していかなければな

らないことばかりです。

幼 な い 頃 の 建 築 の イ ー ジ

森口 幼ない頃から今までの建築のイ メージとい うのは 、私なり

に考えてみた んですが、まず、自分の育っ た家がモ ノク ロ映画の機

に浮んできます。私は京都の出身でして、父の仕事の関係で二条城

のすぐ東側の友禅の職人さんがたくさん住んでいる、いわゆる職人

処で育ちました。 間口が 5 問、奥行20聞という典型的な京都の町家

で、うなぎの寝床ともいわれています。界壁はそれぞれに あ ります

が、わずか 2 - 3 寸 ( 6 - 9  c m) のすき 間ぐらいしかない。f昔家の

住まいだと界壁は一重という 。 そういうところで育ちました。 当然

そういう細長い家 ですから、通j氏や採光をはかるためには中庭は欠

かせないものでして、私の家でも大ノl、三つの光庭がありました 。 で

すから建築手法として教わ ったコートハウスなど格別感概をもたな
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かった記憶があります。表から裏庭まで通じた小屋組が露出したそ

の奥に天窓をもった通り庭も特徴の一つです。 といった自分の育っ

た家、木造の家というのがまずーっあリます。つぎにその頃は建築

として意識したわけではないですが、たまたま中学校 ・高等学校は

同志社へ行 ったものですから、中学生にな って初めて本格的なレン

ガ造の建築との出会いがあります。今では国の重要文化財に指定さ

れている、彰栄館と礼拝堂でレンガ造としては著名な建物です。小

学校の校舎は当 11寺ではめずらしい鉄筋コンクリー卜 造でしたが、レ

ンカ造のもつ温かさに不思議と 心のやすらさを覚えた ことが思い出

されます。話がそれますが当然、レンガ造だと本式の定礎石がある

わけです。何故か玄関脇の白い御影の定礎石が印象的でした。それ

から彰栄館に関しでもう一つ、私の中学生の頃といえば、どんどん

学生数が増えたものですから、キャンパスの増改築が盛んでした。

この彰栄館にも増築という話があ って 、親たちの寄付 で増築が実現

しました。 レンヵー造の彰栄館にく っつけて鉄筋コンクリート造で増

築されました 。今なら考えられない手法ですが、そのときのショ y

ク、というのは今だに思い出されますが、鉄筋コンクリー卜造の校

舎としては、当時としては上等なタイルが張ってあったと思うんで

す。 また、中は l明るく、雌かに使い易くはなったわけですが、木に

竹を継いだとい うか、似てはいますが全く異質のものをく っつけて

建築されたというのがそのときの印象でした。 その頃はまたー特別に

建築に関心があ った訳ではありませんが、子供心に強いショックを

受けた記憶ヵ、あります。 それが二つ白です。

それからもう一つ、これは先の二つのこととは全然違う話ですが、

かれこれもう 10数年たちますが、それまでにも病院は少しは手がけ

てはいましたが、精神病院の設計をはじめて依頼されまして、初め

て古い病棟を案内してもら った時に見聞きした世界の印象です。 身

体の不自由な方のことも含めまして、病院というものは判っていた

つもりでいましたけれども、神経に障害をも った人だけが{ 変われる

焔設というのは造 ったことがなか った。 こういう人たちを快適に住

まわせて、介護してあけ、るための施設をとうや ってつく ったらいい

のか。 とまどいというか、わからなくな ったというか、おおげさで

すがそのショ y クから立直るのに一週間ぐらいかかった ことがあり

ます。 あまり脈絡のない断片的な話ですが、建築のイメージと言わ

れた 11寺に、浮かんだことはこの三つの事柄です。

住 宅 に 始 ま り 住 宅 に 戻 る

j可遺 彩、の場合、 H寺代別に分けた方がよ ろしいかと思いま す。 ち

ょうど夜、の生まれたのが昭和 1 ケタの最後ですから、建物に関して

は、まずわが家、それから教育の場も非常に恵まれていなかったと

いう背景がごさいます。親父の職業の関連で転々としていったとい

うこともあり、住まいに対してはいい家に住みたいという願望があ

りました。借家住まいみたいなかたちで転々としていたということ

もあり、ハイレベルでなくて、低い方の住宅て、幼少のころを過して

きたということです。 ですから大きな家に対する憧れというものカ、

ありました。私は生まれたのが愛知県の渥美半島ですが、まず最初

に物心がついたのが満州、現在では中国の東北地方といいますか、

新京 (現在の長春) と奉天 (現在の藩陽) の中間あたり の小さい都
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河逓信行

1935年 愛 知 県 に 生まれる

1957年 名古屋工業大学建築学科卒業

1957年 名古屋市役所建築部に奉職

1980年目。名古屋市住宅管理公社西部事

務所所長

1983年 制 名 古 屋 市 住 宅 供 給 公 社 技 術 部

長

1985年 建 築 局 営 繕 部 営 繕 課 長

1989年 建築局営繕部長、現在に玉三る 。

市に父が軍人だ った関係で住んでいました。 その寒冷地における建

物と 、それから駅舎です。 この三つぐらいが強烈な印象として残 っ

ております。 それから、ときには父に連られて行った、暗いイメー

ジの木造 2 階建ての兵舎、あれは非常に怖いという感じ、恐ろしい

イメージが今でも残 っております。

昭和16年に戦争が始ま ったわ けですが、最初] の校舎は鉄筋コンク

リート造りだ ったんです。 それからが木造ばかりでした。

実は大きな建物を見たというのは余りないんですが、私の記憶の

なかには大きな城に父に連られて行 った党えがある稜j変です。

夜、は名古屋城の焼けない前の姿は全然知らないわけです。大学へ

入ってから城戸先生から話を聞きながら、日本の木造の古代建築に

ますます興味が引かれて行き、ゼミの方も従って、古い民家の研究

をということで城戸先生の指導のもとにやらさしていただきまし

fこ。

縁あって名古屋市へ入りましたが、職場での話ですが、その頃こ

存じのとおり名古屋では学校の大部分が戦災で焼けてしま って教室

が足らない。 それから校舎が木造から鉄筋コンクリート造に変わる

時ですから、とにかく教室を確保するのが目的でした。その当時、

仕事をやりながら僕は疑問に思 っておりまして、とにかく外壁は、

現在見られるような仕上げではなくて、モルタルを 塗る 。 モルタル

を塗 ってその上に櫛目号 |き仕上をしていました。 これは、後でもう

一度仕上げをかけ 易いように 凹凸をつけます。それを標準で決めた

んですが、その術自引仕上についてお互いに競争です。 この櫛目を

いかにきれいに引くかと、当時ほとんどモルタル仕上げばかりで、

頑丈な機能本位ということです。昭和30年代を過ぎ、 40年代の後半

頃から景観の問題が出始めまして、現代の学校建築になって来たわ

けです。私にと って 、建物が幼少の頃の非常に強い H音いイメージと、

そして外国に対する憧れが潜在的にありました。 しかし一方木造に

対する憧れは大学時代のゼミて‘ 勉強したことに影響があ ったのでし

ょう 、あとの寺院建築に対する憧れも、そういう原点からくるのか

も知れません。 この様な次第で、私の幼少時代の建築のイメ ジの

中に、有名な建築物の実物としての想い出はなく 、ほとんどが大学

へ入ってからの想、い 出になります。

寺本 お話を聞いていますと、皆さん自分の家から建築のイメー

ジがスタートということですが、これは私の場合も全く一緒です。

小学生の時、昭和20年代の後半にあたりますが住宅事情は非常に惑

うございました。 ささほどのお話のようにいい家があると 、あ、い



いなということになるわけです。それを夏休みの自由作品のときに、

小学校 4 年生の時から、毎年のように模型を作っていました。夢の

実現と 言 うのでしょうか、住宅の模型作りに熱中いたしておりまし

た。これがどうも建築に携わ ったスタートのようです。

それから中学生、高校生の時期は建築に対して空白の時期があり

ました。 そして大学で専門教育を受け、社会に入って実務経験をい

たしました。実務の中でいろいろな用途のものを経験させていただ

き、オフィス、病院、工場、特殊なものでは寺院建築も随分手がけ

ました。

そうした実務経験を振り返って見ますと、住宅が一番取りっき易

いけど一番難しい という印象が強いですね。 これは設計の場合も、

施工の場合も一緒じゃないかと思い ます。「住宅に 始ま って、また住

宅に戻る 」という言葉がございます。私の場合、小学校時代の模型

から始ま って、そして実務経験の中で住宅が建築の一番の基本じゃ

ないかというイメージをも っております。

環 境 と 建 築
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司会 いろいろ建築のイメージというのがありますが、構造素材

としては木造から鉄筋コンクリート、レンガ造という話がありまし

た。そういったものに固まれた建築空間のなかで、いろいろなこと

の想い出があって、じゃ現在、そしてこれからの建築というのはど

うだろうかという ことをそれぞれお感じにな ってい ったように思い

ます。

ところで、わが国の経済の高度成長が叫ばれてきたのが昭和30年

代ですね。30年代には住宅公団、現在の住宅 ・都市整備公団が出来

ました。 そして大都市における住宅の不足している地域に、耐火性

能 を持つ住宅が大量に集団的に建てられたわけです。 ちょうどその

頃大都市には経済の高度成長という意味で、いろんな会社、事業所

が建てられ、農村地帯、地方か らたくさんの人が集ま ってきたわけ

です。

そして 10年経ちますと、今度はそういう人たちが結婚し大都市

あるいはその周辺に住みつくわけですが、そこで核家族という居住

形態が出きてきます。 そうしますと、急遜、その人たちの住宅を建

てなければならない。ということで、今までは都市を計画する場合、

土木的な発想で、まず道路をつくるとか、あるいは排水路を付ける

とか、塵挨処理場を設置するとか、ということであ ったんですが、

建築家は居住空間をつくるために住宅団地、ダンチという新しい言

葉を創りだしてきたわけです。

ょうやく建築という生活環境を中心とし たまちづくりが注目さ

れ、また実施されてきました。 これが昭和30年代というわけです。

一方、明つくる。 ことが一番いいんだ、善だとい うことで建設に努

力してきたわけですが、実は残念ながら、そこに都市の公害問題一

一大気汚染、河川の汚濁、騒音 、交通問題などが出てまいりま

した。はたと考えてそれでいいんだろうか、反省の声が出てきたの

が昭和30年代から 40年代にかけてということですが、そこで自然環

境を破壊するとか、都市の環境というものに対して注目きれてきた

わけです。現在の都市の中でも混乱の状態のところがありますが、

何かしら住んでいますと、それはそれなりの意味があるように思 う

んです。

そこでさきほどからのお話の中に個々の建築物についてのお話を

イメージとして伺 ったわけですが、個々の住宅なら建築などが、集

まってきますと都市を形成するわけです。 その辺のところについて

環境と建築の現況ということでお話を承りたいんですが。

、広いグカ主、臼いか l こ

j可漫 環境、自然環境をどうとらえるかというのが非常に難しい

んじゃないかと思います。 まず名古屋を例にとりますと、私は名古

屋の行政エリアしか仕事カ古出来ない。一部市外にある市の施設もあ

るわけですが、われわれ建築の技術者はどうしても初めは建物、個

体の部分のデザインとか、そういうものを制約された中で機能も充

実させ、デザインも納得できるものをと思いますが非常に難しい面

もあります。 これは後の景観の話とも絡めていくような形になると

思いますが、名古屋の場合よく言われてきましたのが、地勢、地形

が非常に平担なところで、京者sに比べると 山もない、 川 もなし、。 あ

る人が、広い H と言 ったのがれ白し、 H と開こえたというふうにいわ

れたりもするんですが。( 笑い) そういうイメージが名古屋におい

ては強いわけです。私も遅まきながら昨年ヨーロ ッパへはじめて行

きましたが、西ヨーロ y ノマの国は言うまでもなく、山も少ないし、

平担部が多いところです。 パ リにしてもウ ィーンにしても、そこは

そこで、分 ったことは、この日本は地震があり、台風がある 。大き

な石はないが木はある。 ヨーロ ツノマでも結局は木はたくさんあるん

です。石もある 。 しかし キ艮本的に違うのは 地震がほとんどないとい

うこと 。風土ということから考えてい って、非常に平担なところで

すが、大きな政治、行政のカでまちづくりというのも網の目をかけ

られてしま って、それに対して市民が、それを柔軟に受け入れる 。

それに比べて日本は素材として木を用いさるを 得なか った。明治に

入 って、西洋と同じ組積造 ( レンガ造り ) が始 まりま したが、これ

は関東大震災でその欠点が暴露された。次にコンクリートが万能か

といいますと、コンクリートの寿命も怪しくなってきて、最近見直

しが始められた。 これからが結論ですが、人聞がある程度自然の中

に融け込むのか、また自然がそれを拒絶するのか、その辺のとこ ろ

に非常に難しい面があるわけです。 まちづくりの中で人工的な自然

自由通路から増殖した J R金山、名鉄金山駅の総合釈
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をつくりながら出来るだけ緑を残すというんですが、ある程度やむ

を得= ないこともあります。 これをどの辺でバラ ンスをと り、調和 を

保 った建物を生み 出すか、 これが公共建築における建築技術者の一

つの大事な使命じゃないかと恩います。もう一つ突 っ込んで言いま

すと予算の枠がありますから、そうデラ y クスなものも 出来ません。

建物の種類も公共性ということが非常に強〈叫ばれています。その

中では抑えられた形がどうし ても出て くるということがあるわけで

す。 そうした中 でも最近の名古屋のまちは、 非常に美しくな ったと

思います。 その反面、清潔きが ヨーロ ッノマの都市にはあります。 こ

のあ たりが大きな違い じゃないでしょうか。

ヨーロ y パと 同 じなのは、近代建築はどちらも一緒ですから、い

かにしてそれとミ ックスしながら都市の美しさを形成するか。それ

が 自然とどうかかわり合 って行 くのか、そし てまた、 どこから自然

になるのか、正直にいいますとその区別が重要なところなのですが

まだできません。勉強中 であるというのが現実です。

伊 蔵 私、今のお話で? 可透きんがお っしゃ った、 「どうも建築技術

者は個体でまちを考える J。ここに建築 とか、デザイン、都市を構成

するものの一番大きな問題点があるのではないかと思います。先日、

郡上八幡へ取材に行ってまいりましたが、ああいうノトさな 山間の町

でも本当の自然というのはないんですね。 なぜかというと電柱が立

ってい ますし、舗装道路やハイ ウェーが風景の 中に 存在するのです。

所設、人間の手が入るんだったら、みんなが真剣にな って、残す部

分と、これからつくる部分について考える 。それもひとつ、例えば、

橋だけを考えてはだめなんで、この山はこうだから、この橋はこう

いう風にと、全体の コーディネートというんですか、 これを大切に

しなければと思います。 これか らは一軒、家を建てる H寺は、自分の

お隣りには何があって、後にはどういうものがあ って、これは大切

にしなければというところを意識していかないといけないんじゃな

いでしょうか。そういう認識度のようなものは外国の方が高いんで

すね。

一 体 、 自 然 と は 何 か ?

司 会 ヨーロ ッパへ行 った時、 一番最初にヨ ー ロッバへ来たなと

感ずるのは道路の石畳の上を歩いた時です。あの石の感触、これは

日本と違 ったものです。 それから、道路の両側に建ち並ぶ建物、固

いという感触もさる ことながら、石がまち をつくる 構成素材として

の基本になりまして、固いものはなかなか改造できない。壊すこと

が困難だ。 ですから非常に幾何学的な、言命理的な、形態的なものを

まず計画して、それに合わせて創ってきたのだと考えます。例え ば

チェコスロノイキアのプラハなんかでも特にそうです。 ボールド川を

うま く生かしまして、 そして雨宿り の空間も あ りますが、橋と 川の

水の流れと、橋のたもとの橋頭盤をランドマークにして、その左右

に建っている建物を一体に形成しているところに非常に共鳴すると

ころがあるんですが、日本の場合は、所詮、儒教だとか仏教の精神

があ りますか ら、 現世と いうのは仮の宿である、ですから建て替え

ることによって、まちの、あるいは建物の永遠を請い願うわけです。

ヨーロ ッパの石造 り、レンガ造りは、そ のものの 中に生命を入れ

るならば、インテリアに重点を変えているんじゃないだろうかとい

86  

司 会 中 島 一

う気がしてならないんです。 ですから、まちづくりの手法というの

は、そうとう 日本 と違っているということは、事実のように思うん

です。

森口 今の自然環境と都市環境というお話の 中で、話を難しくす

るつもりはありませんが、一体自然というのは何なんでしょうね。

例え ば京都なんかでも、 神社仏閣と いうのは、今でこそ朽ち果てて、

塗装ははがれて木の地肌が出て、まわりの緑になじんでいる様に恩

われますが、金色の金閣寺や平安神宮の社殿にみられる様にもとは

ギンギラギンだ ったはずです。果たして、ああいうものを今建築し

たとき 人は何と いうか、「自然」というでしょうか。環境を破壊した

といわないでしょうか。建築行為そのものがどういう意味があ った

かというのは 、ちょっと今日の議論から外すことにして、さきほど

の伊藤さんの話じゃないですが、自然を守ろうとかいう時に、一体

自然というのはどういうふうに考えたらいいんでしょうか。

河遁 私がささほど言いたか ったのは、そこら辺の自然とは一体

何だったかと、人聞が手を入れないのが自然なのか、どこまで手を

入れていいのか、その辺の兼ね合いが非常に難しいなあというのが

実感なんです。 さきほど伊藤さんからご発言がありましたし、中島

先生はヨーロ y パの石畳ということをいわれました。 しかし道路の

仕上げは名古屋の方がはるかにきれいです。外国は、素材の仕上げ

等を見ると 非常に荒っぽくて、日本的な感覚からいくと調子はよく

ないんですが、しかしコモンスペースは草が生えていない。刈 るべ

きものは刈ってある 。特に住宅関係の所、日 本で 言えば市営住宅レ

ベルの所を 見学しました。 カッセルの町で、そこは兵舎の跡だとい

うことですが、やはり電柱がないのはすごくいいですね。 もう一つ

は広告が一切ないですね。だから自然が美しい、それが逆に自然、を

引き立てている。 とにかく自分たちで農耕作をや っている。 これは

自然ではないと僕は思うんですが、それが、うまく麦畑と遠景に繋

がっているなだらかな丘陵とがミ ックスしています。

または農耕民族と騎馬民族の違いというものもあるのではないか

なと思いました。 どの国を回りましても、建物の外部についての、

いわゆる道路など公共的な部分に面するところは個人の家と言えど

も、一切自由にならず、個人の自由意思で行えるのは、表札だけで

す。 日本で、名古屋でそのようなことをやれば、えらいことになり

ます。( 笑い) その辺が公のカでも って御していける 。 またそれに

対して市民が受け入れる心が昔から養われているのか、騎馬民族の

特性じゃないか。 ある一つの命令でどんと行かなければならない。



農耕民族は自 分 たちで田畑を持 って おれば生活できる 。 これは飛躍

しすぎた話かも知れませんが、そういう東洋人と西洋人の生活がそ

こら辺からも出てきているのがまちづくりにも出てきたんじゃない

かと思 っています。

寺本 確かに歴史の違い、文化の違いは感じます。それは建築に

関係する法律のできる過程から違 っています。都市計画法について

言えば、アメ リカでは 1900年ごろ制定されましたが、これは町全体

をきれいにしようという市民運動がまず起り、それを行政が手助け

して出来たと聞いています。 日本ではそれから遅れること 20年、

正 8 年に制定されましたが、どちらかと言うとお上が作り上げたと

言わざるを得ません。つまり法律のできた過程はアメリカでは市民

主導型、日本では行政主導型だと思います。

でも、行政主導型が悪いと言う訳でもありません。建築と環境を

考えた時に、私は行政が果たしてきた役割というのは非常に大きい

んじゃないかと思い ます。例えば昭和40年代後半から始まりました

線引、市街化区域と市街化調整区域の色分けですが、スプロール化

防止には大きく貢献したと思います。

また、公害の親王とも言われた工場も、工場立地法で基準が定め

られました。 そうすると新しい工場では周辺に緑地帯が設けられ、

今までのイメージとは違 った工場が出来ています。

一方、都心では総合設計制度を利用したビルが目立つ様になりま

した。名古屋の中心部にも見受けられます。 そこには公関空地が設

けられ、緑があり、水がありと 言 うことで何となく、やわらいだ雰

囲気があります。小さなこと ですが人工的に自然を取り戻すという

点で効果があるのではないでしょうか。

「光」と「風」の中で暮 らせるか

司会 今の 「自然j というのはなんでしょうか、農耕民族は水田

を作っていきます。濯概用水路をつくるわけです。 それは自然を破

壊しているんです。 しかしところが、今私どもの目には、心が和む

ような風景を展開しているわけなんですね。緑が多いから自然があ

るとは、それを直ちに結びつけたくないんです。やはり緑があると

いうことは心が和むとか、あるいは緑の鮮やかさということによ っ

て、われわれの心が安まるような雰囲気が作られていくということ

だと思うんです。ですから自然環境というのは、われわれにどうい

う雰囲気だとか、あるいは感じを与えるかというところに何か意味

があります。 ですから建築物をどんどんつく ってもらった って、人

の心を打つような状態のものにも ってし、〈、これが環境であ って、

それが例えば、新鮮な杢気、輝く太陽だとか緑と、ル ・コルビ ユジ

エが言 っていますが、そうい ったものが適度に混ざって こそ、いわ

ゆる調和してこそ本当の自然じゃないでしょうか。人工的につ くっ

たもの、そのものが自然ではないということは言えないと思います

ね。

伊議 私は、名古屋市がグリーン ・シティーをさかんに唱えてい

たころ、市の広報番組を担当させていただきました。そのころ、つ

くられたものだと思いますが、ただテレビ塔の下に小川が流れてい

て、木が植わ っているから「自然」だとはこの際考えたくないんで

す。今、河j金さんが人工的自然というような言葉を使われました。

伊藤和子

愛知県半田市に生まれる

1958年 奈良女子大学文学部国時国文学

科卒業

1958年 中部臼本紋送 (CBC放送) 入社

現在は、同放送アナウ ンス部専

任部長

この間. 名古屋市広報 「名古

屋ウィ 7

'

) - J ，テレビ rCBC

家づくリ百科J は1981一一 1991. 9  

にわたり 500[画出演. 月ー金地固

めi且5 目、愛工大の中島教授に

インタビュー形式で建 築の穏を

聞 くラジオ 「ライ 7 スケ y チ」

は1979- 現在なお継続中.

名古屋市地域住宅計画策定検

討委貝、豊田市都市景観響機会

委只などを自主任.

森口さんが自然に対する疑問を投げかけられたんですが、私はいわ

ゆる深山幽谷の中では現代人は生きられないと思います。

それで、この場合の自然の環境というのは、どこまで自然の「光」

と一緒に暮らせるか、どこまで空調などを使わないで「風J を感じ

て生活できるか、そのようなことも含めた自然というふうに考えて

みたいなと思うんです。 さっきも田舎にも電柱があ って、ハイウェ

ーが通っていることをお話しました。確かに自然破壊なんですよね。

その意味では、自然が沢山残っている環境とに分けられます。 その

何れにしても、いい環境とはなんだろう 。 いい風景をつくるために

はどうしたらいいんだろう 。 こういう発想になる んです。

ヨーロ ッパの街でひとつ象徴的に感 じましたのは、家の窓を 外を

通る人のために飾るという習慣があるということです。 日本にはあ

りません。 ヨーロ ッパでは実にきれいに飾られており、これが家や

町を考える根底にあるのです。

環境という、むしろ自然とか都市とかというだけではなく、自分

の家だけでなく、そのまわ りすべての環境とい う面から考えていく

必要があるんじゃないかなというふうに思います。

司会 そうい った都市の環境の中で、いい環境をつくるというこ

とはだれしも共通の願いですが、それならば、そこにある建築の形

態と色彩はどういうふうに考えてい ったらいいのでしょうか。

森口 去年 2 週間ばかりスコ y トランドの田舎へ行ってきたんで

す。エジンパラから 北。やはり一番気にな ったというか、感心した

のは、石畳のよさは別にして、や っぱり電柱なんです。電柱と看板、

看板はあることはあるんですが、7 . J 1 j に色がいいとかということでな

くて 、なんとな くほほえ ましい感じなんです。 もっとも 7 クドナル

ドのそれは別でしたが、日本の街の中の看板というと、これでもか、

これでもかと、何か乗り遅れまいとして。 あれは気やすめだと思う

んです。特に金融機関の看板なんかすごいでしょう (笑い)。 それか

ら郊外は別として街中に電柱がみあたらなかったということです。

最近、名 古屋でも栄地区や四ツ谷通りで電柱がなくなりましたね。

全然、景色が変わりましたね。別に国民性を論ずるつもりはありませ

んが、日本の場合は電気を普及させようと思ったら、とにかく一番

安くて早い方法て・や ってしま った感があります。恐らくあのスコ ッ

トランドの田舎でも地下の埋設ケーブルというとお金もかかるし時

間もかかると思うんです。 それでも少し時間がかか っても、そうや

ってやろうじゃないかと考えてやったんでないかと思うんですが。

その辺に日本人のもののっくり方と、景観というのは大いに関係す
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るんじゃないかと思います。

高 速 道 路 に は 勝 て な い

森口 今、建築と景観についてのお話しですが、私は日本の景観

を悪くしているのは橋梁や高速道路などの土木工作物ではないかと

思います。 いくら建築が自己王張しでも、あれだけのボリュウムに

はとても勝てません。名古屋市も都市高速がありますが、いくら真

下に遊園地をつく っていただいて、木を植えてもら っても、根本的

な解決とはし、えません。聞 くと ころによると、その工法は工区毎に

工事費で決まるそうですね。 もちろん地盤の情況などによりその工

法が変わるのはやむを得んとしても景観を配慮したとは考えにく

い。 いくら名古屋市が街路灯のきれいなのを計画してもら っても、

あれの下ではいくらやっても 、勝てないと思います。 もちろん瀬戸

大橋の様に特に景勝の地に建設される工作物などは、工法とか力学

的な裏付けにより形や色についても充分考えられている例も見られ

ますが。街の中の景観というのでしたら、建築以上に土木の工作物

に対する配慮、が必要と恩われます。街の景観を考えるなら 、 どうし

ても高速道路を通してはいかんところは 土の中へも ぐらせるとかを

するべきで、工事費や工期だけで決めてはまずいこともあるはずで‘

す。

河塗 確かに日本の電柱の話を考えると、電気が発明されて、使

い始めたのはヨーロ y ノマも日本も多少の差はあります。 そこは日本

以外のところの方たちが多分議論したと思うんです。 で将来的な長

観について、それぞれのコ ンセンサスを得ながら、そして公共投資

をしっかりやられた。税金が高いという話もあることもありますが

…・・。 日本の公共建築では、なかなかこうは行かない。例えばさ っ

きの学校建築の話なんですよ 。営繕行政の私どもが学校を建てると

きに非常に純粋な気持ちの若い頃の時 (今までも持っているつもり

ですが) 、なぜ立派な校舎を一度につ くら ないか疑問に思 っていまし

た。 その理由は、今頃にな ってわかりましたが、一度に何十校と作

らなくても、それを半分にすれば、いい校舎がで与る 。 その間少し

辛棒してもらえばいいんじゃないか。プレハプに入ってもらっても

いいんじゃないか。一ついいものを造りながらやった方がいいじゃ

ないかというのが初め入 ったときの感想だ ったんです。 しかし、こ

れ以上は立場があ ってなかなか言えないところが、わか ってきまし

たのでね( 笑い)。 いち早〈耐火耐震的なものを作ってあげないとい

かんということで、かなり大急ぎで造らなければならなかったとい

うのが最初じゃなか ったかな。 ょうやく神武景気も過ぎ、経済が安

定して、昭和50年に入ってからですね。 日照の問題とかいろんなこ

とがあ って、それを卒業してようやく景観というものを考えなけれ

ばいかん。建物も機能本位とか、本当に戸数だけつくればいいとい

うのは建築ではない。 そういうことに目覚めてきたんじゃないかな

と思うんです。 その辺が今でも、もうちょっと待って もらえるとい

いなあという気がーっと 。 ささほどの高速道路の話ですが、 ヨーロ

ッパを見てきて思 ったのは、鉄道もそうなんですが、 パ りでも確か

に古い、千年の歴史のある街が出来上がった後に鉄道というのが発

明された。 ですから終着駅が全部郊外にあるわけです。街を横切 っ

てというのは全部地下です。 日本は構わずどんとん通 っています。

ああいうところは、だからどうしていいのかな。高速道路を全部地

下にやれば、それはきれいじゃないかな。 フランスのパリなんか見

ても高速道路が苦にならないですね。

司会 では、なぜそうい ったことにな ったのか。現状を否定する

だけじゃなくて、そ ういっ た原因はなんだろうか、その対処の仕方

というのはあると思うんです。例えばスウェーデンのスト ックホル

ムなんか、地盤は岩盤で出来ている街なんです。地下鉄はト ンネル、

岩をくり抜いて走っているんです。 またへルシンキへ行きますと岩

名古屋都心、久屋大通り公園テレビ浴を望む
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のチャペル。街の真ん 中に岩石。氷河時代の岩が残っている 。それ

をくり抜いて教会をつくっている 。 それはそれなりの必然性がある

わけです。では、日本はなぜ高速道路、都市高速が上の方に走って

いるんだろうか。デザインはなんであんなことをやっているか、と

いうふうなことについても、考えないといけませんが、建築も街中

では貧弱なものが多いということも事実ですね。

例えば京都や大阪と 比較しますと、名古屋はただ箱をつくってい

るんじゃないかと言う 人 もいます。 これでいいんだろうか。 なぜそ

うい ったことが現実繰り返し繰り返しつくられているのか。電柱を

立てるということに対して、これは経済的な意味で、つくることに

よって経費を安くして、 他に何かを求めるためにはやむを得なかっ

た時代があったと思うんですが、その辺のところをちょっと掘り下

げてお話を 聞 きたいんですが。

デザ、インとは調和である

伊藤 今日のテー? のデザインという言葉の意味ですが、なんと

なくパリはうまいところに高速道路を通したなという感じです。 こ

れが町のデザインと考えられないでしょうか。私、これはまた飛躍

した論ですが、もしかしたらある時代から、日本人にはまちをちゃ

んとつくろうなどという意識がなくなったんじゃないかと思うので

す。例えば学校の校舎も 、最近いろいろ公共の場に提供するために、

やや装飾物なものをつく ったり、木造も許されたりという特例が出

てきたようですね。私、最近ニュースで読んだのですが、それまで

は校舎というのは一つの規格があって、それでなくちゃいけない、

補助も出ないとか、そういうところにや っぱり日本人の感性みたい

なものの問題があるんじゃないかと思うのです。

今、 日本人の一人ひ とりが、もっとそういう意味のセンスを身に

っけなければならない、センスのある個性を育てるというのは、と

ても長い時聞のかかる ことですが、機能だけを満たせばいいという

まちになってしまったのでは、 面 白くありません。今、 日本のまち

の一つ一つの建物はとてもすばらしいものがあるのですが、そのお

隣りにその大きさや、その高さや、その色を無茶苦茶にするような

ものが並んでしまっています。デザインというのは調和だと思うん

です。予供の頃から、そういう感覚的なものを育てないと 、まちは

育っていきません。最近、女性のインテリアへの関心が高まってい

ます。 こういうと ころにうまくのって、これから、出来るところか

らでいいから 、 自分の住宅を 中心に環境まで関心 をもっていかなく

ちゃいけないんじゃないかと思っているんです。

デザ、インマインドと 子供 の 感 性

河建 私も同感ですが、さきほど伊藤さんがご発言された日本人

は箱庭的な発想、で 、自分の家の 中のデコレーションは非常にすばら

しい 内装、彫物等でデザインする 。 しかし 外側は全部、門 ・塀で仕

切って図ってみたり、外から見えないようにしてしまうと 。外国は

違いますね。郊外の方では一戸建なんかたくさんあるわけですが、

それも非常に低い塀で外から十分見える 。 また団地があ りますと必

スポーツ施設一一 (左) 野球場、 (右) 傾斜屋根をもっ多目的ホール

ず大きなコ モンスペースがある 。結論的に 言えば市街 地へ入ってい

くといろんなデコレーションがある 。外から見て楽しめるようにな

っている 。 ウインドショ ッピングもできる 。

そこで個々の家でも外観に対して非常に無駄になるかしれない

が、自分の家からは見えないけれども、 外から見た場合にどうなる

かということを考えながら、やはり、そういうデザインという家も

考えていく、そういう訓練というか、そういうものを 地道にやって

いくべきじゃないか。これは個人の住宅に対する自分の考えですが。

それから公共の建物ですが、学校に例を取ってしまったんですが、

最近ではそういうことで、一般に開放するということ、それから地

域ともその関連があるわけですが、非常に景観的に力を入れるべき

ところは、それに 7 ッチした建物にしていこうじゃないかというこ

とで、ちょっと手を入れることによって 、デザインがよくなる半面

お金がかかる問題で、すぐ予算がこれだけという枠の中でやらなく

てはいけないが、これは辛抱強〈全体のプールの 中で執行して行か

ねばいけない。 自分達営繕行政にたずさわる技術者のこのようなデ

ザインに対する気持ちがなくな ってしまったんでは、一度に駄目な

単なる容器としての建物をつくる格好になってしまうんで、素材と

しては同じ素材を使うんですから、機能も大事ですが、いかにデザ

イン的なものをしつらえていけるか。そういう気持ちを行政7 ンも

忘れないようにしていかなくてはいけない。実は自分の話なんです

が、ある消防署の出張所を造ったわけですが、昔の火の見憾の鐘が

しま ってあったんです。機能的にはそれは使うことはないわけです

が、下町風のところでしたので、デザインの先導的役割lを果たすと

いうのが景観工事の一つの役割lですが、かといって突飛もないよう

な建物をつくりたくない。 そのときに周 りの建物に合わせた 、 ちょ

っとクラシ ック調にしながら火の見櫓をデザインにしてワンポイン

トに使 った。予算もそうかかるわけでないものですから、そういう

機能の充実も持ちながら、われわれは地道にやっていかなければな

らないんじゃないかなと思います。

このようなデザインマインドを常に持ちつづけながら 、学校建築

を例にあげれば、こういう気持でデザインされ出来た校舎の 中で育

った子供たちが、同じような良い感性を磨かれ、将来のまちづくり

に対してのリーダーシ γ プを握ってもらえるんじゃないかなとも思

うわけです。

あと一つは、有松の町並を例にあげます。 この街道、つま り東海
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道ですが、昔は電柱はなかった訳ですよね。 この電柱がな くなれば

本当にすばらしい街道になります。パリにも負けない立派な街並が

再現できる 。 しかし、 トランスとか、それを置く場所がないから電

柱がとれないと聞きました。私の夢なんですが、有松に電柱がなく

なったら、それこそすばらしい、外国へ出しても自慢できるものに

なるんじゃないかなと思います。

伊藤 昔の日本人って、京都の紙園祭のときなど、外へむけて、

道行〈人のために随分飾り付けをしたそうで内すね。

森口 ええ。普段は格子がはまっているんですが、あれを取りは

ずしているという風習はありますよね。でも最近は極〈限られた地

区だけのようですね。

河遣 しかし、非常に狭まい道でも、その道をはさんで内部と外

部の空間が一体化していくような感じになりますね。だからそれが

遮断されてしまったら、それこそ箱と箱の連続しかならないですが、

内側から外に向けてデザインして見せることによって、結局、中と

外との心が通うのじゃないか、それが連続性を生み、都市として の

美しきもまた出てくるんじゃないかなと思うんです。

司会 かつてル ・コルビュジェは機能的なものは美しいと 。 じゃ、

機能を追求するならば、その究極的なところは美しい形態ができる

わけなんですが、今のお話を承っていますと、そういうところに帰

着するんじゃないかなという気がしますが・・・・ ・・。 ところで電柱はい

けないでしょうか。

電柱の在り方が 問 題

森口 いいや、電柱だけがいけないんじゃないんです。

司会 電柱があってこそ賑わいもあるんじゃないか。電柱があっ

てこそ生き生きとした都市空間ができるという逆説もまたあり得る

かもしれません。問題は電柱の在り方が問題なんですね。看板 ・広

告についても、やはりデザイン的なものが多少欠落している 。例え

ば大阪城の東の方の OB P (大阪ビジネスパーク ) ですが、あそこに

はビルを建てる場合に、そこの壁面に広告を付けるのは何% 以内と

いう、広告の壁面率ということで規定されております。 しかしあそ

こへ行きますと非常に寂しいというア ンケート調査の結果も出てい

ます。果たしてそれがまちであるか、まちの中にもやすらぎがある

かも知れませんが、また賑わいのあるゾーンもあるはずですが、私

はデザインというものによって賑わいもでき、やすらぎも得られる

と思うんですけれども 。電柱の在り方そのもの、広告の在り方そ の

ものについて、デザイン性というものをもう少し考えてもらえば、

もっといいまちができる 。 ですから学校の、校舎だって閉じだと思

うんです。むやみやたらに帽子をかぶらない、屋根のないビル的な

ものがあるから、登校拒否にでる生徒が出てきたり、校内暴力に結

びっく環境にな っているかも知れない。そういったことを考えると、

デザインの重要性というものが感じられるわけですが。

寺本 実務に携A わ って いますと、クライア ン トからいろんな注文

がついてきます。 そうした時に私達と同じ様な考えを持って見える

方ですと非常に分りが早い訳ですが、残念ながらそういう方ばかり

ではありません。子供のころからの環境、教育がそう言った点では、

非常に大切だと思います。
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寺本英一

1941年 名 古 屋 市 に 生 ま れ る

1965年 早 稲 凹 大 学 第 l 理工学部建築学

科卒業

1965年 鴻 池 組 に 入 社

1985年 鴻 池 組 名 古 屋 支 庖 設 計 部 長

1987年 鴻 池 組 名 古 屋 支 脂 営 業 企 画 部 長

1991年鴻池組名古屋支庖営業総括部長

現在に至る 。

1989年閲日本建築協会東海支部常識只

建 築 と い う も の は 特 殊 解 で あ る

司会 では次に住み手、使い手と建築、機能、性能などについて、

これは住宅に例をとりますと、ハウ ジングセンターあたりの中にあ

る工業化住宅、プレハフ' リケーション住宅、いろんな間取り、形、

色彩のものがあります。f確かにプレハフ' 住宅のいいと ころは、自の

前に笑物があ って、それに対する販売価格は幾らであるというふ う

な即物的なものがあり、需要と供給の中で判断できるという良さが

あるわけです。 しかし、ああいう形のものがまちの中に建って果た

して馴むだろうか。 またインテリアを見ましても、ああいうものは

一つのレテ4 イーメード のものですね。既成の洋服を着ているような

もので、それに体を合わせなければならないようなデザインの洋服

と同じような感じがするんです。住みつくための住宅、住みこなす

ことのできる住宅、この辺のところをちょ っとお話を出していただ

きたいと思います。

森口 ちょっとそれに関連するんですが、伊藤さんも住宅のこと

はよくご存じで、生産のプロセスも充分御承知のことと思いますが、

建築というのは他の工業製品と違いまして、っくり方が一種独特な

んです。車や家電製品ですと、買うか買わんかわからんけれども、

ともかく売れそうなものをつくるということからスター卜する訳で

すが、建築というのはまずだれかが、発注する人がいないとはじま

りません。次に発注される側から言えば、営々とお金を貯めてきて

住宅をつくる様な場合でも、いくらどんな説明を受けても手に入れ

る現物が即、自の前にある訳ではありません。あくまでも紙の上の

説明であったり、模型であったり、現物ではない訳です。 さきほど

の中島先生のお話しのプレハプでありましても、あれは展示場に展

示してあるわけで、特定の敷地に置いてあるわけじゃないです。 で

すから建築というのはすべて特殊解なんてーす。プレハフ' を持ってく

るにした って、こつと同じ条件の敷地はない訳て、すから、やはり特

殊解なんです。 もう一つはすべて一品生産なんですよ 。工場でプレ

ノ、プリケー卜しておりましても、部分としては規格のものをプレハ

ブリケー卜していますけど、現場の組立てを考えれば、一品生産で

す。以上三つのことが、今の中島先生のプレハブ' 住宅といえどもあ

てはまることですから個人の住宅を頼まれるときでもそのことをよ

く判 ってもらった上で、ものごとを頼まれないと責任ある仕事がで



森口雅文

1937年 京都市に生まれる

1960年 京都工芸繊維大学工芸学部建築

工芸学科卒業

1960年 日建 段計工務側 入社

1967年同社退社

1967年 附伊藤建築設計事務所入社

1986年 同社取締役、設計監理総指

現在に至る 。

1991年( 凶日本建築協会東海支部副支部

長

きないのではないでしょうか。住宅の設計をする人というのは建築

主のお手伝いをするという くら いのつもりでないといけないのでは

ないでしょうか。大工さんを呼んで、きて、大工の技術的支援で自分

の思うよ うなものをつ くっ てもら うとい うのが、もともとでし ょう

か ら、そ の辺の建築をつ くって い くう えでの特別な シス テムを十分

頭に置いておかないとうま く事が運ばないのではないかと思いま

す。

第 一の 批 判 者 は 私 の 家 内

河 遣 自分の家をつ くっ て、第ーの批判者は私の場合、家内 です。

しっかり批判されております。

家内か ら教えられたとい うと恥ずかしい話て許すが、こういうこ と

を言っ たんです。家内は名古屋でほとんど育 ったものですから、 ど

ちらかというと、プレハブ系統にしても、木造にしても、近代的な

明るい雰囲気が好きで、いわゆ る産地直送のど っしりとした田舎家

は嫌いだと 言っ たんです。 だから私もそのセ ンスとしては自分も 一

緒だからいいよと、そしてある時家内が姉と一緒に高山方面へ旅行

に行って、帰ってきて、「お父さ ん高山へ行ってよ くわか った」 と。

「私達の家を高山附近のあの雄大な山肌の ところへ持ってい った ら

本当に貧弱で見れないけど、あそこへ行 くとさすがに飛騨のああい

う家のっ くりとい うのは自然と合 っているね」と。「うん、そうな ん

だよ J と。だからああいう家を私の団地に持ってきたところで、そ

れこそ町並に対して合わないなと 。 これは一例ですが、教えられた

商がありまして反省を深くしておるところなんです。

司会 住み手、使い手とい うの は、現状凍結 じゃない んですよね。

時代とともにどんどん変わ ってきます。 これには文化的、経済的な

背景もあるでしょうし、あるいは身体の成長だとか、子供が成長し

て、やがて子供たちは独立していきます。次に分散していきます。

そうなりますと住み手、使い手というのは特定の住宅に常に拘束さ

れていいんだろうか、同じ建物の中にお っていいんだろうかという

ささやかな疑問というか、これが最大の疑問になるわけです。 そう

なりますと住宅というのは、例えば住み替えが一つの方法としてあ

るんじゃないだろうか、あるいは耐久消費財的なものだから、 ｾ ｉｊ に

気に入らなか ったら壊してまた建てればいいんじゃないか。あるい

は転売するという考え方も出てきます。経済的な背景を抜きにすれ

ぱ、そんなことが考えられるわけですが、伊藤さんいかがですか。

伊藤 実はモデルハ ウスが建ち並んだ展示場へ行きまして、どれ

がいいかといわれても、目移りして、は っ きりこれだという主体性

が持てる人 って少ないと思うんです。私も、 20年前に家を建てた時

に、恥ずかしいんですが、 「普通はこういうところどうするんです

か」、「こうですJ 、「じゃ、それで結構ですJ と、いうありさまでし

た。今、名古屋は東京の雷おこし、大阪の粟おこしで、名古屋はり

おこし っていわれていますが、私、あれもすごい問題だと思うんで

す。いつか良 くなるから、それまでの我慢というのではいけない。

いつの時代もそれなりに良くあ ってほしいというのが都市ですし、

都市のデザイ ンだと思います。 それと私が今モデルハウスからひと

つ選ぶときの話とどういうかかわりがあるかということなんです

が、計画性というものが欠如している 。 これは、家を建てるんだよ

と言っ たら、自分はどうい うものがほしいのか、うちの家族はどう

い う暮らしを望んでいるのか、私の環境はどうなのかということか

ら、考えて行 〈必要がありますね。これは私自身の反省なんですが、

何も考えな くて家を建てる、 「この敷地に、家族は何人だから幾部屋

ぐらいの家がほしいかJ ぐらいで家づくりを始めてしまうのです。

本当はそれではいけない、これは都市も 同 じこ とで、 中島先生がい

ま機能的なものは美しいとお っしゃ ったんですが、今は機能がどん

どん上積みされて、次から次から変更の必要が出て来ます。 まちの

場合も電気がまず通って、それから電話線が横 っちよから入 って、

ちょうどタコ足配線みたいな状態がまちの風景をつく っていると思

うの です。 そして今度は地下に埋めたいから、せっかくきれいにし

た舗装のタ イルをまため くる -

そうではなくて、いまあるものを生かして、何とかならないかと

まず考えることです。

私はデザイ ンとい うのは、調和と、さきほどいいましたが、調和

はどこから生まれるかというと、し っか りした計画性がかなり大切

で、その上で、い ったんつ くっ たものをこれじゃまずいから容易に

取り替えないという発想はよくないと思います。 自分の家を例にと

れば、ちょ っと戸棚をひとつと思 っても、場所が狭まくて入らない。

とい っても、お金がかかるからそう簡単には家の改造は出来ません。

勉強なんでい う固い言葉は使いたくないですが、し っかりした考え

や計画性をもっ人が育 っていかないと、いい住み手にはなれません

し、どんないい家をつ くっ ていただいても、いい家としてあり得な

いんじゃないかというふうに思います。

司会 例えば、平面図を プランと書いていますが、プランという

のは家族計画から住み方まですべてプランなんて帆す。 日本の場合は

間取りなんです。聞を取る、聞が取れなかったらまた別の聞が取れ

るような計画をする 。 これが原則的に従来から伝えられてきたんで

すが、どうもその辺のところがいささか変わってきまして、若い、

大学を卒業したての連中が図面を描きますと、平面図を描かないで

プラ ン。私はプラ ンというのはそんなものじゃないよというんです

が。 もうーっそうい った点も考えてみないと使い手、住み手から忌

避されるんじ ゃないだろ うかという気がしてならないんです。

伊藤 さきに、私たちはお手伝いするだけだよ ってお っしゃいま

したが、私、本当にそうだと思うんです。

森口 どこに焦点を合わせるか。先程中島先生がお っ しゃ ったよ

うに、これから高齢化社会になるでしょう 。 そうすると将来のこと
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を考えて 、例 えば段差のない家だとか手すりを将来つけられるよう

にとか、それを考えておいて、本当にそれじゃ役に立つかというこ

となんですよ 。 そういう意味では住宅に 限って言えば、どの年代と

いうか、何年聞かを快適に過ごせるということに照準を合わせざる

を得ないのではないでしょうか、それから先のことは住まい手がさ

らに専門家のアドバイスを得て 、改善していくしか方法がないと思

います。 その人の老い方の予測まではできないのが現実です。

河遭 難しいですね。住む人間、一番生活パター ンのわかった人

聞が、は っきり言えば普段家内と話をしながらや ったにもかかわら

ず、いまいろんな問題点が出てきている 。 自分が最初に二人で考え

ていたような住まい方をしていないんです。非常に反省しておりま

す。

建 築 創 出 す る の は 一 人 か

司会 それでは建築を創 出するのは建築家一人か、最後にひと 言

お願いします。

森口 いろいろ反論もあるかも知れませんが、最終的には創作す

るのは建築家一人だと思います。決して一人で出来ないことはわか

っている 。 ものすごくたくさんの人が集まって共同作業でやるんで

すが、決断を下すのは一人しかないんです。音楽や演劇と全〈同じ

とは思いませんが、例えば、音楽では作曲する人と演奏する人と、

それから前で棒を振る人が一人いる 。 その様を振る人は、今、寺本

さんのお立場のような建築家もあればわれわれみたいに専業の建築

家もいるのが現実です。建築を設計し監理するというのは、たくさ

んの人聞の協同作業です。 しかし、それをどうコ ンタクトするかと

いうのはや っぱり最後はだれか一人でしかやりょうがないと思うん

です。 ですから組織の事務所にいて、そんなこと 言っ ていたらちょ

っとおかしいように受取られるかも知れませんが、や っぱり組織で

は設計はできないと言うことが言いたか った訳です。

寺本 その辺がゼネコンの設計と、専業設計事務所の方の設計と

ちょ っと違 ってこょうかと思います。

森口 寺本さんのところでも、結局決断を下すのはだれか一人じ

ゃないのですか。

寺本 いや、そういう決断をするという問題でな くて、私の建築

家に対するイメージは、著名な建築家がみえて、そして作品を発表

される、 これからの日本の建築、世界の建築の方向性を示していた

だける点て。重要で・大切な事だと思います。 こ ういう方は限られた方

でいわゆる建築家だと思います。 ところが大部分の設計者は、特に

セeネコン設計の場合はそうじゃないわけです。依頼主がどんなイメ

ージでみえるか、それをよくヒヤリ ンクして、お客さんのイメージ

を実現してあげる 。 こ ういう立場が主力にな ってこょうかと思うん

です。

だから逆に 言えば設計者としてはどんな用途のものでもできない

といけない訳で・す。 日頃の蓄積が非常に大切で、それが技術につな

がっていくわけなんですが、設計者が自分の趣味を押しつけたり、

デザインアニマルて-あ ってはならないと思います。

森口 そういう こと じゃないんですがね。要するに建築主の意向

を無視してとか、自分の主張を t1jl しつけるということじゃなくて、
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建築主の意向も条件の一つなんて。す。だか らさっき言っ たように、

私はお手伝いするだけよというのは、そ の こととつながるのではな

いでしょうか。 「あなたの場合は これが一番いいんじゃないですか」

というのを提言するのが私たちの立場だということです。

司会 ですから建築与条件は無視はしてなくて、お手伝いといい

ますが建築的な技術的なことの判断の中から形をつ くっ てい くとい

うこと 。

寺本 最終的に判断するのは、やはりその設計の責任者が、クラ

イアン 卜のイメージはこうだから これでいきましようと、そういう

意味では同じですね。

森口 立場の違いは大きいですけれどもね。

河遁 官庁営繕でもそれが言えると思うんです。決断する立場の

人が、私らの場合ていきますと私であ ったり、局長であ ったり、と

きには助役だ ったり市長だ ったり、こういうライ ンで決まる 。 しか

し、私らの考え方も非常に複雑な機構の中で機能の充実ももちろん

図っていかなければいけないんですから 、一 口で言えば表現は違う

けど黒子に徹しよう じゃないか、しかし責任は持とうじゃないか、

これが私たちが今、常に前を向きながら、黒子だから逃げるんじ ゃ

な くて、やはり大きな組織でや った場合は、そのライ ンとスタ ッフ

ということで、いきますと、どちらかというとスタ ッ フ音ｾ門じゃない

のかなと 思います。従 って黒子に徹しながら、それのポジションを

しっかりともつ。市長に 言 うべきことは私達からも 言います。 この

方がいいんじゃないか、というものを持ってい く、こういう形でい

きたいと思っています。

森口 河港さんは一人ですね、発注者の立場というのは、伊藤さ

んはそうかもしれませんが。我々の方はご下命をいただく方ですか

ら (笑) 。

河遺 そうです。 だけど決断はもちろんしています。最後に市長

にこれはどうですか、そこで断が下る 。

司会 ということは発注者側、クライア ン トはいかに考えていな

いかという ことに もなるわけで、すね。

森口 それを引き出すのも技術のうちなんです。何もいい形をつ

くったり、いい色 をつけたりするだけが私たちの仕事ではありませ

ん。

河遁 例えばエリーゼのためにという曲を例にとりますと、だれ

でもメロディーは同 じよ うに聞こえてきますが、演奏されると、そ

の音色は演奏者によ って全部違う、それをある指揮者が本に書いて

いました。 それを建築に例えますと建築の設計図を見て、それを構

築し 、 多分大工さん達がつく ったに してもできばえは 、同 じものが

出来ません。音楽もしかりです。やはり音楽も共通する部分がある

んだと恩っています。

伊藤 私たち市民というか、一般の立場のものが、も っと環境、

建築そしてデザイ ンに関心 を持 って勉強しなければいけないと思い

ます。一方、建築家の方は啓蒙というようなことも含めて 、我々を

おざなりにせずに 一緒に歩んでいただきたいのです。 また建築物は

長い年月、町を形成していくものです。つくる時は 100年先まで責任

を持てるような意気ごみでや って下さい。 お役所のまちづくりも計

画も含めて、どうぞその責任を自覚していいお仕事をしていただき

たいと男います。

司会 どうも本日は、お忙しいとこ ろをあ りがと うごさいました。



- 建 築 と デ ザ イ ン

社会学と建築のデザイン

一一 「美j と「実用性j の調和をめぐって

ヤン・スィンゲドー

社会学は、社会的意味や性格を帯びているあらゆる現象を研究対

象にする学問的分野であるだけに、建築デザインとも関連を持って

いることは言うまでもない。 しかし、だからとい って、社会学的研

究を行な っている筆者が建築デザインを専門的に取り上げたことが

あるかといえば、そうではない。 そこで、以下に、全く素人の立場

からではないにしても、むしろ随想風に「建築デザインの社会性」

について一言述べさせていただきたいと思う 。

建築デザインという言葉を聞くと、心に浮かんでくるのは、「美」

と 「実用性」 との概念である 。 との二つは、 E いに調和するのが一

番望ましいことではあ ろうが、それが多 くの場合に 現実よりも理想

であると言っても過言ではなかろう 。

三十年ほど前のこと であ る。筆者は初めて日本でお正月を迎える

ことになり、友人と 一緒に 山に出かけ、小さな 山村の知 り合いの家

で泊めてもら った。家は恐らく その村の最も立派な日本風の建物で

あったと思う 。 日本の美、とりわけ伝統的な美に興味を持ちはじめ

たので、それほど素晴しい家に泊め られるのは、もち ろん、大喜び

であ った。 しかし、である 。夜になると、家の中はますます寒くな

り、 透き 聞から吹き込んできた山風を防ぎ、身体を少しでも温める

ために小さな火鉢しかなか った。幸いに、お風巴に入り、日本酒を

たっぷ りいただくことによ って、美しい家の建築テザイ ンの欠陥と

もみなしたこのハードルを無事に克服することができた。 それで、

一生忘れられない日本での最初のお正月になったわけである 。

その時、自分の生まれ故郷であるベルギーのフラ ンダース地方で

迎えたお正月のことを思い出した。子供のときに住んでいた家は決

して美しい建物ではなか った。 しかし、日本の伝統的な木造の家と

違 って、煉瓦造りのもので、とくに冬場には 中がとても温かく、夜

は、 ス トーブを囲んで母が諾ってくれ る昔話を聞きながら、今もな

お非常に懐しく思う 一時を過ごしたのである 。 そしてとくにお正月

の頃、家の 中の温か さは特別な意味や性格を持っていた。

ヨーロ ッパの家でのお正月と、 日本の家でのお正月、どちらの方

に軍配を挙げればよいか。 そう簡単には決められない。建築デザイ

ンの「美」 と「実用性」と その 「調和」との問題も絡み合 ってくる

ので、一層複雑にな っているのではないだろうか。 そして、「美」と

は何か、 「実用性j とはなにか。 これもまた簡単に定義できるもので

はない。外国の人の心にも訴えるカを帯びている日本の美そのも の

には、大きな価値があるに相違ない。一方、日本人のあこがれの的

にもな っている、ヨーロ ッパ風の家の実用性にもそれなりの価値が

あろう 。 また、確かに最近、美と実用性の調和性を目指して、新し

い建築デザイ ンが次々に提供される。 ところが、デザイナー自身が

一当然のことながら一自分のデザ イン についていかに満足感に満た

されていても、一般の人々の中にはそれに対して鋭い批判を述べる

者が大勢いることも事実ではないだろうか。それは一体、何故なの

だろうか。

建築デザイ ンの社会性と 言う と、それは人問中心のデザイ ンのこ

とであると 言え よう 。人間は皆、美も実用性も求める 。 もちろん、

文化によ ってその具体的な形態は異なるはずである 。 さらに、美と

実用性の調和を求めるのも、人間共通の営みである 。 しかし、はた

してそれだけであろうか。

筆者は子供のときに迎えたお正月のことを懐しく思う 。住んでい

た家のデザイ ンは確かに寒い冬の夜を過ごすためにきわめて実用的

であ ったが、美の面ではそれほど優れてはいなか った。しかし、「美J

はなか ったわけではなし、。 どこにあ ったかと 言えば、全体的な、具

体的な人聞を中心にした家庭的な雰囲気の 中に一種の美が見出され

たのである 。つまり、デザインの美を全く自律的なものとみなすな

らば、それが欠けていたと 言っ てもよいかもしれない。一方、それ

を「人間的環境」 との結び付きという観点からみると、欠けていた

所は他の要素、とりわけ人間的な暖かみという 「社会性」によ って

補充されていた。 その結果、家の中は実はとても美しか ったわけで

ある 。

また、筆者が初めて日本で迎えたお正月についても同様のことが

言えると思う 。冬の寒さを全く無視したかのような建築デザインを

笑用的とは呼べない。にもかかわらず、こ の「欠陥」は他のものに

よって十分に補充された。風呂と日本酒だけではなく、友人と 一緒

にという 「人間的環境J も大きな役割を果たしてくれた。つま り、

この場合にも、 「美」と 「実用性」は、互いに調和されなければなら

ホーリステイソタ

ない、自律的なものよりも、と くに人聞が中心にな って い る 全 体 的

な構造の中に把握される べき ものであると 言えよう 。 そうす ること

によ って、美は初めて人聞のための美になり、笑用性もまた初めて

人聞のための実用性になるのである 。 そして最終的には、 美と実用

性の調和そのものも新しい意味を持つようになり、より広い 「人聞

社会」に貢献できるものとして再評価され得るのではないだろうか。

社会学であろうと、建築デザインであろうと、現在のあらゆる学

問あるいは技術分野は あま りにも専門的になりす ぎて 、生 きている

人間との接触を失いつつあるような気がする 。すべてのものの相E

関連や相互依存の感覚は東洋文化の一つの特徴だと 言われる 。建築

デザイ ンの「社会性j はまさにこの相互関連や相互依存のことを指

すものと恩われる 。 もしそれが正しければ、日本の建築デザイナー

はまず第一に自分の文化を再評価し、それに誇りを持って「テザイ

ンの社会性」の再検討に取り組むべきではないだろうか。

(J an  Swyngedouw/ 南山大学教授)
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. 建 築 と デ ザ イ ン

都市景観と建築デザイン

都市再開発と景観とデザインと

横 井 太 郎

街が好きである。都市が好きである

街に育ち、都市ではぐくまれた感性で毎日の生活をし、自分自身

け っこう都会派人間と思 って、名古屋と云う 『田舎j にあ っても、

『都市j の片鱗をその中から少しづっ深し出し、都会らしい空気を

吸う努力をしてきたつもりだ。

仕事は多くの客数を必要とする飲食庖で、年間75万 - 80万人の

方々に利用して頂いている 。趣味は、都会的なフィーリンクを持つ

女性の連作タ ッチのポートレートを撮る こ とにあり、年間 5，000

カ y トを超える感光材料や、撮影機材、そしてモデル… ' (: 0

仕事も趣味も、都会に起居しなければ実現不可能なものを扱うの

が私のライフスタイルとな っている 。 だから、街が好きであり必要

なのだ。L OV E とWA N T が合体したイメージで、これから先の

『話j を進めてみよう 。

何か変である。どこかおかしい

最近、名 古屋では再開発が盛んに行われている 。名古屋駅前 ・金

山 ・大曽根 ・栄 ・そして我が街 『伏見 ・納屋橋地区j 。

いずれも戦後の 「清算J であり、ただ屈を作れば、ただオフィス

を作りさえすれば良しとした、無節操な高度成長経済の 「清算」で

もあると感じる 。

古ボケた街並、古色蒼然とした建物群、ジャミジャミと i昆み合 った

商庖街、商品の歩道への張出、我が物顔で道を占領する屋台や荷物

等、そのどれもが、一つひとつ名古屋から、確実にその姿を消して

行き、代わりにす っきりとした街路、新しいビル群、新鮮な感覚の

トレンドに乗 った商品が、スマートにテザインされた歩道に 出来て

商庖街も今様に衣替えをしてきた。急テンポて'新旧の入れ替わりが
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激しく行なわれていた昨年、古い友人が 20年振りに名古屋へ戻り、

その変貌ぶりに、目を見張っていた。

都市公園のスタイルも大きく変容してきた。公園のあちこちに配置

されたストリートフアニチャ一類とファシリティの織りなす絶妙な

バランスの良いデザイン感覚は、門外漢の私て- もウ ッ トリである 。

しかし、何か変である、どこかおかしい? 何かス ッキリしない。

風邪のひきはじめに、喉がいがら っぽい事があるが、何故かこれと

同じようで、小さな部分かも知れないが、何かが引 っ掛かる 。

若者の集まるメッカのような場所

この 『新生名古屋j を見渡していると 、 どうも釈然、としないのだ。

しかし 『都市公園 j 、わけても若宮大通り公園については、不思議な

事だが、わだかたまりが全く無い。都市景観的に見ても、あるいは

利用者サイドから見ても、この公閣の素晴らしさには、特筆すべき

事が山ほどあるが、今回は誌面の都合で割愛する 。 とにかくここが

好きなので、名古屋の公園の中では最も多い頻度で利用している 。

きて、木々の緑が紫、青葉若葉に包まれる新緑の 5 月、伏見から

東へこの 『若宮大通 りj を散歩してみる 。都市高速道を有効に利用

した構造でありながら、落着いた優雅な景観を、全体の印象として

感じるのである 。子供達のはしゃぎ声や、溢れる陽光のこもれびを

心地良〈感じつつ、そのまま南大津通りに足を踏み入れる 。 きて、

ここ は、若者の集まるメ ッカのような場所だ。新しい名古屋を代表

する顔がこの街には沢山ある 。だから、街の新鮮な息吹が、美しく

デザイ ンされた建物や街路から、ビンビンと伝わ ってくるはずだが

一ここて' ST OP。

私はこの話を 『南大津通り界隈j に限定して、進めて行くつもり

は全くない。主題のイメージとしては名古屋市全体の再開発を一体

として考えたいし、話したいと思う 。



20年以上前に終わ っている事を再認識していただきたい。

② 『人と車の共存共栄思考の定着化j 街の中から 『車j を排除した

都市が、その後たど った衰退の歴史は、今も生きている 。例えば、

車ではないが、列車の通過を嫌った「岡崎市」が、 100年た った今、

町の主体的アクセスの欠如に、大変苦慮していることは周知の事実。

人聞は公共交通機関で運輸できるが、物流はまだ当分の問、個々の

輸送しか方法が無い。放に都市から車を排斥するのは問題だ。

③ 『人間復権の街作り j ②とは趣旨を異にして、車からの復権思想

ではなく、コ ンク リート ・アルミニ ューム ・アスフアルトが主f生で

人間の感性が求める柔らかな素材が、殆ど 『防災j の壁に阻まれて

何も使えない実情を踏まえ、各種研究機関等のカを借りて、緑化を

含め、都市そのものの形成素材を、人間的なものにして頂きたい。

前に述べた、 『何か引 っ掛かる物j とは、何であろう? ー…・

一部を除き、街の散策を楽しむ人が、減少傾向にあると感じる 。

個人商庖の類の大幅減少。銀行・金融機関のビルばかり目立つ。

建物の外壁が長〈、出入口が少なく、買物感覚では楽しめない。

ほっとするような、界隈性と人々の喧騒が無い。

やすらぎより、機能面やデザイ ン面の優先主義か横行している 。

『街の利便性とは何か? J について根本的思想で、利用者不在。

『個の自由j より 『全体j のトータル主義 (色・デザイ ン等)。

『緑j までデザイ ンされすぎて、存在感が薄い。

直線的で無機質な素材のスカイラインには、暖かみが無い。

法律優先 ・感性不在 ・弱者救済思想、の偏在 ・無国籍的感覚。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑬

 

① ~⑮には、レベルや次元の7 チマチな内容が含まれていて、正に

素人感覚の 『都市批判 j だが、とにかく間違いなく 『人間疎外j の

街に変容しつつある現状に対して、この街で生きてい く一人として

大いなる危機感を持っている事だけでも、理解して欲しい。

我々は常日頃から、簡単に 『都市再開発j を口にするが、その時

『とても大切な物j を見洛としていないか? と聞いたいのである 。

f街J f 都市j を司るのは、アルミニュームやア スフアルトでな く我々

人間自身であり、 『人聞の感性j に対する配慮が欠如している再開発

を野放しにしておくと、歴史的に見ると多分それらの内容の決定に 、

参画しなか った大多数のヒューマ ノイド達の手によ って、都市から

駆逐ないしは、放棄される運命を歩むと恩われる 。

放に、 『都市再開発と景観とデザイン j について実際的考察を行う

時、以下の『私の提案』も是非議論の対象にして頂きたいものである 。

④大型のビルの建設= 再開発と云う単純な発想、から、 f ビルj を、

「再開発の括り道具や方法」に、囚われない思考への転換の促進。

又、出入口の極めて少ない、長大な外壁を有するビル化は、都市の

活性化にと って、大きなマイナス要因と考えて頂きたい。御存知の

香港 ・九龍地区中心部のピルのように、街路に面した部分全部を、

商庖或いはそれに準じた構造にすれば、この問題の大半は解決可能

であるが、いずれにせよ 、都市景観を重要視する余リ、形ばかりに

目を奪われてしまわないようにする事が大切。

結論として - 者日市の雰囲気を、或いは形式を左右するのは我々

都市で生活を営む者で‘ ある 。我々が寄せる町への f恋心J とをつき

つめて行くと、都市景観もデザインも美しいに越した ことはな いが

目指すものは、 『ブラジリア j では決してあり得ず、それは現状の

延長線上にある、馴染みゃすい物の筈であるし、そうでなければ、

無理がたた って、発展も向上も活性化も期待で きないのである 。

たろう / J I t 俳本庖代表取締役)
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( よこい

私の提 案

① 『仏作って魂入れずj 型の、ハード優先、ソフト追従型の再開発

思考を、ソフト重視型への転換。建物さえ作れば良いと云う時代は
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古典にみる建築デザイン

『清少納言の住まい観j

若山 滋

古典文学の中に出てくる建築のデザインとしても っとも知られて

いるのは n. 原氏物語』の中の六条院であろう Q 光源氏が功なり名遂

げたのちに営む大邸宅で、春夏秋冬四つの町に分け、そのそれぞれ

に、紫の上を初めこれまでかかわ った女性たちを集めて住まわせる

という、まさに男の夢を笑現した、一種の桃源郷である 。が、これ

は女性の手によ って書かれていることもあり、酒池肉林の快楽の空

間というのではなく 、極めて文化的な、趣味のよい、思ほ佐な空間と

なっている 。確かに豪華絢欄ではあるが、草花や池などの庭の造り

に工夫を凝らした自然の絢欄であ って、人工的なものではないとこ

ろが、王朝文化の特色でもあり、また日本文化の空間の特質ともな

っている 。

しかし、 これは他に紹介されることも多いので、ここでは 『枕草

子j に現れる清少納言の「住まいJ に対する評価の中で、今日の目

で見てやや意外なと思われるものを紹介しよう 。

「冠得て、何の権守 ・大夫などいふ人の、板屋などの狭き家持

たりして、また、小崎垣などいふもの新し くして、車宿に車ひ

き立て、前近〈ー尺ばかりなる木生ほして、牛つなぎて草など

飼はするこそ、いと憎けれ。

庭いと清げに掃き、紫草して伊予簾! 懸けわたし、布陣子張ら

せて、住まひたる、夜は、 『門つよく鎖せj など、言おこなひた

る、いみじう生ひ先なう、心つきなし。

親の家 ・興はさらなり、叔父 ・兄などの、住まぬ家、そのさ

べき人なからむは、おのづからむつまじくうち知 1) たらむ受領

の、国へいきていたづらなむ、きらずぱ、院 ・宮ぱらの、屋あ

またあるに、住みなどして、官待ち出でて後、いつしかよさと

ころ尋ね取りて、住みたるこそよけれ。」

何かの権守 ・大夫というような、サラリー 7 ンにと っては大企業

の部長ぐらいのクラスであろうか、まあ相当の地位についた人が、

板屋根の小さな家を持って、垣根を新しくし、車を入れて、狭い庭
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に木をたくさん植えて、牛つまり今日で言えば犬など飼っていたり

するのはよろしくないというのだ。

庭をきれいにし、見るべき人が見ればあまり上等とも思えない新

建材、アルミサ y シュの建築に、夜は 『門をしっかり鍵をかけろ j

などと言 っている 。 こんな家で満足している人は 、将来性がないと

いうのである 。男たる者は、親戚あるいは友人などの空き家にな っ

た家を借りて住み、 もっと偉くな ってから、いい家を探せばよいと

し、つ 。

要するに、男のくせに小市民的な人生観が現れているような住ま

いは見苦しいという ことで、何となく身につまされる思いがする 。

もっとも私は紺屋の白袴で、あいも変わらぬ7 ンション住まいだが。

それにしても、男に対する清少納言の住まいの哲学はなかなか手

厳しいではないか。女性の住まいについては こ う言っている 。

「女の一人住むところは、いたくあばれて、築土なども全か

らず、池などあるところも、水草ゐ、庭なども、蓬に茂りなど

こそせねども、ところどころ、砂の中より青き草うち見え、淋

しげなる こそ、あはれなれ。

ものかしこげに、なだらかに修理して、 P9 ｾ、たく固め、きは

ぎはしきは、いとうたて こそおぽゆれ。」

女の一人住いは、荒れ果てて、土塀も崩れがちで、水草が茂り、

庭も蓬ばかりというほどではないが、ところど ころ砂の中に青草が

見えているぐらいが、寂しげであわれ深くて結構だというのである 。

かしこそうに、建物や庭をよく修理して、門をき っちり管理して、

目立 っているのは不愉快であるという 。

これも面白い。現代ならむしろ逆に女の一人住まいだからこそ、

人にそしられぬよう気張ってき っちりと手入れするだろう 。清少納

言から見れば、現代の女性は少し気負い過ぎているのかもしれない。

女性の住まいを「あはれJ とむすびつけると ころに、この時代の

「あはれ」という美学の実体が浮かび上がってくるように思える 。



「雪は、槍皮主主、いとめでたし。すこし消えがたになりたる

ほど。 まだいと多うも降らぬが、瓦の目毎に入りて 、黒う丸に

見えたる、いとをかし。

時雨 ・綴は 、板屋。

霜も、板屋。庭J

雪の日は崎皮葺の屋根がよく似合う 。それも少し消えかか ってい

る時がいい。 また五葺の目に雪がたま って白と黒の模様に見えるの

も面白い。時雨、震、霜は板葺きの屋根がいいという 。

天候と屋根の組み合わせの美学である 。言われてみれば、なるほ

どまさにそのとおりで 、こ れを文章にすると ころが、鋭い感覚だ。

要するに清少納言は、建築空間そのものを美しいとか醜いとかい

うのではなく、住まいにまつわる「風情j を論じているのてある 。

空間を「をかし J rあはれJ とする評価はあくまで、人、季節、雪や

時雨などの天候、との関係においてなされるのであ って、空間その

ものが評価されることはほとんどなし 、

言ってみればこの美学は、風情の美学であり 、状況の美学であ り、

生活の美学であり 、西洋に見られる建築や彫刻や絵画や工芸品の造

形に関する直接的な美学ではないのだ。考えてみれば、日本文化の

歴史の中で、建築そのものが論理的かつ絶対的に評価 されることは

ほとんどなかったのではないか。

特にこの寝殿造りという様式は、広大な敷地に置かれ、自然の中

をいくつかの棟が渡り廊下でつながっていくのであり、内部と外部

は簾のようなもので隔てられているだけで、建築と自然は表裏一体

ともいうべき密接な関係を持っていた。 またその造りも白木、革主主

き、掘り立て柱が基本であり、寿命が短〈 、空間そのものが、生物

の生成変化 と同 じような時間意識の 中にあった。建築も生活も常に

自然とともにあり、西洋のように建築が自然に対抗して吃立するイ

メージはま ったくなか ったのである 。 その空間評価も 、西洋や大陸

のように、構築的、 永続的な価値観の中でなされるのでなく 、極め

て自然的、流動的、 状況的、相対的な意識の中でなされているのは、

ある意味で当然であるかもしれない。

( わかやま しげる / 名古屋工業大学教授)

「寝殿造りの生活J <r 源氏物語絵巻J より )
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映像にみる 建築デザイン

映像に想う「建築空間j

小 川 辰 男

報道映像の中の「現実j 感

情報は世界を駆けめぐる 。撮り手のカメラアイによ って 「現実」

から切り取られた映像は「情報」となり、衛星で、受け手の視覚と

心情へ瞬時に地球規模て届けられる 。その度に、世界中の人々は「現

実j を共有 ・共感し、 「仮想体験」 を同時進行させる 。

ルーマニア独裁者追放 ! ベルリンの壁打ち捜し ! 湾岸戦争 ! ソビ

エト体制崩壊 1 等々 、「歴史の激動」を伝える映像の中には事件の状

況として町 ・広場 ・建物が必ず素顔でとりこまれてきた。ブカレス

トで、ベルリ ン ・パクダ ッ ド・モ スクワで、建物と町並みは、生き

続けた民族の歴史を語るたたずまいを見せ、そこの人々が今遭遇し

ている 「運命を包む空間」 として、現笑感てが迫る素材とな った。

建築文化財の映像

このような報道映イ象でなく、カメラ技法をこらして丹念に対象を

追う記録ドキュメ ンタリー「帝国ホテル再建」と、 「高等裁判所再生」

(両方とも小社制作) の映像を見て 、文化財 となる建築の意味を考

えさせられた。

前者は、 1920年代、 「機能派」の旗手ライト (米) によ って日本近代

化の桧舞台として設計完成された帝国ホテルの、明治村移築復元の

記録である 。7 ヤ文明をモチーフにライトが独創した玄関内部の復

元は、大谷石とテラコ ッタ ・鉄材を組み合わせ空間から空間への機

能的結合を構成し、繊細なレリ ー フ装飾をまと った 「光の箆柱」 を

忠実に再現させる作業となり、 「人間と空間の豊かなかかわり合ぃ」

を追求したライトの概念を今に 呼び戻す映像とな った。

また、後者は、同時期に名古屋で創られたネオパロ y ク (一部ル

ネサンス) の裁判所庁舎を文化資料館に再生させる記録であ った。

日本固有の黒大理石の円柱やステンドグラスに、 塗喰からカーテ ン

地に至るまで当時そのままの手法で制作され、念入りな修復が完了

した時、「壮麗さ 」を夢見たであろう 「大正ロマ ン」 時代の息吹きが

愛知県犬山市に移築された帝国ホテル正面
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建物空間の隅々までよみがえ ってくる映像とな った。 このように、

時代の生命を吹き込み、磨き上げ創作された価値ある建築テサイ ン

は、いつまでも生き続ける文化財として人をあたたかく包み入れる

存在となることを学ぶ思いがした。

環境と調和する建築美

建築の外部空間をとらえる映像は、そのも のだけのクローズア γ

プであ って欲し くない。土地、他の建物、樹や水、光と風、とりわ

け人間の動きと密接に有機的に結びつ く中でこそ、その建築デザイ

ンの真価が決まるものと考えたい。独立し自己主張に満ちた建物も、

実際には他とお互いに影響し合い現実の環境変聞をつくる 。 その点

で、建物を 「群れの美」 として感じ得る例がヨーロ ッパに多い。か

の、 パ リの栄光と変遷を見つづけて来た凱旋門 の屋上に立ち、 12本

の街路が放射線状に伸びる風景を目にすると、此処はカメラアイで

はなくバードアイで附敵するのが最上だと '1寄らされる 。ロマネスク、

ゴシ y ク、ルネサ ンス、パロ y ク、ロココ、ネオノ〈ロ y ク、近代、

ポストモダン ・と幾世 紀にもわたる壮大な建築の群れが競い合 っ

て、それでな お挺然と 「花の都」の都市空間を優美に形成している

姿は 印象的である 。ふもとへ降リて歩いたキ ャフェテラスに憩う者

の目に、シ ャン ゼリセマ〉緑も優しい。 テラスの前の植栽や並木は決

して目線をさえぎることな く、広い歩道の人波と大通り向い側の建

物群を眺める視角のふち飾りになる 。新旧の建物は肩を寄せ合つて

なお乱雑でな く、色づかいすらおE いの美しさを守る 「共通のたし

なみ」を働かせているようだ。建物も 、街路も、並木も空も噴水も、

すべてまとめて 「この辺り、快い空間」 と人は感じるのではないだ

ろう か。

歴史が宿る建築空間

ロー7 では、あまり報道映像に登場しない 「カンピドリオの丘j

名古屋市市政資料館( 旧名古屋高等裁判所庁舎)



パ リ 凱旋門屋上からの街路と建物

と 「ナポーナ広場」がある 。 カンピドリオは、ここが古代ローマ以

来の聖なる地としてミケラ ンジ エロが丘全体を一つの建築と見立て

て設計しただけに、丘に至る坂、幾何学模様の広場、古代彫刻、 三

方に控えるルネサ ンス建築等、 一切が不可分の空間として、そこに

立つ人をして古代ロ ーマへの恕いに誘いこむ。一方、ナポーナ広場

は 3 つの噴水彫刻を静かに見下 ろすごと くパ ロック建築が とり囲

む。見上げると何世紀も経たはずの家々の上窓に、往時の人影が見

えかくれする錯覚に襲われてくる 。このように、いつの時代であれ、

精 魂こめてデザインされた建築は、やがてその場所になくてはなら

ない存在となり、か つてそこに生 きた人々 の哀歓が宿 って、今もさ

さやきかけて来る空間となる のであろうか。

日本の町並み保存

歴史が宿る建築空間はむ ろん 日本にも多い。最近、各地で歴史的

な建築文化を泣すため 「町並み保存J が叫ばれ、足助、馬能、妻縫

が人気化 し、飛弾高山や倉敷に観光客が殺到する有様はしばしばテ

レビ報道されるところ。片や都市では、優れた建造物に景観n・を与

えて優秀デザイ ンと景観向上の動機づけがはかられている 。

それに携わる関係者の姿勢・情熱は評価したいが、そのかた わら

で開発造成は進み、都市には自由奔放な建設活動が続いている の を

見ると、日本経済のエネルギーを喜ぶ反面、デザイ ン的には 「悪貨

が良貨を駆逐する j ことに なりはしないかと危ぶまれる 。建築 ・土

木が、経済性と機能性で計画され、個体的 ・主観的なデザイ ン活動

が疑いもな く無数の空間処理を行なう場合、不揃いにして国籍不明

の建築物は溢れ、町はか つてのあたたか味と端正さを切り捨てた顔

に変わ ってしまわないのか。万人共有の客観的外部空間を、思いど

おりに変形しデザインを泣す設計者の責任は軽くない。

ローマ カンピド リオの幾何学機織の広場

ノf リ シャンゼ リゼのキャフェテラス

映像による景観シュミレーション

最近、ハイビ ジ ョン普及セ ンター (H V C) は 「映像予測シュミレ

ーショ ン」 セミナーを開き、景観シ ュ ミレーショ ンのためのハイビ

ジ ョン映像処理技術を紹介して話題を呼んだ。 (映像新聞)

高画質のハイビ ジョン映像のデジタ ル処理により、 C G ( コンビ

ューター グラフ ィγ ク) でシュミレーショ ンするしかけで、ビル建

設や鉄橋架橋による景観変化を予測して見せた。

従来のブラウン管が 3 対 4 ( l 対1. 33) のアスペ クトなのに 比べ、

9 対16 ( l 対1. 77) の横長画面は建築デザイ ンと環境の関係を検討

する有効な手がかりに今後なるやもしれない。

人間サイドのモジュー1レ

「青丹よし奈良の都は咲 く花の業ふがごと く今盛りなり J と詠ん

だ万葉びとはしあわせだった。700年代の天平期、作者小野老を包み

こむ都は、青五と丹の柱の建物が春欄浸の中に速なり、 「至福」を実

感させる都市空間があ った。一方、寺山修司は歌集 『少年時代j の

中で 「大 工 町 寺 町 米 町 仏 町 老 母 買 う 町 あ ら ず や 燕 よ J と、母に

寄せる哀惜を歌 っているが、それは、超高層ビルの林立するすそ野

の無機質な空間にあ って蟻と化した? 人聞がいつの間にか失 ってし

まった「ぬ くもりのある町なみJ を想う心象風景と見えなくもない。

高度経済社会にあ っても、自らの風土に適した美意識を尊重し 、町

並みの整合性 ・新旧共存 ・自然との融合 ・人間に好まれる環境デザ

イン等を中心に据えた、人間サ イ ドのモ ジュ ール (尺度) を簿うデ

ザイ ン活動が強 くのぞまれる 。

( おがわ たつお/ 中部制象関連事業社協会理事長、

C B C テ レビ映画社代表取締役社長

婆簡の町並み保存
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- 建築 とデザイ ン

インテリアと 建築デザイン

表現コードの歴史と展開

加藤 和 雄

インテリア・ 建築の表現における包合性の歴史

インテリアとは 、建築物の内部、 「内部空間」であり、建築は内部

空間を包含するものである 。

集合論の記号を用いると 図ー 1 ( A コI ) と 表現する こ とができ

る。 この空間的包含性において、建築が内部空間より優位にあり、

歴史的に展開されてきたという事実が、建築主体の空間の歴史を築

いてきたように思われる 。

ヨーロ y ノぞにおいて、パロ y ク、 ロコ コまでまさに 上記のごとく

内部空間は建築としての内部空間であり、建築とインテリアは同ー

の建築の表現コードで表現され、建築とインテ リアは空間的にも、

精神的にも 一体であり、分離できるものではなか った。 ( A ｾ＠ I  )  

バロ ック、ロココ の到来は、インテリアが建築から分離されると

いう点において重要な意味がある 。 ( A 宇 I ) 内部空間は建築と独立

されたコードで表現され、多様な装飾的様式、過去の建築様式のコ

ラージユ、変形的表現の時代が19世紀まで続く 。 このような状況の

中で、 1897年オーストリアのウ ィーンにおいてヨセe フ ・ホフ 7 ンら

が、装飾的様式主義からの離脱を唱え、分離派 (ゼシェ γ ション )

運動を起し、建築ーインテリアの関係をもう一度古典主義の時代の

ように一体的な関係 ( A 三 1) にもどし、装飾的様式のコラージユ

的表現を排除し、 「用と 美J I技術と芸術の統一」 を理念とするバウ

ハウスへと、近代建築、モダニズムへの分岐点となり現代へと至る

のである 。

ヨーロ ソパにおいて、インテリアと建築の空間的包含性、精神的

記号的包含| 全において、インテリアと建築の一体的表現 ( A ｾ＠ I  )  

の時代が最も長〈、古典主義的建築観が正統となり、ノ〈ロ ソク、ロ

ココのような、イ ンテリアと建築が分離的、独立的表現が邪道とさ

れるのは歴史的にみて理解しやすい。 このような考え方は今日にお

./ーー、、A1

A コl

I  IN， ¥ EX， 
③ 

I  @  I  
① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

I  ｾ＠ I  

[ QJ  

l al  

l al  

匡ｾ

! っ A

A = I  

A  n  B  

A  U  B  

A  U  B  

1 ; ， 
11 

⑧ 

。
A - 建鑓

l ーイノテリア

いても主流とな って いるように恩われる 。

日本においては、ヨーロ ッパのように建築とインテリアの対立は

あまり意識的ではなく、それはおそらく、木の文化、気候によると

ころが多いと思われる 。例えば茶室を例にとるとインテリアと建築

は疑うことなく、空間的 ・精神的にも、表裏一体であり、 ( A ｾ＠ 1)  

が意図的ではな く、自然に取り入れられてきたように思う 。

空間の包含性と視点、の移行

インテリアは建築に包含されている 。 ( A コI ) 図ー l ①の包含関

係はインテリ アと建築の空間関係を適切に表現していると恩われ

る。 ( A コI ) という世界において、ある人が空間を移動すると、そ

の視点の移行によ って、同じ空間であっても、ある視点においてイ

ンテリア、エクステリア、建築へと変化してゆく。

(図ー 2 ⑥) において①の位置にいる人にとって、空間 A ，は内部空

間内の建築としてとらえることができる 。②の位置に移行すると、

内部空間内の建築のイ ンテ リア( l N
z
) を体感することとなり、次に

③の位置まで移行すると内部空間内の建築 A ，は、まさに本来の建築

A3として変雪見してしまう 。

すなわち、空間の包含性とは相対的なものであるということが理

解できる( 図- 2)、体感者の視点の位置が問題なのである 。その基準

をどこにとるかによ って 、同 じ空間カf インテリアにもな り、エ クス

テリアにもなり、建築としても成立しうるということである 。

ふたつの視点

IIN--+EX I  

インテリアからエクステリア への視線軸 に基準がある場合。

土と

図 - 1 r インテ リア と建築の包含性」 図- 2 「空間の包含性 と視点、の移行」 南面から見た建築模型

100 姐 聾と H 会/ 19 n年 1 11¥; .  



「竜安寺の石庭」を例にとると、建築の内部から眺めた時、室内

の画像が近景としてあり、中景として、白砂の中に 15個の石が点在

し、大海の島々を想うのもよし、また虎の児渡しと見るのもよし、

見る人の心の変化によ って変化する融通無碍の世界、いわゆる哲学

する庭があり、遠景として深い樹海が展開され、周囲の人家は隠さ

れ陶酔の世界を構築している 。 これはインテリアから エ クステリア

への視線において、近景. 中景. 遠景、それぞれ異質でありながら

調和した濃密な空聞の重ね合せであり、インテリアを基準にした重

ね合せの「関係性の美学」をもとにしている 。

このことは茶室においても同様であり、 I N→ E X という自然に

対し開放的、交流的な空間の重ね合せてあり、同時に精神的世界も

表現している 。 このように石庭、茶室にみる空間性は日本において

特徴あるものといえる 。

ｉ ｅｘ ｾ＠ I  N I  

エクステリアからイ ンテリアへの視線軸に基準がある場合。

ヨーロッパにおける寺院、宮殿 etc において外部空間の配列、 E X

→ I Nの進行軸に重要さがあり、外に対し閉鎖的、防御的、権威的

であり、空間の「配列の美学」をもとにしている 。

記号的・精神的包含性

( 図ー 1 ) において、

① インテリアの表現を建築の表現コ ー ドで表現する 。

② 建築の表現をインテリアの表現コードで表現する 。

③ 建築もインテリアも同一コードで表現する 。

④ 建築の表現コード、インテリアの表現コードが別々に存在する

中で、建築 ・インテリア共通の表現コードで表現された部分。

⑤建築の表現コード、インテリアの表現コード、建築とインテリ

アの共通コードで表現された部分、これらの全体。

⑥建築の表現コード、インテリアの別の表現コードの全体。

これらの多様な建築・イ ンテリアの表現コードの包含性が複雑

に同居し、今日 的なインテリア、建築デザインの状況を呈して

いる 。

私のインテリア、建築デザイン

私自身、インテリアと建築の表現コードの関係は A 三 |、A r;;;， 1、

A = I を理想、と考えている 。先ごろ、インテ リアデザイナーである

内田繁氏のデザイン ・プロデユースによる福岡のホテル「イノレパラ

オj はイタリアの建築家アルド ・ロッシとの共作で建築をアルド ・

ロッシ、インテリアを内田繁が同じタイフ。の表現コードてテ'ザイン

をし、今後のインテリア、建築デザイン界にひとつの方向を示唆し

た作品といえる 。

最後に私の自邸におけるインテリア、建築デザインについて紹介

すると 、私自身の設計事務所であり住居でもあるこの建築には、設

計当初から、 100人ほどのコミュニケーションが可能なパブリ y ク・

スペースを持たせたいという熱い思いがあった。

中庭を中心にオフィスの打合せ室、パーカウンターをもっ住宅の

居間を両側に配し、空間的に一体化 させ、客やデザイナー仲間と家

族とのコミュニケーションを重視し、 ミーティング、ギャラリー、

セミナ一、パフォ - 7ンスなどの多目的に活用できるよう「オフィ

スJ +i 中庭J + i 住居j のパフ" .:; リクスペースへの共存化、一体化

を図ったものである 。

(かとう かずお/ 建築家・加藤和雄/ 状況空間研究所所長)

アプ ローチ正面からフ ァサードを見る。 (H . I .9) 打合せ室 ( 1 N ) → 中庭 ( E X ) →居間 ( 1 N ) の

r. ね合せの空間J

中庭 ( E X ) の空間の両個11に居間 ( 1 N ) . 打合せ室

( 1  N ) があるので中庭の空間は内部空間のようにも

見える。



. 建 築 と デ ザ イ ン

ストラクチァーと建築デザイン

近代建築の流れの中で- ストラクチャーの様相と変移

渡 辺 誠 一

ストラク チァーと建築デザインを語るとき、その歴史を抜きにし

ては語れないだろう 。人聞が、こ の地球上に生存し始めてよ り、「住」

はどう 扱われてきたか。日本の縄文、弥生時代の竪穴住居からもわ

かる ように、そのストラクチァ ー とデザインは自然界の材料による

最少限の空間 と自然現象から身を守るためのものであ った。しかし、

時代の変化 とともに文化、社会構造に対応した建物が必要となり、

木造建築の粋ともいうべき寺社建築、城郭建築がストラクチァー即、

建築デザインとして近世まで、我が国では続いてきた。 しかし、明

治に入札西洋建築様式が入り、鉄 ・コンクリー卜などの構造素材

とともに 、木造建築も影響を受け、新しい建築が行なわれてきたの

であるが、ストラクチァーと建築デザインについて近代建築の流れ

の中で述べる ことにする 。大雑把にい って戦後1950年代からのモダ

ン建築( 構造表現を建築デザインとする ) から、 1970年代からはじ

まったポストモダン建築 (梼造を表現する ことをきらう ) へ、そし

てまた近年ではテクノロジーの発展とも相ま ってか構造をテサーイン

表現することによる新しい傾向の建築が出来てきている 。

1 例をあげれば、 N フォスターの香港海上銀行 (写真一 1) であ

り、 I . Mペイの中国銀行 (写真一 2 ) 、伊藤建築設計事務所 ・東京

(織田) のア サヒビール茨城工場 (写真一 3 ) 、黒川雅之の美和ロ ン

ク工業玉城工場他がある 。

このような時代の流れにストラクチ ァーと建築デザイ ンはどう絡

みあっていくのだろうか。

1. 力の流れと建 築デサミイン

古代ロー? の神殿の影響といわれる法隆寺の柱のふ くらみ エンタ

シス、石造神殿の重厚な建築、その重厚さを支えるエンタシスは円

柱に荷重を載荷したときの円柱の力学的変形性状そのものであり、

写真一 l 香港上海銀行 写真一 2 中国銀行
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木造建築とはいえ瓦葺の大屋根の重量を支えるエンタシスの柱はい

かにも重厚さとその安定! 惑を与える力学的デザインそのものを感じ

させてくれる 。 また、 中世ーの城草[1建築の石積みと城郭のカの流れの

シルエットはし、かにも安定感、がある 。

きて 、現代の建築において、これらをみるとき、いかなるものが

あろうか、現代の建築は経済社会のニーズから、高層住宅、大空間

を必要とする建築、地価の高騰と経済効果の追求による建物、超高

層建築までその多様化はきわまりない。 そして、その多様化の中に

もカの流れを構造表現する建築もまた多くみられる 。例えば丹下の

国立代々木競技場 (写真一 4 ) の如〈吊り構造によるタイナミ ック

な力の流れを建築テザインとしている 。 しかし、最近のテクノロジ

ーの発達は20数年前とは著しく、比べものにならず、コンビュータ

のテクノロジーが、地震国の日本にも超高層ビルを、可能ならしめ、

耐震のテクノロジーが、従来の剛構架 (耐震壁) から、柔構造、免

震構造へ、そして地震波をいち早〈感知して、コンビュ ー タにより

建物の剛性を制御し 、建物への地震入力を減らそうというアクティ

ブな制震構造の建物が出現している 。 この様なハイテク駆使時代の

ストラクチァーの力の流れと建築テザインには大きな変化がもたら

されている 。

それらは、新宿副都心における超高層建築群の中にストラクチァ

ーと建築デザインのかかわりに見ることができる 。例えば、東京都

新都庁舎におけるストラクチァー (鉄骨造メガストラクチァ ー) と

建築デザインの中に力の流れの必然性を見出すことができるであろ

うか。

2. 構 造素 材と建築デサベイン

17世紀後半の産業革命より 19世紀にかけて鉄、コンクリートの建

写真一 3 ア サ ヒ ビール 茨 城 工 場 Z タワ ー (接待塵望棟)



築への使用が建築に大きな変化をもたらした。錬鉄によるパリーの

エ γ フェルのタワー、 O ぺレーの鉄筋コンクリート構造材料の美を

建築デザインへ応用、 ミースの鉄骨とガラスの建築、ネルビーのコ

ンクリートプレファブ部材を用いた大ドーム建築など構造素材の開

発と進歩が建築のデザインを変えてきた。 日本においても木材から

耐震、耐火性能のすぐれたコンクリートへ ( その急激な推進が、木

造建築を駆遂してしま ったともいえる 。) 、昭和30年代のコンクリー

ト打放し建築デザイン、鉄骨骨組を表した建築デザイン、コンクリ

ートプレキャスト材の組立工法の建築意匠など、構造素材が、建築

デザインと深いかかわりを持ち、素材の持味がデザインとして使用

されるに及んでス トラクチァーとともに建築家のデザイン意欲を大

きくかきたてる要素とな ってきた。 アルミニウム、ステンレスはも

とよリ、 GR C 、耐候性鋼材、耐火鋼材、炭素繊維材料など、ニュー

マテリアルのさらなる建築デザイ ンへの応用が期待される 。

3. 建築家と構造家

昔はストラクチァーもデザインもひとりの棟梁によ って行なわれ

てきた。 しかし、今日のように複雑化した情報社会とハイテクの時

代ではもはや、ひとりの棟梁、建築家では 、建物を設計することは

不可能となってきた。 ここでは、種々の分野のプロフェ ッショナル

が必要となる 。本来、構造とは建築デザインとして骨組をデザイン

として用いても、用いなくても、自然の外力に耐えることを目的と

すればどちらでもよいといえばいえよう 。 しかし、構造が、建築の

デザイン要素として参画しているとすれば、構造家にと っては申し

分のない ことである 。建築家も構造家とのかかわりあいにおいて大

別してみると大きく二つのタイフーがある 。一方は、建築家自身が、

あるアイデアのもとに計画し、構造家には単に機造の法的裏付け (構

写真一 4 国立代々木競妓場第 2 体 育 館 写真一 5 センチュリ ータワー

造計算) を求めるタイプと、片方は 、あるプロジェクトに関して、

初期の段階から、プロフェ y ショナルの参加 を求め、建築家の発想

をパートナーであるプロフェ ッショナルとの交流の 中からヒントを

得て発想をより豊かなものへとするタイプであ る。例 えばN フォス

ターや R .ピアノなどは後者のタイプの建築家といわれ、現在、 日本

で建設中の R .ピアノの関西国際空港の流れる よ うな屋椴のデザイ

ンも、構造や設備のエンジニアとのデスカスションの 中にヒントが

あったとい っている 。 R ピアノによれば「クリ エーティプな仕事の

プロセスは現実的には、非常にインフォーマルなものである J と。

ハイテク時代の建築デザインの発想はプロフェ ッショナルとのイン

フォーマルな日常会話の 中にも存在するといっているのである 。

さて、構造技術が普遍化 してくると構造のデザインは単なる構造

解析への技術者となりさがり、新しい構造テ' ザインの挑戦がなくな

るという意見がある 。 また、構造家として美しさへの意欲がないの

は構造家がオーナーと結びつきを持たないからでは ないかと指摘す

る建築家もいる 。現代社会の分業化が、そうしているともいえなく

もなし、。 しかし、新しい建築がこれからデザインされるためには 、

少なくとも構造が、建築にと って材料と 施工、 メンテナンス、建築

コストなどに深くかかわる以上、構造家は建築構造のテクノ ロジー

の他にデザインの感性を養う必要があろう 。建築家のパートナーと

して、建築空間をいかに創造するか。建築家はパー トナーである構

造家次第で、構造家もまた建築家次第で、新しい作品が生れる 可能

' 性があるのである 。

地震国の日本で設計 された N. フォスターのセン チュリータワー

(写真一 5 ) の建築空間とス トラクチァーを 見 るとき 、何か考えさ

せられるものがあるのではなかろうか。今、筆者も 新し いストラク

チァーとデザインを模索中ではあるが( 写真一 6 ) 。

( わたなべ せ い い ち/ 伊藤建築設計事務所取締役兼セントラル技術センター代表取締役)

写真 国営木曽三川公園三派川地区センタ ー展望塔 (仮称)

6  指名蹟抜設計 1位当選案 ( 伊藤建築設計事務所)



. 建 築 と デ ザ イ ン

生産システムと建築デザイン

省力化の対策例と今後の課題に向けて

岩 田 正 弘

はじめに

ここていう「生産システム」という言葉の概念を「広い意味での

建築の施工法及組み立て工法J ととらえて進めたいと思います。

既に、御存知のように建設投資は今でこそやや落ち込んできまし

たが、それまでの 3 - 4 年聞は増加の一途で、 1990年度は83兆円に

達しました。一方でこの建設投資を消化すべき建設業界では慢性的

な入手不足で、とても必要なだけの型枠大工、鉄筋工等の作業員を

確保することはむづかしい状況でした。

そこで、建設業界ではこの増え続ける建設投資を消化するために、

どうしても従来の現場労務集約的な生産システムを現場での労務を

極力削減する生産システムへ改革する必要に迫られていました。

そこでこの 3 - 4 年聞の生産システムの改革の動きを追ってみた

いと思います。

1. 生産システムの変遷

まず、最初に現場での型枠大工、鉄筋工の工数を極力削減するこ

とに主眼が置かれ、そのための主な対策として次のようなものが取

り上げられ推進されました。

対策 1 地上部の構造をなるべく鉄骨造とする 。

工事入手後、従来工法の設計を変更して鉄骨造にしようとすると、

その設計変更のために多大の時間と 労力が必要となり、そのために

かえって現場の進行の足をヲ |っ張ることにな りかねないので注意が

必要です。

また、型枠大工や鉄筋工が確保しにくい事情は建設業界のどこで

も同じなので、鉄骨造の設計の建物がふえて、鉄骨業者へ注文が殺

到したことは御承知の通りです。

対策 2 地上の外壁をなるべくカーテンウオールとする 。

前の対策 1 と密接に関連しますが、 地上部 を鉄骨造とした建物の

外壁をカーテ ンウオールと し出来るだけ工場で加工して現場での工

数を削減しようとするものです。
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対策 3 床型枠をなるべく無支保工工法とする 。

従来の床型枠工法ではセキ板用型枠ベニヤ、支保工用ノマイプサポ

ート等床型枠を組み立てる場所迄持ち込む材料の運搬 ・組立解体手

聞が大変なので、その工数を削減しようとするものです。この場合、

テP ツキプレートを単に型枠代りとして使用する工法とテ'ッ キプレー

ト合成床板とい ってテ' ッキプレートが硬化後の上部の床コンクリー

トと一体となって曲げに抵抗する工法の二種類に大別 されます。

無支保工法はこのデ ッキプレートをハーフ P C板等に置き換えて

多用されています。

対策 4 床、カーテンウオール以外にも P C部材を多用する 。

バルコニー床板、柱、梁、壁の型枠として厚き 75rnrn程度のハーフ

P C板を使用したり、あるいは P C工場や現場の地上で P C小梁を

製作し鉄骨と同様に建方することも行なわれています。

対策 5 なるべく型枠を大型化する 。

型枠を大型化して型枠大工の工数を 削減しようとするもので、各

メーカーで各種のものが開発されています。 なかでも「ア/ レマシス

テム」とか「パリオシステム j が著名です。 この型枠の大型化は、

多くの場合、いわゆる i V H工法」と併用されます。

対策 6 鉄筋工の工数を削減する 。

多く使用されているのは、工場製作されたメ ッシュ鉄筋を壁筋、

床筋、基礎梁スターラ ップとしての使用と柱フープ、梁スタ ー ラッ

プに F B リング、T S K フープなどの使用です。

以上のような対策を主な柱として、当初からの目標のように型枠

大工、鉄筋工の現場での工数を極力削減するために、前記の対策を

採用する現場が多くなるように推進しようとしたのですが、現場の

責任者とすれば不慣れな工法を採用するために、余分な検討作業が

必要になり、またその検討作業では予測もつかなか ったミスが発生

する リスクを背負い込むよりも、手慣れた従来からの工法で施工し



た方が楽で安心だという気持の人が多〈、この種の対策が広〈採用

されるまでにはかなりの時聞が必要でh した。

しかし今ではこの種の対策を採用するのが当然と考えられるよう

になり、設計者、業者の現場と協力業者の意識も変り、同時に実践

を通じてお互いの技術レベルも上り、 写真一 |、写真一 2 に示すよ

うな複雑な形のバルコニーのタイル打込のフル P C板も採用される

ようになり、仕上精度も良〈好評です。

また、今まで述べた現場工数の削減対策とは趣きが違いますが、

当社では高層ビルの鉄骨工事、外壁カーテンウオール、床 P C板を

自動的に迫り上りながら施工し、旦つ最上部を雨風に左右されない

覆いをつけ、その覆い自体も迫り上がっていき全天候で作業出来る

工法を開発し、これをスマートシステム( ⑤ hi mi zu⑪ anufacturi ng

syst em by ③ dvanced  @  obot ics ⑦ echnol ogy) と名付け、名古屋

市内で着工した十六銀行名古屋ビル (設計・日建設計) で実施しま

す。

この工法は生産システムの将来を示唆していると思います。

2. 生産システムと建築デザインの今後の課題

以上のように、この 3 - 4 年間に建築の生産システムは急激に変

化し、また今後も変化させていかねばな らぬと思いますア。

この際、- _ f l _ 従来の工法で設計したものを先に述べた現場工数削

減の工法へ設計変更しようとすると、その時間と労力が大変なので、

当初設計段階よりその穫の工法を折り込んだ設計にして頂くよう発

注者、設計者の方へ特にお願いしたいと思います。

また、生産システムの変化が進行していくと、現在以上に工場製

品を現場で多用するようになります。 それに伴なって、どうしても

同一モデュールや類似モデュールが多用されることになり、建築デ

ザインを単調なものに押しやりがちとなります。 この欠点をどのよ

うに克服して良い建築デザインを生み出していくのかが、発注者、

設計者、建設業者に課せられた今後の課題だと思います。

( いわた まさひろ / 清水建設側名古屋支庖生産システム部部長)

写真一 l バルコニ一周タイル打込フル P C板の近景( 志摩タラソホテル)

写真一 2 向上バルコニー用 P C板の取付状況 ( 志摩タ ラソホテル)
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北欧の都市と建築 (4  ) ー フ ィンランド・ へルシンキ ( II )  

中 島

れバルト海の乙女H という愛称で親しまれているへルシ ンキのよ

さは、まずは環境のすばらしさである 。三方を海に固まれた旧市街

をはじめ、市内のいたるところが緑と水に取り囲まれており、その

うえ、美しい現代建築が建ち並び都会的ムード・が漂 っている のであ

る。 ここは建築家エ リエル ・サーリネ ンやアルヴァ ・アアルトをは

じめ、数多くのモダンな建築家の手によ って創 出 された秀作が多い

ことは、ご主主知のとおりである 。きて、車で

フィンランディア アルヴ ァ ・アアルトの作品であるコ ンサー

ト・ホール兼会議場のこの建築は、新しくデザインされたへルシ ン

キ市セ ンターの部分をなすもので、 1961年、テーレ湖畔に計画され

たセ ンタ一最初の建物である 。敷地の木々はそ の まま残されていて、

歩行者ゾー ンが、へスペ リア公園に沿 ってマ ンネルハイム通りとコ

ンサート ・ホールの聞を走 っている 。主ホールは 1，750席をもち、 350

席のリサイタルや室内楽のための小さなオーテe ィ トリウムもある 。

また、 300人収容する分割可能なレ ス トラ ンもある 。白い大理石張り

のフ ァサードは、遠望を意識したも ので、テーレ湖側からの白い大

理石張り のファ サードは見事である 。

アルウ、ア ・アアルトの作品のなかでも私の最も好きなものの一つ

である 。 ところが、外装の大理石にそりが出て落下防止のための補

強金物が取りつけられ、落下防止ネ ッ トが貼 っていたのには驚いた。

オタニエミ工科大学本館 キャンパス計画のコ ンペは1949年に行

なわれたもので、これまたア ルヴァ ・アアルトの作品である 。 キャ

ンパスは主要建物の一方の側の広場が自動車用にあてられ、その反

対側が歩行者ゾー ンにな っていて、階段状に公園のようにつ くられ

ている 。扇形で屋外劇場にも使えるホール部分を中心 として、各学

音11の建築が連結されている 。教室は、 小 さな 中庭の周リに集められ

ているが、これらの教室群の 中には 、中講義室 ・実験室等がおかれ

ている 。建築は大きく四ブロ y クに分けられている 。管理ゾーン ・

一般教養科 ・地理学科 ・建築学科であるが、建築学科棟だけが白大

理石仕上げとな っていて異色である 。アプロー チから全てのブロッ

クが眺望でき、すばらしい景観を 創出 している 。

アルウ'ァ・アアルトの作品であるフィンランディア
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タビオラとオタニヱミ 1951年、増大するへルシンキ市の人口に

対処するため、住宅財団はへルシンキ市中心部から西へl Ok mのエ

マボー市内のタビオラ (森の精の意味) に衛星都市を建設する計画

に乗りだした。この計画のコンセプトは、 「人間の個性と自然への接

触を守る 」 とし、住宅だけでなく 、道路 ・街灯 ・公園 ・上下水道 ・

発電所 ・企業などの建設も管理するとしている 。 このため、建設以

前に生えていた樹木はそのまま残され、住宅は林の 中に建てられ、

傾 斜地や池はその まま巧みに 市民広場や公園の素材として利用され

ている 。樹木より高い高層住宅は全体の 1/ 3 以下におさえられて

いる 。

市の 中心部にあるケスクスト ルニという 13階建ての高層ビ ルは、

全市の管理セ ンターにな っている 。 また この屋上は展望台にな って

いて、 ここに登るとタビオラの全容を一望のもとに眺め渡す ことが

できる 。 このビルの周囲には広々としたスペースがとられ、市民の

憩いの場にな っている 。 また、こ こを中心に銀行 ・レストラ ン ・カ

フェ ・ショ ッピングセンター ・デパートなとーの施設が整っており、

ケスクスト ルニの前にある人工池には噴水が飛沫をあげ 、それを囲

むように教会 ・スポーツセンター ・ヘルスセンターが配置されて い

て、まことに細かいと ころまで行き届いた配慮、がなされている 。

タビオラの北東、工科大学のあるオタ ニエミには、学生、教員だ

けでな く、その家族、大学の職員が住んでおり、数々の名建築が林

のなかに建ち並んでいる 。 なかでもアルウーァ ・アアルトの工科大学

本館、カイヤ ・シレンとへイ ッキ ・シレン共作の礼拝堂および学生

食堂、 レイマ ・ピエテ ィラとライリ ・パ一テライネン共作の学生会

館テ4 イポリなどは、静かな落ち着いた白樺林と の調和がとれたすば

らしい都市景観を形成している 。

カタヤノッカ 都心に近接するカタヤノ ッカ島の再開発として計

画されたものである 。古くからの港湾工場地区であ ったカタヤ ノッ

カ島の古い建物の修復、 リニューアルと集会住宅建設によ り、都心

住居地区として再生している 。集合住宅は 中層囲み型の連続形をと

っている 。1972年の再開発計画のコンペテインヨンによ って全体計

画を決定し、 これにもとづき 、各ブ ロ y クごとに建築家を替えて設

アルウ' 7 ・アアルトの作品であるオタニエミ工科大学 大オーディトリウム



タビオラのケスクストルニの展望台から 高層住宅群を見る

計したもので、形態も色彩においても見事に調和した景観を形式し

ている 。各フe ロック 内は、公営の賃貸、分譲と民間分譲を混合し、

これら相互の階層の融合をはかるのに成功している例である 。

ウエスト・パシラ ヘルシンキのオールドタウンの北方約 4 k m 

の副都心開発地区である 。鉄道の拠点であ ったノ f シラ地区を副都心

として開発するアイデアは古くから提案されていたものの、実現に

至らなか った。 しかし、近年のオールドタウンの過密化と交通混乱

の解決のため、交通ターミナル ・商業施設 ・公共施設 ・集合住宅の

広域複合開発が行なわれたものである 。 この中心地区は高層オフィ

スビル、商業施設等で構成され、また 2 階 レベルを歩行者空間 とし

て歩車分離を図っている 。集合住宅地区は現在もなお建設中である 。

イースタンセンタ一 都心の東方約10kmのへルンンキ東部地区

センター開発。へルシンキ市の都心機能の分散整備計画による開発

拠点の一つである 。地下鉄とハイウェイで都心と結ぼれており、

スターミ ナル ・商業施設 ・文化施設および集合住宅等の複合開発と

なって いる 。1972年に計画され、現在、ターミナル ・文化施設 ・商

業施設の一部が完成。 ターミナルビルは 1 階が駅とパーキング、 2  

階レベルが広場で、 2 階以上に商業施設 ・オフ ィス 等が入居してい

る。 さらに 中心施設周辺部は 2 階レベルを歩行者レベルとし、積極

的に歩車分離をはか っている 。

*  

今回の北欧の旅は 8 月3 日から 8 月12 日の10 日間であ った。一年

中で最も日が長い期間、太陽が深夜まで輝きを見せてくれた。

( なかじま はじむ/ 愛知工業大学教俊)

カタヤノ ッカの再開発計画

タビオラの自律林の中の低層集合住宅幹

タビオラの市の中心地区

イースタンセンタ一 地区センター

ウエスト・パシラ置IJ 都心再開発地区
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. 追悼文

名 誉 正 会 員 ・ 元 京 都 支 部 長

井手正雄氏逝く

明治36年12月22 日 京都府に生まれる

略 歴

大10年 3 月 京都府立京都第一中学校卒業

14年 3 月 第三高等学校高等科卒業

昭 3 年 3 月 京都大学工学部建築学己科卒業

4 年 4 月 大阪市勤務

11年 3 月 私立商工学校を経営

15年 1 月 倒 烏 丸 学 園 を 設 立 理 事 に 就 任

17年 3 月 京都市立第二工業学校勤務

18年10月 京都府地方技師に任命

22年 7 月 商工技官に任命

23年 2 月 京都府技術吏貝に任命

23年 8 月 京都府総務部営繕課長

兼土木部特別建設謀長

27年 4 月 例烏丸学園が附清和学園に変更

向 上 理 事 に 就 任

28年 腕清和学園を解散( 牢) 清和学関設立

向 上 理 事 に 就 任

30年 9 月 京都府建築部建築課長

31年 8 月 京都府を退職

32年 4 月 ( 学) 清和学園長に就任

33年 5 月 附清和建築設計事務所設立

代表取締役に就任

協 会 歴

昭 6 年 4 月 個人正会貝として入会

29.  3 - 3l. 2  評議貝

32. 4 - 34 .3  理官官

35- 48  京都支部長

49 .2 - 名誉正会貝

平成 3 年 12月17 日 逝 去 (88歳)

108 控 築 と 社 会/ 円92年 3 fl 号

井手正雄氏を偲ぶ

河 島 勝 三

本会名誉正会員 井手正雄氏は、平成 3 年12月 昭和 3 年大学を卒業され翌 4 年には、大阪市役

17 日88歳の天寿を全うされ、惜し くもご逝去にな 所へ勤務されることになりますが、これが氏の建

りました。 築人生の始まりであります。氏は晩年「私の88年

ここに同氏が歩まれた 88歳の歴史を振り返り、 の永い人生の問の半分以上を建築技術者として生

ありし日の面影を{ 忠ひ持つつ謹んでご冥福をお祈り 活してきましたが、建築とは如何なるものかと云

申し上げます。 うことを適確に説明することは容易でないと思い

井手家はもともと京都府綴喜郡井手町のご出身 ます。幸いにも私はその途の専門の学校を卒業し

であります。 700坪に及ぶ広大な屋敷は昭和28年 8 ましたけれども、学校での僅かばかりの年月の間

月、井手町の大正池の決潰によ って流され、跡形 では、建築の匂いをかいだに過ぎず、その後就職

もない荒地と化してしまいました。幸いにもその して建築関係の仕事に従事しましたが、初めの数

2年前に仕事の関係もあ って京都市内に転居され、 年聞は見習いか手伝いの仕事て。五里霧中でした。

多くの死者を 出 した災害から難を逃れられること 約十年が経って、まがりなりにも設計図面を描く

ができました。今も、井手家のお墓はこの井手町 ことができるようにな ったと思います。J としみじ

の山麓にあり、同氏もここで安らかに氷久の眠り みと述懐しておられます。 いずれにしても、昭和

につかれるのであります。 3 年から昭和31年までの問長い役人生活を送られ

同氏は明治36年12月22 日生まれで、小学校の頃 たのでありますが、この時期は戦前・戦中 ・戦後

は、算術と図画を得意とする利発な子でありまし にわたる昭和の激動期であり、大変なご苦労があ

た。 そして、肉親の希望どおり、当時の京都にあ ったと推察されます。

つては最高の学歴といわれた、京一中、三高、京 氏は、建築技術者であると共に、父君が創設さ

大へと進学の道を果たされるのであります。三高 れた学校法人の経営にも励まれ、また、お忙しい

時代はラグビ一部に籍を置き、勉強と スポーツで 時間を割いて日本建築協会・建築士会とい った建

心身共に鍛えられました。氏は自伝の中で、 「私は 築関係団体の運営にも尽力いただいたのでありま

中学の頃から鼻が悪〈蓄膿症で困 っていました。 す。

ラグビーはきつい運動て、すが、半年間でそれがす 時には技術者として、時には芸術家として、そ

っかり治り、こんなことに効果があるとは思いも してまた教育者として多忙なうちに 88年の人生を

よらぬことで、鼻の病気が治ると、す っきりとし 送られた井手正雄先生の人生は充実した一生であ

て勉学が楽にな って大助かりでした。」 と回顧して りました 。

おられます。 井手の里で永遠の眠りのなかか ら、私達後輩を

大学への進学については、東大の工学部造船科 お導きくださるようお願い申し上げ、追悼の辞と

にしょうか、京大の工学部建築科にしょうかと随 いたします。

分悩まれたようですが、ご家庭の事情もあって京 ( 日本建築協会京都支部事務局長)

大へ進まれることになりました。

京大では構造力学のセψ ミに入り勉学に励まれる

かたわら、三高時代からのラグビーを続けられ、

また、絵画にも親しまれました。特に、絵画は後

年京都チャーチル会のメンバーとして活躍される

など氏の終生の道楽として、多くの作品を残して

おられます。
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きたるべき 21世紀へ向けて、 3 次元実物 モ デル 表 ー 1 各モデルの概念と構造

に準拠した新たな手段による設計の システム化や

標準化と、コンビュータネ ッ トワークによる部門

聞や企業間のモデル情報交換による関連ン ステム

との有機的連絡が極めて重要となる 。

部 材

部 材 片

基 本 設 計

モ デ ノレ モ デ ノ レ モ デ ノ レ

スケノレトン

部材片の集合

モ デ ノ レ

板 の 集 合

鋼構造の設計/ 生産におけ

る汎用 3次元モデルと

本文では、このよ うな主旨にそ って開発され、

社内での豊富な実用実績を背景に、すでに一般鉄

骨 ファプ リケータのみならず、設計主導による事

態の打開 をめざす大手ゼネコンや鉄骨系プレファ

プ メ ー カ ー な ど で も 採 用 さ れ 始 め た rHYPER.

板

部

2vfz|板モデノレ

ロロロ 部材と板の集合

| 部品の集会

CAO/CAMアプリケーション

C A DJ について紹介する 。

製 ロロロ

山 本 義 行

3 次元モデルの概念と構造

本システムにおける 3 次元モデルの概念は、 3

次元任意平面上にその法線ベクトル方向に厚みを

もって定義される任意形状の 「板 j を基本単位と

これらの本 システムの モデルの概念と構造は、

表 ー 1 のごとく整理される 。

3 次元モデリングの概念と機能

する 。 必要に応じて、これにボルト 孔配置情報や 本システムの 3 次元モデリ ングの概念は床面、

外周辺に溶接関先など縁端形状情報を定義すると 通り面とい った平商を基準として、部材スケルト

ともに、曲げ軸線を与えることで曲げ形状を定義 ン、音I1材片、板とい ったオブジェクト ( 設計対象

する 。 この 「板 j のさまざまな形での集会が 「製 物) の原形の定義/ 配置操作と、設計の進展に伴

作モデル」 を構成する 。 い随時必要となるこれら原形の変形、再配置操作

この 「製作モデル」を、詳細 設計では厚さのな を行うこととなる 。 言 い換えれば、設計の概念と

いペーパーの集合におきかえてモデル化し、さら プ ロセ スに従 って 、各部の部材片/ 板相互の接合

にこれを基本設計ではスケルトンにおきかえてモ 関 係 が 「製作モデル」 として納まるように随時変

テソレ化することにより、設計の概念で「製作モデ 形させるプロセスを、コンビ ュー タグラフ ィ γ ク

ル」 をコントロールする 。 スを媒体として再現させる機能がモデリ ングの 機

表- 2 モデリング機能の概要

オブジェクトの 検索条件を指定 して任意のオブジェクトあるいはオブジェクト

検索 群を検索し、コマンドの入力フォーマットとともに出力する。

操作コ7 ンド 当該オブジェクトに関する所要の操作コマ ンドとパラメータ

入力 を、 l オブジェクトに対して 1行で割り当てられたフォー7 ツト

に入力する。先頭行に後続するオブジェクトに対して入力を

共
省略した場合は、先頭行のコマンド/ ノf ラメータを参照する

( 自動コピー) 。

タスクの 入力の単位とその笑行の単位は独立している。入力の都度

通

実行単位 実行させることもできるし、入力データを任意の単位でまとめ

て実行させることもできる。これにより、局部的な修正/変更が

自在となる。

実行結果の 実行結果をオブジェクトの検索条件で指定した範囲につき、

機

レビュー 2 次元あるいは 3 次元でモテツレをレビューできる。必要に応

じて図面紙に出力して、一括イエローチェックすることも可能

である。

基準値/標準値 接合/補強部の設計に関する全プロジェク ト共通の基準値/

告E
の登録/編集 標準値あるいは当該プロジェクトに共通の基準値/標準値と

して随時引用するために、事前に登録/編集する。

標準手順の登録 特殊な詳細に関する一連のコマンドを、パラメータの基準値/

/ 編集 標準値とともに、その繰り返し参照のために随時登録/編集

する。

部材納まり設計 面/部材の定義/ 配置/編集を行うとともに、スケルトンの移

動/ 回転/ 伸縮/投影等による部材配置のリファイン操作を行

う。部材分割/切断による部材片への展開操作と板継/柱絞

り/ 梁ハンチ等の定義による部材片形状のリファイン操作を

設 行う。必要に応じて、移動/ 回転等による部材片配置の個別

微調整操作を行う。

計

接合/補強部の 継手/ ヵ・セット仕口/ 柱脚/ パネルゾーンにおける接合/補強

設計 板の形状/ 穴配置等の定義/部材片への配置操作を行う。そ

機

の他部材片の曲げ加工/ 部材片端特殊形状切断や型鋼接

合片等の形状/穴配置の定義と部材片への配置操作、また、

育E
その他のスチフナー/ リプ/ カバープレート等補強プレートの

定義と部材片への配置操作を行う。特殊部材として、ラチス lB h m l-E J一口 j-E  

部材の形状/ 配置の定義と部材への配置操作も行う。いずれ

も標準化されておれば入力の大半が省略されうる。

図ー 1 詳細段計モデルの軸組図表示例

挫築 と社会/ 1992判 月 号 109



図- 2 詳細設計モデルの 3次元表示例
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モデルの集合部に着目した 3 次元表示例
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能である 。 これを一言でいえば設計の概念と手順

で原寸をコントロールする機能ともいえる 。

この 3 次元モデリン グの機能の概要は、 表- 2

に示す通りである 。

図面/ 帳票に関する自動編集機能と対話

編集機能

上記モテリングで完成された詳細設計モデルの

軸組図表示例と 3 次元表示例を、それぞれ図ー 1

と図- 2 に示す。 また、モデルの接合昔日に着目し

た 3 次元表示例を 図- 3 に示す。

最終的な「製作モデル」はこのモデルから自動

的に生成される 。 同時に、この 「製作モデル」 か

ら一般図、製品詳細図、単品詳細図 (定規リスト /

原寸型板) といった図面類並びに製品や部品の数

量明細書類が自動的に編集される 。 こうして自動

的に展開された図面を対話で修正/ 再編集したり、

部分的な図商/ 型板等を対話方式で直接描くこと

も当然可能である 。

これら出力機能の概要を 表 3 に示す。

表- 3 出力処理機能概要

一般図 伏図/軸組図/ アンカープラン/継

手、仕口リスト/部材断面リスト

ただし、伏図/軸組図は骨組詳細図

としての出力も可能である。

工作図 製品マーク/部品マ ーク/員数処理

製品詳細図/ 並びに溶接関先/ スカラップ/絡み

単品詳細図 代/クリアランス処理並びにダクトスリ

ープ/鉄筋穴/ セノ f 穴等付帯穴処理

並びにバンドプレート/カンザシ/ タラ

ツプ/ハイステージ受け/安全金物等

付帯金物処理等を含む。

数量明細管 径別/首下長別ポノレト本数、溶接長

を含み、モデノレの構造と工区にそっ

た明細の分類/集計が可能である。

3 次元モデリングの将来性

前述の図面/ 帳票の自動編集機能は、常に 100%

の入力項目とその精度を要求するものではない。

その出力内容と精度は、唯一その処理時点での設

計モデルの内容と精度に一致する 。 したが って、

必要に応じて随時一般図や鋼材手配なと所要の検

討や業務のための図面や積算書として機械的に得

ることカf で きる 。

ところで、構造計画にはじまり実際の製作が可

能になるまでの設計のプロセスは、最初はラフな

モデルにはじまり、構造計算や他の建築設計や製

作/ 施工上との整合性をとりながら、最終的に製

作に足る正確なモテールへ と収束させていく行為に

はかならない。本来、人が精力をつぎ込まなけれ

ば点は図面作成や積算にあるのではなく、 この収

束を効率よく行うように工夫していくことにある 。

このシステムのモデルと標準値とを設計者/ 製

作者/ 施工者との間で共有し、より密接な相互連

携が可能なように関連システムとの連結を計 って

いくことにより、建築鋼構造の設計/ 生産のプロ

セスを革新してい くことこそが本ンステムの目的

とするところである 。

( やましと よしゆき 新日本製織株式会社鉄骨 CAD，
/ CA Mセンター (TCC 大阪) 所長/
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体感温熱環境制御用

センサー

古 川 良 知

写真 一 1 A S - l l  写真一 2 A  S ー 10

116  

受感 面 表 示 部

人の温冷感は、人体の状態としてのう管衣琵と活

動量、環境としての気温、車高射熱、気流、湿度が

あり、ほぽ 6 つの要素によって形成されている 。

受感商

しかし現在においても空調の多くは気温のみを s  

一定に保つ制御て持あり、 1 日の周期 ( あるいは季

節の周期) で変動する謡射熱や湿度、また換気流

等の変化に対応てe きず、かならずしも満足される

ものではなか った。

人の温冷感に近い出力が得られるセ ンサーを組

み込み、オフィス設備に 7 γ チした安価な製品を

開発したので、この機会に報告したい。

センサーの原理

このセンサーは 、射場本 (勘 ) による皮下泉商

モデルの乾性放熱に基づいて設計されている 。

人体の産熱や外界との熱収支の複雑なメカニズ

ムを工学的に実現するため単純化し、人体の産熱

をヒータ ーに、 外界に接する皮膚部を熱抵抗体 に、

皮下泉面温度 (TI ) の温熱感覚 RECEPTOR をisIJ

混素子に置き換えている 。

図 - 1 は、センサーの工学的な伝熱モデルであ

る。 ヒー ターで発生した一定熱量が熱抵抗 体 (T.

R.  B) を 通 仇 放 熱 (Hd) されると、 TI は温熱

環 境 (気温、車面射熱、気 流) によ って変化するの

で、この TI の温度信号を 制御用信号とする こ と

カf てーきる 。

Heater  Thermally Resi stant Body  

¥ (  (T. R. B)  

Constant 、 、引 川 一 / む

? ; : ; r  sJ 十言 :(1 q  H.  (ωnstant )  

5i gnal /  Ther mometer  

図- 1 センサーの伝熱モデル

アメニティセンサーの概略

写真一 1 は、机上設置タイプで、人体の形状を

モデル化 している 。空調機器制御用のほか、 簡易

的 な温熱環境 モニタ ーや 評価用 としても 利用 され

ている 。 ( A S - l l 型)

写真一 2 は、新しく 開発された製品 A S - IOで、

デザイン 、機能をと もにオフィス空間の空調用 セ

ンサーとして適合さ せ ている 。

センサーは、従来の室温制御用センサーと同様

の壁面取り付けタイプであることから、片面検出

操作部

図- 2 A  S ー 10外観寸法図

タイプとし、人の存在する 中央域を 代表さ せ て検

出する工夫がされている 。

操作ノマネルは空調の ON/ OFF スイ y チのほ

か、好みに応じて標準より暖かめ、涼しめ、の設

定ができるようになっている 。

操作性の良さとオフィスの壁面に取り 付 けた場

合にも違和感の生じない大きさ (図- 2 ) にな っ

ている 。

制 御用 出 力は、 P MV に対 応 した DC4- 20m A

のアナログ出力とな っている 。

また 、図- 3 に示す ように、 取り付け方 法は、

]I S 規 格の 2 佃用ボ ックス使用 を標 準 として いる 。

表ー 1 に主な仕様を記す。

表- 1 アメニティセンサーの仕様

型式 A S - 10 

測定範囲 P MV :  - 1  - +  1  

5白衣量 (季節) 設定 O. 5c lo (夏)

微調整

受感方向

出力信号

制御1ポイ ン ト

1(1源

O.9c1o (春/ 秋)

1. 3cl o (冬)

i: 3 ステ ンプ

片面

D C  4  - 20m A  

(P MV :  - 1 - +  1に対し )

D C I2 mA( 方。 34. 5'C )

(A  S  - 10の 出力 が D C 12 mA  

になるように制御することで、

快適な空調空間カ£得られる )

A C24 V  

ｾ＠

図- 3 A S - l 0取り付け方法図

今後の課題

オフィス空調の実用に即 した壁取 りイ寸けタイプ

のセンサーは、開発されたばかりであり、 研 究室

レベルて' は良好 な特性が得られ るが、一般に使 わ

れる場合、この セ ンサーの特長 (気温、気流、将

射熱を総合的に感じる ) を生かした空調システム

の開発やノウハウの蓄積、また特殊なケースも考

えら れ るため、使用 7 ニュアルの作成などが必 要

となる fごろう 。

この製品 ( アメ ニテ ィセン サー) が、近年特 に

望まれている快適なオフィス環 境 を実現す る - Jlj J

となれば幸いである 。

参考文献

体感温と暖冷環境の設計理論

射湯本 (勘) [科学技術広報財団]

温熱環境セ ンサーの開発

黒岩、荒川、背柳、射場本 (忠)

[電気加熱技術情報 No. 14 1984)  

・2邑熱環境制御用センサーの試作と熱特性の検

射場本 (忠) 、吉沼、黒岩、荒川

[ 空気翻和 ・衛生工学会学術論文集'85)

- 温感センサを使用したファジィ制御による快適空調の笑例

。平井、出口、伊藤、進本、坂元、三宅

[ 空気鯛和 衛生工学会学術講演会講演論文集 '90、

10. 24-10.26札眺]

・絞合型室内放熱方式と温感制御による低エ才、ノレギー活用の検討

射場本忠彦 [l BEC' 91 .3)  

(ふるかわ よしとも 京都電子工業抹式会社研究室主任研究貝)
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万能大口径削孔工法

( 8  G 工法)

秋 山 一 郎

B G7  

ロ

マ
ト

由

-

1 . 概 要

本工. 法は独ノ〈ウア一社との技術提供により 1983

年に導入された油圧式万能型大口径削孔機 ( B G

機) による削孔工法で、日本基礎技祢酬が製作、

販売し、現在日本圏内で B G- 7 .  B G- l l '  B G  

- 14の 3 機種が稼働中である 。

地盤状況、その他の条件に応じ、乾式または IE

式により錐具を適宜交換し、場所打ち杭、障筈物 ・4士機・性能

撤去のプレポーリング、山留杭等の施工ができる 。

2. 特徴

( 1)アタ ソチメントの交換により、オールケーシ

ング、アースドリル、オーガーおよびエアー

ハン 7 ー工法が使える 。 転石、玉石のI也終で

も削孔が可能である 。

(2 )木 杭、鉄筋コンクリート構造物等の障害物の

ある地銀での杭地工が可能である 。

(3 )支持層が岩盤でも、必要な根入れ長の確保が

可能である 。

(4) 機械がコンパ 7 トにできているので、 20・の急

傾聞でも走行できる 。

(5) 機動性がよく、 360・回転可能であり、狭陰地で

の施工が可能。

(6) 補助ウインチを備えているので、向IJ 孔機 自体

で、ケーシングや鉄筋力ゴ、 H 鋼、シートノ マ

イルなどのつり込みも 出来る 。

(7)全油圧駆動方式で、高張力鋼を使用している

ため、構造は頑丈かつ小型で、低騒音 ・低 振

動作業ができる 。

3  . 用途

場所打基礎杭、 l幻留 杭(柱 列 杭) 、抑止杭、障害

物の撤去、既設杭の引抜き撤去、プレポーリ ング、

デ ィープウェル等の大口径削孔。

( あきやま いちろう /

日本基礎技術側大阪支庖工事課課長代理

11 2 也 聾 と社会 / 1992年 3 ) )可

3200 

告か

? 下

旬少

檀 橿 BG-7  

ロータリー

置大トルク 7.Ql fm 

パつーへッF

I t . 回転畳 4Qrpm 

ノーケーシング ;  1300mm 

. 大剛孔径

オールケーシング ;  1000mm 

療場ケリー 18m 

即l孔理置

E 畳ケ' ) 一 24m 

引法力 15M 

フィード 押込カ
15“  

韮 置 20m/ m.n 

. 大引彊カ 1.5tf 

最大巻上速度 60m/ml n 

主ウインチ

ロープ長 40m 

ロープ桂 20mm 

? 亀勘i ! I を障さ 5.5tf 

置，随時 60m/ mtn 

繍勧つイノチ

II ｾき 40m 

幅 20mm 

t畠勘慣を陣き 37.5tf • • 
置織時 30.0tf 

長 さ 9.08m 

画質中の寸;! 幅 3.20m 

高 さ 3.2Sm 

s

g

 

掘向Ij 径: ( mm) 最大掘削長 (m )

パワーロータ リー

ヘッ ドトルク (t ' m)

出 カ

最小 最大 標準ケリー 長尺ケリー 最小 最大

/ ーケーシング *  470 1300 145PS 

B G  7  18 24 3. 7 7.4 

オーノレケ- : / ン 7 550 1000 109kw 

/ ーケ- : / ング 640 1800 210PS 

BGl l  24 32 6. 0 12. 0 

オー ノレケ- : / ング 750 1500 158kw 

ノヶ- : / ング 640 1800 280PS  

BG14 24 32 7. 1  14. 3  

オールケーシング 750 1500 210kw 

1柑考 * 印肉数字は. エ ア ハン マ一円場合 φ450mmとする.

- 施工方法( 場所打基礎杭の場合)

11， Il '  13 1  ( 4 1  
( 5  ， 16 1  

B  

l I l i 削機セ y ト ヶ - ， ン グI"IW正人 ドリリノグ_ { ケ y ト 鉄筋純生E込

での制削 トレミ - 1NJ!.込

コン 7 リート打ぷ ケ ー シ ン グ 引 抜 き



大 阪 府 公 共 建 築 設 計 コ ン ク ー ル

本コン クールは、永 〈人々に愛され親しまれる公共建築づく りの

一環として、大阪府が建設する小規模な公共施設の基本アイデアを

高校生 ・専修学校生か ら公募したもので、本年度から実施していま

す。平成 3年度大阪府公共建築設計コ ンクールは、下記要領で行わ

れ、入賞者が決定 しました。

応募総数181. Si: o 応募者総数は 197人で した。

最優秀作品の提案主 旨は、 大阪府警察本部が建て替え予定め箕面箸

察署・ 萱野派出所の設計に取り入れ られます。

ー コ ン ク ー ル 概 要 一

口設計課題

「ちょ っとおしゃれな Y OU . MEの派出所J

口設計内容 (概要)

敷 地 面 積 130m'

規模 ・構造 鉄 筋 コ ン クリート造または鉄骨造、 2 階建て

延べ床面積 110- 120m'  

口建設予定場所

箕面市萱野 2 丁目 3 番32号

口募集期間

平成 3 年11月20 日~平成 4 年 1 月20 日

口応募状況

応募作品総数 181.点 (第 1 部 59点 ・第 2 部 122点)

応 募 者 総 数 197人 (第 1 部 64人 ・第 2 部 133人)

* 第 I 部 高校生の苦11 (大阪府下の工業高等学校等の生徒)

第 2 部' 短大 ・専修学校生等の部 (大阪府下の短期大学 ・専修

学校 ・高等職業技術専門校の学生 ・生徒)

口 入選作品の数および賞

第 l 部 ・第 2 昔日から各 4 点つ' つ、計 8 点を入選と し、そ の他に奨励

賞を 2 点選びました。入賞者には、1 : 1 : ・状、記念、楯および副日・が贈ら

れます。

最優秀作品

佳 作

l 点 優秀作品

4 点 奨 励 賞

口 審査委員 (順不同、敬称略)

3 点

2 点

紙 野 桂 人 (大阪大学工学部教授) 一審査委員長一

太田 隆信 (坂倉建築研究所取締役大阪事務所長)

篠崎由紀子 (府警を諮る会委員)

高 橋 叡 子 (大阪府教育委員)

田端 修 (大阪芸術大学助教授)

平問 答 (大阪府警察本音11笹ら部箸ら総務課長)

実 藤 清 二 (大阪府建築部営繕室長)

一 入 賞 者 一

最優秀作品 大阪府知事tt 土 井 秀 宰 大 阪 府 立 西 野 田 工 業 高 等 学 校 定 時 制 建 築 科 3 年

優 秀 作 品 大阪府警察本部長1 : 1 : 長 谷 川 昌 美 修 成 建 設 専 門学校 第 2 本科建築工学科 l 年

大阪府教育委員会賞 高 彰 男 大阪市立都島工業高等学校建築科 2 年

)グ日佐 藤 裕 司

"  "  

永 岡 伸 介

"  "  

大阪21世紀協会賞 小 原 勝彦 大 阪 工 業 技 術 専 門 学 校 建 築 学 科 1 年

佳 作 日本建築協会賞 安 藤 高 志 大 阪 府 立 西 野 田 工 業 高 等 学 校 定 時 制 建 築 科 2 年

大阪府建築士会賞 保田 直 宏 大 阪 府 立 守 口 高 等 職 業 技 術 専 門 校 建 築 設 計 科 l 年

) 九吋 募
坂 元 裕 明

"  "  

長 島 友 美

"  "  

大阪建築士事務所協会賞 池 由 佳 大 阪 工 業 技 術 専 門 学 校 建 築 学 科 1 年

新日本建築家協会1 : 1 : 山森サチヨ 大阪府立西野田工業高等学校建築科 1 年

奨 励 賞 大阪府建設監理協会: n ・ 岡 田 依 子 大 阪 市 立 工 芸 高 等 学 校 建 築 科 3 年

金 純 美 大 阪 府 立 守 口 高 等 職 業 技 術 専 門 校 建 築 設 計 科 l 年

) グループ応募

大 池 裕 二

"  "  

一 審 査 講 評 ー

応募要領が発表されてからそれほど余裕のあるスケジ ュールでは

なか ったが、 181 . 点もの応募案が集ま った。コンクールのテー? であ

る「派出所J が、身近かにあ って、日頃からみなれた施設であると

いうこともあづかっているだろう 。だがそれ以上に、こ の結果は、

若者の公共建築への関心がたいへん高いことを示すものであり、関

係者一同おおいに安堵と喜びを感じている 。

応募案の水準は全体として高く、たくさんの力作が揃った。慎重

な審査の結果、 2 点の奨励賞をふくめ10点の作品が残されたが、こ

れらはそれぞれに若者らしい積極的なアイデアを盛り込んだ提案で

あった。

大切なのは、この課題の求めるところを読み取って適切な提案を

q=r っているか、という点である 。課題 「ちょ っとおしゃれな YOU.

MEの派出所」というタイトル、あるいは応募要領の 「目的J [" 課 題

主旨」の中に述べられている、「愛され、親しまれる公共建築J ["個

性的で、夢のあるアイデア j 、「若者らしいアイデア」などについて、

しっかりと理解し、設計・提案に反映していくことが必要である 。

と同時に派出所が担うべき社会的機能についての解決が求められ

る。 この意味から、少し手を加えれば実際に建てることのできそう

だが新鮮みのない案、現にどこかにありそうな案など、類型化され

た捉え方にとどまる作品、また、個性 ・夢 ・活者らしさ、愛され親

しまれるなどのフレーズを単なる形容詞として受けと って形の表現

力に高めるに至らなか った作品は、上位には入 らなか った。

建築と社会 / 1992年 3 }J号 113
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最優秀作品
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土井秀宰

(大阪府立西野田工業高等学校 定時制建築料 3年)
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優 秀 作 品

耐立画面目時楠尺 1:100

長谷川昌美

(修成建設専門学校 第 2 本科建築工学科 l 年)

削 立 爾 悶 傭 尺 ¥: ¥ω2 胸骨平 副 関 繍R l d∞

優 秀 作 品優 秀 作 品

田一

ちょっ とおし令れなYOU. MEの混血所

- y; 「品h "' ，jI

:JIJl rp. 

時 比 l

‘  ・・‘ 1-"-

"・・.. ・， _.c

i ・・凪・・ "‘ ，. 
L  

ｾ ｾ ～甲ｾ品 ａ ｊＡ＿Ｑ

小原勝彦

(大 阪 工 業 技 術 専 門 学 校 建 築 学 科 l 年)

基準監

彰男・佐藤裕司・永岡伸介

(大 阪 市 立 都 島 工 業 高 等 学 校 建 築 科 2 年)

高
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佳 作

安藤高志

(大阪府立西野図工業高等学校 定時制建築科 2年)

佳 作

池 由 佳

(大阪工業技術専門学校建築学ヰ4 1年)

奨励賞

PDLICE B[]X 

岡田依子

( 大阪市立工芸高等学校建築科 3 年)

入 選 作 品 の 選 評

・最優秀作品に選ばれた土井秀宰君の作品は、柔らかに 4 分円を描〈建

物壁面と前庭に配された大きな樹木により、派出所に親しみやすきを、周

辺環境にはうるおいを創出し、また街路側上部を走るコンクリートのフレ

ームはここに派出所ありという「シンポルJ として人びとに信頼と安心感

を与える役割j をねらうなど、ゆき届いた配慮がなされている 。要領をよく

読み、これを統合する設計テー? を定めたうえで、制作に取り組むという、

確実な作業過程を想像させるまじめな作品である 。

. 優秀作品の長谷川昌美さんの作品は、片流れ屋根のゆったりしたカー

ブ、吹き抜けを生かした所要室のレイアウト、大きな関口部と閉鎖的な壁

面を組み合わせた立面構成など、まことに バランス感覚よくおさま って お

り、プロ好みの整ったデザインであるといえる 。添付された写真からみて、

模型も美しく、またシャ ープに作られている 。好感のもてる作品である 。

. 優秀作品の高彰男君 ・佐藤裕司君 ・永岡伸介君 ( グループ応募) の作

『出立、 2 層の円形平面に円錐状の屋根をかけた愛らしい、またいかにも若

者らしい夢にあふれた提案である 。応募案の中には円や曲面を使 ってやわ

らかさと親しみのある形態を創り出そうとする案が多〈見られたが、その

中では抜きんでてスケール感のよい作品であ った。

佳 作

佳 作

奨励賞

保田直宏・坂元裕明・長島友美

(大阪府立守口高等職業技術専門校 建築政計科 1年)

。・m

九 ょっ ｴ おしゃれな ｙｏｕ Ｇｾｉｅ の派 ｗ ， 所

山森サチヨ

( 大阪府立西野田工業高等学校 建築科 1 年)

金 純 美 ・ 大 池 裕 ニ

( 大阪府立守口高等職業技術専門校建築設計科 l 年)

. 優秀作品の小原勝彦君の作品は、ポインテ ッ ドアーチをもっ大小 2 つ

のブロックにより構成した案である 。小規模な敷地条件の中で車庫がとも

すれば目立ちやすいという、この課題の難しさのひとつに対して、平面的

に奥ま って配した小プロ ック側にこれを納めるという解決は巧みで与ある 。

. 佳作の安藤高志君は、作品を「ワンダー BOXJ と名づけ、 外部階段や

屋上を近所の人びとの遊ぴ場にするというユニークで楽しい提案を、佳作

の保田直宏君 ・坂元裕明君 ・長島友美さん( グループ応募) らは、シンボ

リックにたち上げた円筒状のタワーを中心によくまとまった平面計画を提

案してくれた。 また、佳作の池由佳さんの作品は、とんがり屋根をモチー

フにした楽しさの請をれるデザインと図面 ・プランのまとまりカf優れており、

同じく佳作の山森サチヨさんの作品は、外壁 ・屋根の双方にゆるやかな曲

面を用いて、おしゃれな外観を創り出すことに成功しており、可能性を感

じさせる 。

・奨励賞に選ばれた岡田依子さんの、円筒と直方体を組み合わせた形態

構成、同じく奨励賞の金純美さん ・大池祐二君 ( グループ応慕) の、 1 ・

2 階の平面グリ y ドを互いに45度ずらすことによる変化のある空間演出

も、 また富IJ 意皇室かな提案であ った。
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連続公開講座「都市J ( フジタ

都市講座) 、 4 月はブランチェ

スコ・ダル・コの氏の講演

異なった都市 ・建築に対する視点からそれぞれ

の考え方や構想を多角的に捉えてみようとする日

本大学工学部連続公開講座が、来年12月まで12困、

磯崎新氏をモテ' ユレーターとして開催される 。

・第 1 図書障座

講師 フランチェスコ ・ダル・コ (イタリア) 同時通訳

日時 1992年 4 月15 日 (水 ) 18 :  00-

場所・ 日本大学会館ホール( 東京都千代 田区九段

南4- 8- 24 J  R 市 ヶ谷駅下車徒歩 2分)

定員・ 450名

申込往復ハガキに住所、氏名、電話番号、勤務

先等、年齢を明記の上、申し込む こ と。

返信ハガキ (住 所 ・氏名記入) をも って聴鱗

整理券とする 。 第 1 回講座は 3 月 2 日から受

付開始。( 2 回目以降は講演の 1 ヵ月 前から )

申込先 日本大学理工学部 ・都 市講座事務室

(干101 東京都千代田区神田駿河台 1 - 8

T EL03-3259-0998)  

「第4回建築省エネルギー賞 J

j夫まる

制 住 宅 ・建築省エネルギ一機構は 、平成 4 年 2

月、省 エネルギ一月間特別企画の一環として 「建

三井倉庫箱崎ピJレ( 東京都中失区) - . 偉大臣賞一

インターコミュニケーション '92

『脱着するリアリティ』

入江経一+ 藤幡正樹

インタ ーコ ミュニケーション '92実行委員会 (浅

田彰、伊藤俊治、彦坂裕) は、 3 月28 日から約 3

週間に渡り、観賞者参加型のイ ンス タレーショ ン

『脱着するリアリテ ィj を開催する 。

電子技術やメディア技術の進歩により大きな時

代の曲がり角を迎えている現在、 その曲がり角の

向こうにどんなリアリテ ィが見えるのか? 建築

家 ・入江経ーとコ ン ビュータ ・アーテイスト ・藤

幡正樹が初めて共同制作するイ ンス タレーション

の世界で展開 される 。 入場無料。

なお、 このインターコ ミュ ニケーションは、東

京 ・西新宿 『東京オペラシ ティ j 内に 1996年オー

プン予定のインターコミュニケーンヨンセンター

(略称 ICC) のプレ ・インベントとしてオープン

まて毎年 開催されるものである 。

日時 1992年 3 月28 (土) - 4 月16 日 (木)

11 :  00- 20 ・00

会 場 東 京 ・青 山スパイラル 1 F  

築省エネルギ- 1't J の作品募集を行い、審査委員

会 (委員長: 藤井正一芝浦工業大学名誉教授) に

おいて審査を進めていたが、このたび審査を終え、

建設大臣賞 3点、財団理事長f O点、審査委員会

奨励賞 5 点 を決定した。

--- 、、y

主: 〆

F  

『脱着するリアリティ」 入江経一+ 藤幡正樹イメージイラスト

アーテイスト

入江経ー( 建築家)

1950年 東 京 生 ま れ

1976年 東 京芸術大学大学院建築干i f. IIま 7

1985年 『参宮橋の住宅j

1989年 『千葉の住宅j

I  99IiI" rモ1 1レj 玉川学問集合住宅

藤幡正樹 ( コンビュ ータ ・アーテ イスト )

1956年 東 京 生 ま れ

1981年東京芸術大学美術研究科大学院修了

1983年 "V I DEO C UL TU R E  C A NA DA "  Tront .  

Canada にて C G部門でグランプリを受賞

1989年 N H K 衛星放送 『形と 幻: t!u総合泌出

1990王手 "A P E  C AL L  [rom T O KY O"  (Ne w Y ork A D C  

Gall ery.  U.  5. )  

1991年 N H K  rアインシュタインロ ? ンJ =プロロ ー

グ編 =i噴出協力

建築省エネルギ- 1 ' t は、総合的に優れた省エネ

ルギー建築物を表彰することにより、建築省エネ

ルギーに関する設計、施工、施設の運用管理技術

等の進歩 ・向上を図ることを目的として、昭和60

年度から隔年で実施しているものである 。

第 4 固建築省エネルギー賞

日本アイ・ピー・エム大阪南港ピJレ(大阪市)ー量動貫一

太陽の郷1噂修館( 茅ヶ崎市) ー酎団理事畳貫一 日本電気本社ピル( 東京都港区) ー財団理事畳貫一 邦和セミナープラザ( 名古屋市) ー嘆勘貫一 善行第三団地高齢化対応パッシブ‘ ノーラー集合

住宅(蔵沢市)一翼勘貧ー
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日本建築協会

月間の動き

平 成 4 年 1 月 分

理 事 会

第 3 回常任理事会

29 日 4 時 - 4 時45分 於 本 会 会 議 室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か 16名

議事 (1)定時評議員会開催の件

(2)平成 4 年度事業計画 (素案) の件

(3)名誉正会員推挙の件

(4)'92経営セミナーオーナークラス研修会

後援の件

(5)入退会者ゑ認の件

(6) 報告事項

評 議 員

技術部門評議員懇談会

20 日 4 時 - 5 時 絵本会会議室

出 席 者 鶴 田 委 員 ほ か 5 名

議事技術部門選出評議員候補者 6 名推せん の{牛

編 集 委 員 会

第10回編集委員会

9 日 6 時 - 7 時30分

出席者 溝神委員長ほか 3名

議事 (1)2 月号 「こだわりのイ ンテ リアJ .  i近畿

郵政局 j 特集経過報告

(2)  3 月号 「建築家のための設備知識ーlIl J

「東海支部j 特集経過報告

(3)  4 月号 「地球環境時代の建築」特集経過

報告

(4)平成 4 年度の特集計画検討

(5) 作品作風頁レイアウト検討

(6)収支状況報告

第 7 囲網造分科会

13 日 6 時 - 8時半 者会本会会議室

出 席 者 角 幹 事 ほ か 2 名

議 事 構 造 特 集 の 企 画

第10回会員企画小委員会

14 日 6 時30分 - 8 時 於 本 会 会 議 室

出席者 佐伯副委員長代行ほか 2 名

議事 (1) シリ ー ズものの報告と 掲載予定

(2)新しい企画案について

執筆者打合会

16 日 5 時 - 8 時 絵本会会議室

出席者 北島意図 ・中 野格 (束畑) 、押田忠明 ( 日

建) 、日根東治 (安井上 中村秀行 (大

阪ガス ) 、中村秀夫 ・辻悶紀子 (関西電

力)

第10回作品作風小委員会

16 日 6 時30分 - 8 時30分 於 本 会 会 議室

出 席 者 宮 下 副 委 員 長 ほ か 6 名

議事 (1) 作品の掲載予定の報告

(2)作品の選定

(3)  i Gal l eryJ 内容報告及び今後の予定

(4) 誌面 (i 作品作風欄」・「スケ γ チブ ック

欄 J) について

第 7 回施工材料分科会

17 日 5 時 - 7 時30分 於本会会議室

出 席 者 村 上幹事ほか3名

議事 ( 1) 平成 4 年度特集に ついて

(2)  i施工材料の頁」

第 8 回計画分科会ー建築系

23 日 7 時 - 9 時30分 絵 本 会 会 議 室

出 席 者 北 村幹事ほか 6 名

議 事 平 成 4 年 4 月号「地球環境時代の建築」特

集の検討

第10固広告企画小委員会

28 日 4 時 - 5 時30分 絵 本 会 会 議 室

出 席 者 講 神委員長ほか 5 名

議事 (1) 2 月号「 こだわり のイン テリ ア」・「近畿

郵政局J 特集経過報告

(2)  3 月号「設備 (集合住宅篇) J  .  i東海支部J

特集広告経過報告

(3)  4 月号 「地球環境時代の建築J 特集経過

報告

(4 )  5 月号 「住宅 ・都市整備公団関西支社」

特集経過報告

(5)平成 4 年度特集企画、独自特集企函、及

ぴ収支予算案検討

(6)収支状況報告

事 業 委 員 会

第 B 回若い会員の集い小委員会

7 日 6 時30分 - 9  a寺 於 本 会 会 議 室

出 席 者 杉 本 副 委 員 長 ほ か 9 名

議事 ( 1 ) 前回事業委員会の報告

(2)実施報告

(3)今後の企画について

は) 島隆男委員の時間

第 E 回広報小委員会

14 日 6 時30分 - 8 時30分 於 本 会 会 議 室

出席者 原見副委員長ほか 7 名

議事( 1 ) 前回事業委員会の報告

(2)第 l 分科会からの報告と検討

(3 )第 2 分科会からの報告と 検討

第 6 回見学会小委員会

16 日 6 時 - 8 時 於 本 会 会 議 室

出席者 南副委員長ほか 8 名

議事 ( 1 ) 前回事業委員会の報告

(2) 実施報告

(3)今後の予定

(4)今後の見学会の候補について

第 B 回事業委員会

22 日 4 時 - 5 時 於 本会会議室

出席者 多井委員長ほか 4 名

議 事 各小委員会からの報告と 検討

出 版 委 員 会

第 8 回出版委員会

17 日 5 時 - 6 時 於本会会議室

出席者 須賀委員長ほか 8 名

議事( 1 ) i プロのノウハウ 」 と特装本の経過報告

(2)今後のテー 7 と執筆者選定

(3 )  i プ ロのノウハウ 」講座シ リー ズ

教 育 委 員 会

第 9 図工高生教育小委員会

21 日 6 時 - 8 時 3 0分 絵 本 会 会 議 室

出 席 者 和 問 副 委 員 長 ほ か 2 名

議 事 ( 1 ) 本年度・第37図工高生デザインコンク ー

ルの実施報告

(2)次年度・第38図工高生デザインコンク ー

ルについて

(3)工高生デザインコンク ール入選作品集

「工高生デサ'インコンクール入選作品集」 幹事会

27 日 3 時30分 - 5 時30分 於 本 会 会 議 室

出 席 者 和 田 副 委 員 長 ほ か 2 名

「工高生デザイ ンコンク ール入選作品集」

見学会・講演会

伊丹アイフオニ ックホールと白雪酒造蔵を訪ねる

28 日 12時 - 4 時15分 絵 本 会 会 議 室

参加者 43名

グリーンセミナー 鷲尾金弥氏を囲んで

21 日 2 時 - 4 時15分 於 本 会 会 議 室

参加者 32名

坂本総馬記念館の設計をめぐって

一高橋晶子氏講演会

24 日 6 時30分 - 9 時

於イトーキ大阪 ・クリスタルホール

参加者 142名

建 築 ク ラ ブ

新年宴会

14 日 6 時 - 7 時 貯 大 阪 グ ラ ン ド ホ テ ル

参加者 60名

建築11団体合同新年交礼会

B 日 2 時 - 3 時 絵 マ イド ーム大阪

参加者 730名

1 月 の 入 会 者 (敬榊晶)

〔団体会員 2 社〕

側コンサル ・プランナー 7 東北工科情報専

門学校

〔個人会員 2 名〕

神 崎 健 史 柴 田 正 規

(井上守建築事務所) ( R E O建築計画研究所)

4 会員の言卜報

〔正会員〕

高橋久治 (79歳) 平成 3年 3 月28 日死亡

〔元評議員〕

稗 凹 治 (82歳) 平成 4 年 2 月24 日死亡
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じコ暫艶? 車禁 亡コ

名 画 と 遊 ぶ お も しろ音 響学

音饗額一名画に探る音の不思議一

山下充康善 8 6判 152頁 税 込 定 価1.600円

r，!免鐙」や「最後の晩餐」・ 。数々の名 画の中で音は

どう響 いている のか ? そんな疑問から 、音響学者がお

むしろく 『音』 を言苦る 。

| 建築構造問題快答集15巻(

石黒徳衛監修 A 5判 316頁 税 込 定 価4.0凹円

実務の上で遭遇した疑問・難問

に対して明快に回答する

一一一 シ リー ズ第15巻完結 編 /

あと施工アンカ一

一初歩から応用まで- 設計・施工読本

広沢雅也・松崎育弘編 A5判 256頁 税込定価3.5凹円

あ t 施工 アンカーを 正 しく活用す るための設計 ・施工

上のポ イントを、 多 〈の事例をまじ えなが b 紹介し

た実務的な入門書 とな っています。

株 式 会 社 建 築 技 術

干151 東京都渋谷区幡ケ谷1-1-2 福西ビル

TEL. 03-5371-3811 FAX. 03-537ト8282

-・・・・特集・・
憲近の建築デザインの多機化という状況の

なかで、実際の建物の雨仕舞と防水をどのよ

うに納めたらよいのかを考えます。特に、各

部位の雨仕舞と防水の納まりを取り上げ、そ

の具体的な手法を詳細に紹介します。

1 . 建築デザインの多様化と納まり

2. 実践・雨仕舞と防水の納まり

①屋根 ②外壁 ③屋上防水 @ 地下防水

⑤室内設備関係防水 ⑥エキスパンションジョイント

建

築

デ

ザ

イ

ン

の

た

め

の

雨

仕

舞

と

防

水

l 建築デザインのための|

日

開

凶

圃

口

- 8造 の 新 た な 展 開 -

F R鋼による

無被覆鉄骨の設計

- 連載・ 現代建築紀行[ 第4 回 仙 台 市 青 年 文 化 セ ン タ ー

- 住まいのアメニティ ⑩ [ 新遠賀] 情造計算の実務

・地下水のはなし⑪ ~知っておきたい担割島と常議~

須 賀 好 富 著
8 5 判・ 216頁・ 2800円 (消費税銭)

建築技術選書

〈特装版〉

よ い デ ザ イ ンは 構 造 計画 によって支えら れ ， 構造 計画 は よ い デザ イ

ンの「かで 」と な る . 建 築 家 が 構 造 計 画 を 認識 し，構 造 家 の 計画 案 が

建 築 家 の ア イ デ ア に 刺 激 を 与 え る こ と に よ り 始 め て 優 れ た 建 築 が 生

まれる . 建 築 家 と 構 造 家 の ギ ャ y プを 埋 め る た め の 知 識 を 図 ・写 真

などの最新情 報 を 載 せ で わ か り や す く ま と め た ， 両 者 待 望 の技 術書.

( 目 次〉

第1 章情造と デザイン

第2 章柱の計画

第3 章はりの計画

第4 章架情の計画

第5章屋根の計画

第6 軍床の計画

第ワ章耐震壁の計画

第8 章 コストと情造計画

- 主主事4諸司! r M: i 置

・z 回LJ ， 巴 周τ冒 ・ 岨J . ・

企画/ 日本建築協会

子 600 京都市 FJjr 区本部屋橋通凶洞院東入

官 075- 343-081 1 録作/ 京都 0-26789 - E臨 幸 運E彊 置 圃

生コン工場の普及に つれて

その技術面はメーカ一任せ

となり，現場技術者のコン

クリートに 対する 知識の低

下を招き ，施工不良に よる

欠陥機造物につながりやす

くなっている 本舎 では ，

使用材料の選定から施工欠

陥の補修までコンクリ ー ト

工事に 必要な基本的事項と

管理のポイン卜を改訂され

たJ A S S51こ従 い簡{ 更に解説.

領3
四六判・ 2 色制・ 224頁・ 2000円 (消費税抜)
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I  コンクリー 卜妓術の展望

E  コンク' ) ー ト工事の施工計画

凹 使用材料の選定

N  コンク リー卜の調合設計

V . 生コ ンの発注 vl 型わく工事

vn コンクリ ー卜 の運綴

( ポンプ圧送)

四 コンクリー 卜の打込み・

締固め

以 コンク ソー卜の養生

X  コンクリートの品質管理 ・検査

泊 施工欠陥と補修

xn 特殊コンクリ ー卜の施工



「建築と社会」誌21年・特集一覧 昭和47年~平成 4 年

「建築と社会」誌は昭和42年から A 4 変形判となり、特集と作品作風頁を 二本柱に、 シ リーズものの頁を織り込み、その時の社会を反映したテ

ー? を選んでみ掲載してきた。売価は980円 (消費税込)。 購読希望者は事務局 (06- 348- 0635) へ。

掌は 欠号

巻

号
1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 

冬期オリ ン • .  
ー- ー- ー-

.  .  .  .陣 唱民

昭和47年 600号 インテリア 都 市 交 通

水 利 用

量 産 住 宅

一 般 号

都 市 住

都 市 防 災

第 四 回 北 陸 の

(53集)

ピ y ク と

記 念 号 デ ザ イ ン 環プ境ロへーの
青年技術者 新 建 築

キL .且

問 題 の 設 備
(桂中学) ア チ

.  .  .  .  .  .  .  .  
ー-昭和48年 泉北ニュ ー 大阪大林ビ レジャー と 大阪国際ビ 老 人 住 宅一建築 新用途地域 第 20 回 ヨー ロッノマ

建築教育 タウ ング〉コ
構造と施工 仕上と材料 σ〉

(54集)
施ミュニテ貫ィ生

ノレディ ング 施 設 J レディ ング コミュニ ティ 家のすまい 伽! と環境 青年技術者
まちづくり

.  
‘・

既成市街地 .  
建築生産と 高層プレハ

.肱 咽与

ー-昭和49年 廃 史 的 明 日 の

保養所作品

北摂ニュー

流通機構の

ピノレの省

プ 住 宅 の 屋線防水敗対工例策

第 21 回 ビJ レ防災に

(55集) 環 境 保 全

建 築 は
の 住 宅 地

タウ ン計画 エネルギ化

み ど り
事の失

青年技術者 関する 12章
どうなるか

艶備の方策 変 容 . f i 時造設計
とその

.  .  PC 板 を .  
建築とプレ 生 活 排 水

人 間 環 境e  ーー
ー-

昭和50年

図 笹F 館

東 海 の

インテリア 使 用 し た

社 会 都市の景観

ストレ ス ト 処 理 施 設

騒音対策と 第 22 回 集合住宅の

(56集) 新 建 築 建 築 ・ 法 と 施 設

と し て の

防 音 材 料 青年技術者 設 備

工業化住宅 コンクリ ー ト の あ り 方

ターミ ナl レ

証 言76--

.  .  .  
‘  -・

.  
築 住 体 の.  

.  .  設備からみ

昭和51年 建築基礎機

医 療 施 設

床 工 法 建築防災 と

市街地整備

工場建築 と 鉄骨格造の 結 露 防 止 第 23 回

た 建 築 の

(57集)

建築デザイ

造の問題点 と 材 料 法 設 備 ジョイ ン ト

ハ ー ドと

対断熱策材料と 青年技術者
ン の 動 向 ソ フ ト

問 題 点

デザイ ンの

兵 庫 県 そ - 日本建襲協全 コンク リー .  .  .  
埋る構立地造に問題おけ一

日 本 住 宅 .  
建築におけ .  

昭和52年

の風土と建

ω周年記念号 トの品質管
日影規制と

身障者施設 照 明 設 備 公 団 と

ミニ乱開発的

る省エネル

第 24 回

(58集)

動向一部分

- ニ ュ ー タ 理と行政指
法

大阪南港と 芦
から計画

青年技術者
と 全 体

築・建築界 ウン の菅理 導 の 方 向 屋浜を例として 建 築 作 品

ミニ開発へ

ギ ー 化

デ ザ イ ン .  医療施設ー .  .  
組合方式に CAD ー .  .  

昭和53年
の 動 向 一

水

病 院 建 築
外 壁 電波障害 と

よ る 集 合 住 宅 設 備

新 し い

設 計 と コ 一 般 号

第 25 回

ピ ル 環 境

(59集)
新 旧 の コ と 情 報

塗 装 材 料 建 築 耐 震 設 計 青年技術者

ン トラスト シ ス テ ム 住 宅 計 画 ンビュ ータ

.  .  
ホ7 ル建築 .  司陣

‘  
80 年 代 め-

.  .  
陥和54年 転 換 期 の 大阪南港ポ

商 業 空 間

コン7 リー ト

日最長規 制 と 情 報

農村施設の 建物の終局 庄 内 の 第 26 図 建 設 業 の

(60集) 再 開 発 ー トタウン のひびわれ 変 貌 強度の検討 まちづく り インテリア 青年技術者 労 務 事 情

シ ス テ ム

.  .  調.

‘  

.  
“  

.  .  
ー・

.  
設計新計の耐ため.  

昭和55年 80' f- f t G7) 者11
- 今桂の省エヰ - 最近町豊行控襲 住 宅 の 建築行政と 最 近 の 都市長ー観と 屋 内 体 育 水 ぎ わ の 今後の外装 - 揮百回青年技術者

(61集)

T有と亙且揖喜一ー
ルギーの趨勢

- 事安井所建聾設計事

施設の設備

. "岨にたつマン

の設 E法Z  まちベプ〈 りの

- 建築金物 作品 集
耐 久 性 法 規 防 水 工 法 アメニテ ィ まちづ くり 吹付仕上材

Y ヨ J 畢合住宅

隆史 とE組 1

.  
中国の論文.  

調.

台所まわり.  

.  
災害 と法一

.  司陣

‘・

.  
咽・ 障害者の暮

昭和56年 ポー トピア シー リング 都市住宅一

- 撞畢鋤t 凪 デザ

住宅串市盤面公
間仕切墜の 第 28 回

職 能 論
北 京 の の 計 画

安を全めな環境 住 ま い 手想

聞ー関西に必ける らしやすい

(624長) '81  材 の 知 識

イナーのために
掴市聾舗を中心と 性 能 評 価 青年技術者

都 市 計 画 と 設 備 ざして からの発 . R処置針作品瞳
した軒企聞の世割

環境と設備

ー-

.  .  .  .  .  .  .  .  
- 睦本にみるすま

.  .  
昭和57年 新たな商業 省エネ/ レギ 医 療 施 政 近 織 の 都市長観ー 大阪市庁舎 音とホー J レ 大 ス パ ン 昭 和 設 計 - 第 29回 青 風土・空気

一地域医療 まちなみ美

いとまらづ( ?  

年 技 術 者

(63集) 空間の展開 ー と関口部 地量産と地質 (第一期) 建 築 構 造 作 品 集

- ォーエムーホテ
- 地方向庁 と 人 間

と設備計画 観への誘い ル日 i院ピル

舎 建 築

関 西 の マイコ ンの .  
計画における 大 阪 駅 と 東海の将来 オフィス・ プレストレス .  

昭和58年

建築文化を 建 築 へ の

多様化する 建 築 と
コミュニ ケー

ター ミナ J レ

維持管理と

と 文 化 を インテリア ト(鉄筋) コン

- 第却固費等技術者
集 合 住 宅

(644長) 運 動 施 設 品 質 管 理
ンヨ ンとプレゼ

設 備 更 新
- 大臣総面際文化

と 生 活 音

考 え る 利 用 ンテー ション ピ J レ 考 え る の 変 革 クリート構造
スポー ツホール

21世紀への ピルのリ 7 レ 建設産業と .  
みどりとそ - 第31回 青 年

昭和59年
関西一魅力

関 西 の 超
ァシュ ー内外

住 環 境 と - まちの活性化 消防設備の 商船化社会
技 術 者

光応用シス

あるまち づ 裳補修技術の

ロ ポ ッ ト と商a 空間
れをとりま 床の構工法

- ディテール
(65J1! )  高 層 ビ J レ 法 制 度 - 京都駅南口 ポ イ ン ト と生活空間 テムと建築

くりを問 う 現状と発展ー 開 発 {アパンティ )
〈 人 々 の 思 想

咽・ - 自由樺式への1I - 情 報 化 を ホー ルー そ 建 物 の 表 - 建築と水の - 接 合 - 村野藤吾

昭和60年

大阪湾物語

東海の現在
瞳畢車安井武瞳

めぐる建築 れが生ふ出 情一最近の

大阪国際見
演出

都市と健康

- 日建設計 の一断章

第 32 図

(66集) と 近 未 来
- 瞳聾舗 の基礎

本市新会場
- 神戸研究学

ス ポ ー ツ 青年技術者

を考える
- 都市事情 す 文 化 ー 外 壁 材 料

園都市
作 品 - 東海特集

これから町住空 屋根ーその - 現問デザイ ン
インテリジ - 建築防災 C A D ー オ フ ィ ス インテ1)7 ・イク

昭和61年 ー ポスト

ェントピル
自治体営繕 21世紀の住 - 開 発 第 33 回

間都市型聾告 デザイ ンと そダニズム 10年

の建築計 ・設

と法 その応用と 空 間 の ステ ンション t

(67集) - これからの と公共建築 居 と 設 備 - ツイン 21 青年技術者

住宅にみる
素 材 防 水 工 法 備 画 - 大阪市庁舎 展 開 構 成 リニ ューアル

昭和62年 創 立70周年 躍 動 す る

- 貯蔵・保

室 内 の 行政建築家 ンティホテ 宝 塚 の

- 建物と街並

第 34 図

入 浴 物 話 腐 食

管施訟

駅

みの接点

(67集) 記 念 号 東 海 へ - 大阪育府 立 仕 上 床 の 可 能 性 J レ の 設 備 街 づ く り
- 昭和設計

青年技術者

体 会 館 作 品 集

- 軟弱地銀と - 股備におけ .  
展中園地方の

.  .  
昭和63年 基 礎 るL C C と 建物の外装

望 と
21世紀への 超高層住宅

-・大集合阪府住営宅繕の

- 第 35 回 青

ホテノレ物語 - 文化と伝統 リフレッシュ
都 心 居 住

ひろしまの

市i) 振 年 技 術 者 讃責テレビ

(69集) 東海か ら - 東畑建築事 リフレ y シュ 照 明 を 考 え る
'}7レy シュ

• 8  0  0 宅予

町 報 告 務所作品集 ま ち な み 記 念

昭和64年 - 竹中工事庖 .  
省 力 化 の

- 構造何者力化 - 都市圏壇創造 最 近 の

! J . " をのせる 創立90周年 - 色 町 檀権 まちづ くり 博覧会とま 都市環境誼1) 建 築 と
- 蝿島建殴大阪 と殴憎日

第 36 回

平成元年 配 念 - 東 海 町 ための材料

主庖撞聾股計 - ユーザー書加

博 覧 会

輸 送 設 備 - リゾ ー ト 新建聾 と
と 法 ち づ く り 造と設備 I ア ー ト 青年技術者

(70集) 事 情 伝 統技帽
工 法

郎作品畢 のハウジング
ノマピリオ ン

.  
プ レ ハ プ

建築家のため

ー-

やわらかな - 都市町ナイ
.  

感性の時代

平成 2年 商業化住 宅 ニュータウン 東 海 の 国際花と緑
的設備知蛾

高 強 度 化
住宅管理・ ス・プレイス

- 揮 37 由

スケー l レ感 住宅技術の 一中規模オフィス 一般計的多

ユーザーの - 兵庫県世縛

青 年 挫 楠 者 を迎えての

(71集) のデザイン ルネサ ンス 都 市 景 観 の 博 覧 会 ピルによるケース 織化をめざ - 和世山県町

現在と未来
ス7ディー

してー 役割l の 歩 み 腫混と景組 外 装 材

新しい都市 - オ7，λ プ 東海支部復 - 今 、 京 都 - 瞳畢 と土木 - 極集をめ 〈・る - 畳間同アイデ - 自治体住宅政 - 建築と土木 - スリ ムて・1 7

平成 3年 レジャ ー

大阪東京海上 - 瞳揖軍司ため - 毎日量道本杜ピル

トラ ブ ル

/' T  -( T .f 置への 提言 ー絹量世衡の世界ー なコノクリ ート

空間づ くり - 新しい都市空 活 30 周 年 一 般 号
とそ町解決

ビルディング

同世情知輯

- 塩町現場町イ - きんでん写真集 - 大林組創業 - 第 38 回 . 21世紀の住まいを
(72集) 間ヴ刊 11 

四合商量ピルにお - 近織地方砲肱凪

ノージア ップ

- 1 - . 1量聾の凪畳 記 念 けるケーススタディー 営情 ! I 作 岨
- 大11& 肘ω圃年 100 年 記 念 膏 年 技 術 者

寺ζ るy ンポジウム

平成 4年
ｾｉＨ物 賠 - こだわりの

建築家のため 地球環境時代

住宅・都市聾備

一人がかわる.
インテリア 建築とデサ可ン

公団関西支社

(73集)
まちがかわるー

- 近世の郵政星聾
東海支部一 の設備知識 の 建 築

一世田町畢住

15 年同lj1 ;' これから町同年一

建築 と社会/ ゆ92判 月 号 119
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*ょ; ((，11

'

1

'

央1)( 11 本的機均四r2  - 2 2  電 話 ( 3667 )3431( 大代 )

f ， I'i !i{ .  1111 fi ・札幌 ! ム仏 ・制|品l 全以 ・新 潟 ・陥 ｩｲｾ

。
本 社

東京本16

大阪 事'1苫

支 庖

営 業 所

出 張 所

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

発

大阪市中央区峻見2丁目 l番61号ツイン21M10 7ワー

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 街 住 友 ピ J レ

大 阪 市 北 区 西 天 満 4 丁目 6 番 18 号

ｦＱ Ｑ ， 台 ・ 償 浜 名 古屋 神 戸広 Ｏｾ｜福岡

-・・

-

-ー

1l 式会社

札幌 京都 松江

空 調

m話 06- 949 - 1371

電話03- 3344ー 1911

電話 06- 363- 1371

ff 森 秋 田 盛 岡 ・大 宮 千 葉 川 崎 . '，;¥山 ・ 板 井 和 歌 山

鳥取 ・ 岡山 ・ 高松 ・ 下関 ・ 熊本・鹿児ｽ［，ｾ • i'll 純

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

陶 よりよき環境へ技術で挑む一 一 一

守 株 式 会 社 精 研

十1: k 阪市中央医瓦屋町 2 丁目 11 需16号( オートセンタ ビル 1 2陥

到;f単語子号542 屯IBA 大阪 ( 06) 768- 5  0  3  1  fにん

/ 〆テナノス部' ，lL ぷ 大| 以 ( 0  6 )  7  6  8  - 1  6  5  1  ｦｾ＠ J.二

点以 kl ，lt 東京都文京区小石川 1丁目 12番14号 ( 日本生命小石川ピル 7階)

ｾｾｉ 便番 号 ＱＱ Ｒ 屯，i，[; (  0  3 )  5  6  8  9  - 2  3  5  1  i t K  
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商昂は空気ですo ¥1 r-
掴 . .  熱と空気のエンジ二戸川 一 一

〉ー〈J 5T31
・宮

空 気 調 布| どと三L 搬送機設備

給排ノド衛生 、てつ7 設 計 施 工

人に優 しい環境づく り

第一工擬揃式倉喜I

大 阪 支 庖 干530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 11 6 併 1 4 号

本

ｾ ｉｬ話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代 表 )

ヰ土 干 100 * 京 高11千代田区メしの 1"1 3 了 11 3 番 l 号

'，Il話 0 3 - 3 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代 表)

ガス設備の設計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガス住設機器特約底

。
本 社

大阪営業所

枚方営難所

大晃設備株式会社

大阪市北区西天満 5 ーl ト 12 ｾＱｌ＠ 06- 313ー1846

枚万市ＧｉＧｾ団東町 Ｙ - 3  l1L0720- 49- 2128  

給 ・排水 ・衛 生 ・消 火 ・空 調 設備

おお西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 北 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 館 大 阪 ( 458) 3628番

支底 ・営業所 福岡 ・京都 ・天理 ・川西・神戸

⑧議議舗肱式会組

代表取締役社長 依
藤

干534 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号

孝 行

T E L (06)351 - 5428f内

F A X( 06)351- 5299 



2舎町震屈嗣d -

<<'''1m惨⑨日本管工業株式会社

設計並施工

圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 . ， ‘ ， I ， U :I-.

ー・F電'ー....

③白玉掛王訴さ李基

京町 ＱＱ 市南 ｉｾ ｾｇ 九条 ｊｾ ｛｛ｊ ｉｉ 汀 Ｒ 0 帯 地 の l

¥1L話(681) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 (691 ) 1045 

大阪市北区天満 1- 5- 20 電話 (06)352- 3501(11:) 

i  It di 栄 町 2 ー 1 1  1  '，lL話(0592)26- 361凶り

| 叫日市，ji 阿 末 広 町 1lLJf i(0593)53- 7431的

大ilt 市中央 2 丁目 4- 28 ;11話(0775)22 - 9738(11:) 

本社亙京都支庖

大 阪 支 底

三 重 支 庖

四日市営業所

滋 賀 営 業 所

社
ム一

A

設 計 施 工

式

⑤ 

気 株

電 気 設 備

電陽朝

に

を

/

切

来

ト

大

未

イ

を

る

エ

境

あ

り

環

夢

く

然

士

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ピ Jレ TEL 大阪06 (385) 1361( m 

大阪営業所 TEL 大阪06(385) 1361(代) 京都営業所 TEL 京都075(311)1185(代)

東京営業所 TEL 東京03(3574) 0665 福岡出張所 TEL 福岡ω2(771 ) 6 1 6 8

J 乱夕刊

J . l  本代表取締役 山

f:J 
雌 霊長雲喜 劇

〈ヌ

な

社
ム一

A

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

馬 田 栄

言I
I . J  

，同司E。
支社長

大阪市中央区南腿紙4丁目 3番 7号 電 話 大 阪 (202) 0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北・丸ノ内・新宿・神奈川・東関東・中部 - MH

キ土本

庖支

営 業 所

電気位備・骨十義制御段備・空調段備・クリ ー ンルーム段備・プラン ト段備

鎗排水衛生設備・エネルギー集中監視シス テム 設計施工

三 室 電 機 株 式 会 社

取締役 H:!A 嘉 納 秀

S込

一一ー誠 実 と 技 術 で お 応 え す る 一一一

住友電設株式会社

取締役会長 代 谷 正 元

取締役社長 相 馬 一 男

。

革 在 干5担丈阪市1回受妖盟12- 6- 8省ピJω TEL 田(3制) W1-FAX 00(3臼)5533

車京宣祖干11l i 車京都理si 冊112-16(ニュー新蝿ピル) TEL凶( 話ω0131-FAX 凶6倒)0268

茜OI l 豆后干4盟名古置市1怪童相日-12-14 TELO包(9!H)5131-FAXO日(914)7回目

神戸支 E 干657 神戸市轟区岩置哨IIJ H-'l (工ビスピル) TELO珂(側 )5571・FAXO沼(871)6261

理由究所干制式虫府粛軍三宝町t T羽 TELOn1(17泡制 FAX0n1(27) 1似

学校建築のトータルアドバイザー

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

〒547 大阪市平野区加美北 3 - 4 - 5

T E L 06( 792)  585R F A X  06 (792)  2810 

大阪市西区西本町 l の 13の33

TEL. 06- 532- 0461 ( 代ぷ)

FAX. 06- 535- 5 18 1  

天 理 市 丹 波 市 新 町 4 9  

tt 本

⑪鐙 Y榊 業 通 告

週間

日本電植株式会社

〒530 大 阪市 北 区 天満 1- 7- 23

T E L . 0 6(3 5 7)  1 8 0 3間 F AX . 06( 357)4 8 5 0

目J APAN

に l

nOU*! 111山岨

1M...... 

天時営業所

あ ー主

‘ヲー1 -

ゅ :" 25

2.  _ ー 阪 7  

屋門事R T

恨ご- i量 ク

工 .llL 区 ス

事証 書五五

の l ' 予 三 六 六

TP式面寸

法会言誌

社 三一五

E  号 六 四
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電 気 工 事 設 計 施 工

総 式 会 話 =  
代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

大 阪 市 北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  ( 盆ビル 51>皆)

電 話 0 6 ( 3 6 1 ) 3 6 7 1 (代)

東京都中央区日本紙来場町 2 丁目 1 7 番 3 号

電 話 0 3 ( 3 6 6 6 ) 1 4 7 8  (代 )

堺 ・ 泉 州 | ・ 泉 南 ・ 滋 ｬｾ＠



Const r uct i on chemi s t r y f or t he f ut ure.  

総式会車t 王 ヌ 工 ム ピ 一

線 式 会 祉 ポ リ " リ ス 物 産

本 社 車 京 都 港 区 六 本 木 3 - 16  - 26 

大阪支庖 大阪市 中央区北浜3- 2- 23( (宮量ピル}

T  E  L 06- 202- 3294  
-・11

11

特殊壁装材製造販売 和室に最適

回一:!:::ナ氏)(株)副 O! J : J ! l D:2

場

一

二

工

第

第

。. T 1 _ ¥' v * - 酬の断熱用シ~人

』易手ー・

， 
.... 

ＮＮｊｾ み

目宜バイナリーシートP

自 主 電 線 株 式 曾 社 割問干畑区肌2 T印刷干佃ピル)

営 業 種 目

・防 水 工 事 塗 布防水・ シー ト防水・ モ ル タ ノレ防水

・樹 脂 注 入 接 清工 法 各 極 的 脂 注 入 按 苅 補 修 工 事

・亀 裂 補 修 工 事 各 種 樹 脂注 入 ・充 填 ・コー キ ン グ

・シ ー リ ン グ 工 事 シ リコ ン ・チ オ コー ノレ ・ウ レ タ ン ・ア ク リJ レ

・吹 付 工 事 アクリ ノレ ・リ ンン ｾＡｉｬ 性タイノ レ ・ そ の 他

<>建 設 業 許 可 大 阪 府 知 事許 可 ( 般ー 53) 第 5 1 2 2 5号

く〉 日本 シ ー リ ン グ工 事 業 協 会 4 員

大 阪 市 北区末広町 3 Ｍ ＲＱ Ｑｍ ・ Ｑ 持ＮＮｾ・ＫＭ← ｌ ＮｬＮｌ
!i l和 地 所 扇 町 ピ ル2015 ｜ｾｊ＠ Ｎ，ＮＮ τｔ で，ｾＮＮＮ可 Ｒ 句 ｉＱ

T E L 0 6 ( 315)  0 7  0  1  

• 
-

-
• - - _ . . .  

デンカC S Aファミリー製品

- Tニ.I n C S A
( 膨張性混和 材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・安二 ｊｮ Ｎ，ｾヨニ ｊ Ｈ グラウ卜用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・寄与 ｮ 守ョーデ ｮｊ Ｇｊｾ Ｈ建造 ､ｩ 切Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に

・安二J nES(土質安定用急硬材) 地盤補強用薬注入

・雪ニJ nI I OOO(
製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

J 、イモメント製造用に

ネ土

A

一

玄

TEL 本社 ・京都 . ｫＺ ｉ ｾｊ 野 Ｈ ＰＷＷＲＷ Ｉ 2 - 2 2 2 0  

姥的 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

式株業産

π去百

万て浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

ネ土

TEL 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

A

Q

玄式株業産;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

TEL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T EL 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

コトネ土

A

Q

玄式株ネ土A

2

 

式株産物洋光

TEL  i強引 ・守 山( 0 7 7 5 ) 8 3- 2 3 8 1  
2 5 2 - 6 0 0 0  ( 0  6 )  T E L 大 阪

122 



テトカッパー防水
奥山 4 抗告化工業械式

| カ ッ パ ー 防 水 帯 一 コーパータイト匂クロン防水都目

本 社 東京 都中央区 銀 座8- 4- 9 奥 山ビル T E L03(3571 ) 2703代I F AX03(3571 )0264 

大級事暗所 TEL06(391 ) 1日81- 2FAX  06(395)21田 名古車 出張所 TEL052(811)3660  

?量点宮襲踊 TEL045(320)4832 FAX045(320)4765 Il ' " 出 揮 所 TEL0462(21 ) 1761 FAX0462(23)  1341  

資料をご. l l < 下さい。

埼玉宮県所 TEL048(774)2845 正 敏 出 現 wi TEL日292(28)0878FAX0292(28)2614  

新しし、時代の、新しし、扉をひらきたい。

ー唱・圃・

---
Shutter 

司圃・ｾ ｾ＠

司・ｾＮＮＮ，

・・・F
E 園

田・

本 キ土 〒 540 大 阪 市 中 央 区 常 盤 町 1 - 3 - 8 ( 日 本 生 命 谷 町 ピ ル)

T E L  (0 6) 9 4 3 - 6 5 7 1  (イ七)

東洋シャッター株式会社
・東京/横浜/盛岡/仙台/水戸/静岡/岡崎/名古屋/富山/大d章/京都/神戸/広島/高松/福岡/他全国主要都市

特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料 Tl I J I !J 9J 乱暴ゆJl

半 世 紀 の 実 績 が 誇 る

技例示と一

大和郡山市九条スポーツセンター屋根 エターノコア - F

ロ

ロロ

長 尺 物 色 彩 豊 富 責 任 施 工

種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CS PM)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( S T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

. 鋼板製オリエンタルフネンシングル

・ オ リ エ ン タ ル オ リ セ ラ ム

・ オ リ エ ン タ ル エ タ ー ノ コ ア ー ( ETC- F)

i皮板規格 S 小 i皮 ・S 大i皮 ・Vi 皮 ・ボックス波 ・W ジャンポi皮 ・V デ y キ

S V ジャンポ} 皮 ・ボルトレスルーフ BL ' 其の他

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・堅樋・軒樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレータームーパー・エキゾスター(強制))

ボーロイド( 断熱材 ) O. G. K. ※ カタログをご前求下さい。

畿市 I J I !J 9 Jl 川 製 造 緑 式 会 祉

干 660 尼 崎 市 II({ 手lI i有泌り 3 - 2 6  電 話 大 阪 ( 06) 412- 5 13 H内

大 阪 . Ｉｕｈ ・ ｾｉｉｉｊ Ｍ￞Ｎ ・ 広 ね・ｊｦ ι 条 ・ 姫路

干 335 城 市 塚 越 5 r  11 6 番 32 ザ 電 話 蕨 ( 0484) 4 2- 3 115 (1仰

東北・ * Jj a: . / 問点・熊谷
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己 組組 曲2

「三和から- NewSanwaJ 

へと たしかなビジョンのも

とに、 tu:界に通用する総合

建材メーカーとして歩み始

めました。

三年巴シヤ "1ター工業株式会社

営業本部関西営業推進部

〒532 大阪市淀川 区 宮 原4- 4- 50 真和ビ J レ8F n 061 (396) 6871 

窓は、人 の暮ら しと 自然環境 とをつな く。

インタ ーフェイス。そこに求め られる気 密 性、水密性、

採光、換気、 耐 久性、美観、使L、勝手 …・一 。

不二 サ ッシは、これらのあらゆるニー ズに

お応えて。きるよう、よりよ L、製品づくりをめざ してし 、ま t

サッシ、それは建物と環境の

インターフェイス

定 史控
ｾ ぷ押

究UU
2 政

八 • ': '1( 大

o 科阪

円 51

一
両手芦) L

It l本ノト九

位争芯七

E E て 6

白円 徴 書

道 収

料

共

- 改装・取替サッシ

・住宅用サッシ・ドア

・エクステリア建材

- カーテンウオール

・ピル用サッシ・ドア

・防音サッシ

・断熱サッシ

超高層 ビノレか ら住宅用 まで

窓か ら広がる 豊かな暮ら し

曹』 唾=F戸・

雑誌 03379- 3  

〒211 川崎市中原区中丸子135 T E L  (044)  422-1111 ( 大代表)

干 541 大阪市中央区本町3-4-1山本町野村ビlレ) T EL( 06)262-2541 ( 代)

本 社

大阪支后


